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「ありがとうございました。またどうぞお越こしください」

　最後の客を笑え顔がおで見送って、店頭に出していた看板をしまう。一日の営業が終わり、三み好よし留る依いはほっと息をついた。

　今日も、目が回るほど忙いそがしかった。

　店内の客席にはまだ、片付けていない食器が残っている。厨ちゆう房ぼうも片付けて、それからまだ明日あしたの仕込みもしなくてはならない。

「やっぱり、閉店を六時にしてよかったな」

　店を閉めるにはいささか早いが、留依の店はカフェレストランで、酒は出さない。お茶や食事がメインだから、このくらいに店を閉めるのがちょうどいいのだ。

　それに、一人で店を回すにはこれが限界だ。店はよく繁はん盛じようしていて、人を雇やとうこともできるのだが、留依はよく知らない人に自分の大切な部分を預けるのが怖こわかった。

　この土地の人たちは親切だけど、いい人ばかりではないはずだ。いい人も悪い人もいる。どんな国に行ってもそれは変わらない。

「うーっ、帳ちよう簿ぼ付けはまた明日にしよう。今日はもう休もう」

　店の片付けと明日の仕込みを終えると、店の奥にある階段を上り、二階の自宅へ帰る。

　居住スペースは寝しん室しつにリビングダイニング、キッチンは広めだ。

　風ふ呂ろ場ばでシャワーを浴びた後、冷蔵庫から瓶びんビールのストックを一本取り、栓せんを開けてベランダに出た。

　一日の終わりに、ここで一杯ぱいやるのが留依の楽しみだ。

　ベランダは通りに面していて、宵よいの口のこの時間は人の往来が盛さかんで賑にぎわっている。ところどころに街灯が立ち、まだ開いている店も多いので、道行きは明るい。

「ルイ！　店は終わりかい？」

　下を歩く近所の顔なじみがベランダの留依に気づき、手を振ふった。きっと今から、どこかへ吞のみに行くのだろう。留依もそれに、手を振って返す。他ほかにも数人の顔なじみが、通りすがりに留依に気づき、挨あい拶さつをしていった。

　道はアスファルトではなく美しい石いし畳だたみで、通りに並ぶのは煉れん瓦が造りの建物ばかりだ。

　留依がかつて住んでいた、都会の雑多な街並みとはまるで違ちがう。

　空気の匂においも違ったが、今はもうこちらの空気に慣れてしまって、元いた場所がどんな匂いだったのか忘れてしまった。

「俺、海外旅行も行ったことなかったのに」

　遠くを眺ながめながら、ぽつりとつぶやく。

　生まれて二十七年。ずっと日本にいた。本州から出たことさえなかった。なのに今、異郷の地でカフェレストランを開いている。

　ここは海外ではない。恐おそらく地球ですらない。

　元いた場所とはまるで違う異世界に、留依は暮らしていた。










　半年前、留依は日本にいた。テレビやインターネットがあって、飛行機で大陸間を移動する、文明溢あふれる現代社会に暮らしていた。

　留依はプロの料理人だった。専門学校を卒業し、フレンチレストランで五年、イタリアンバルで二年働いた。高校から専門学校時代にも、中ちゆう華か料理や割かつ烹ぽう居酒屋でアルバイトをしていたから、一通りなんでもできる。

　実家は祖父の代から続く洋食店だった。祖父母から店を引き継ついだ両親は、留依が子供の頃ころから店にかかりきりで、幼い頃はそれが不満だったが、やがて自分が三代目になりたいと思うようになった。

　留依が専門学校に在学中に父が亡なくなり、後を追うように母が他界して、店を閉めることになると、いつか自分の手でもう一度店を開くのが、留依の夢になった。

　料理人の仕事はきついし辛つらい。でもやっぱり留依は、この仕事が好きだった。ついでに言うと、接客も好きだ。料理も接客もできるような、小さい店もいいかもしれない。

　夢は夢、まだ具体的な独立のビジョンはなかったが、そんな留依に店を持たないかと誘さそう人が現れた。

「一いつ緒しよに店を開かないか」

　山やま崎さきという、二つ年上の男だった。フレンチレストランにいた頃の先せん輩ぱいで、互たがいに店を移ってからもたまに会って酒を飲んだり、気になるレストランを巡めぐったりする仲だった。

「いい物件を見つけてさ。居い抜ぬきなんだけど、お前が言ってた店のイメージとぴったり合うんだよな。俺がやりたいこととも合うんだ。それで、いっそ二人でやればいいんじゃないかと思って」

　ある日、久々に会った山崎から誘われて、留依は舞まい上がった。

　留依は一緒に働いていた頃から、山崎に恋こい心ごころを抱いだいていた。専門学校を出たてで慣れない留依に、山崎は親身になって教えてくれて、その時からずっと彼に片かた想おもいしていた。

　留依はゲイだ。誰だれとも付き合ったことはないが、好きになるのは昔から同性だった。

　山崎はノンケだったし、留依も友人以上の関係を期待していたわけではない。ただ時々、会って酒を飲むだけで幸せだった。

　そんな片想いの相手から、店をやろうと誘われたのだ。浮うかれないはずがない。

　話を聞くと確かに良さそうな物件だったし、二階にじゅうぶんな広さの居住スペースがあって、そこも借りられるとのことだった。家賃を浮かせるために、しばらく一緒に住むのはどうかと持ち掛かけられ、留依はさらに浮かれてしまった。

　実際に物件を見て留依が気に入ったこと、開店資金の三分の二は山崎が持つということで、話はトントン拍びよう子しに進んだ。

　留依は、それまで働いていた店に退職の意を告げた。人が見つかるまで勤めを続ける傍かたわら、山崎と新しい店の準備を始めた。

　山崎はすでに仕事を辞やめており、自宅も近々引き払はらうとかで、準備はほとんど山崎に任せきりだった。

　留依は山崎に言われるまま、書類に判を捺おしたり、開店資金を払ったりしただけだ。

　今思えば、不ふ審しんな点はそこかしこにあった。留依が店の二階に引っ越した後も、山崎は依い然ぜんとして元のアパートを引き払う気配がなかったし、留依が見学に行った当時からすでに、店の設備はほとんど整っていたのに、あれこれ必要なものがあると出資を求められた。

　山崎はたぶん、留依の気持ちに気づいていたのではないだろうか。

　二人で店を持つ話を持ち掛けられた時から、それまで皆かい無むだったスキンシップが増えた。

　事あるごとに、「留依は可愛かわいいな」とか「男なのに綺き麗れい」なんて、甘ったるいお世辞を口にされて、留依はそのたびにドキドキしていたのだ。

　本当に馬ば鹿かだった。でも、その時の留依は山崎を信じていて、疑うという発想がなかった。

　でも、留依が出資する金は日に日に増えていて、当初の予算を上回り始めた。

　おまけに留依は店の上に引っ越し、具体的な営業時間や人員の話をしたいのに、山崎はあちこち準備に飛び回っているとかで捕つかまらない。

　基本的なことが何も決まらないのに、ワインの仕入れに金を出してほしいと言われ、さすがにおかしいと思い始めた。でもその時にはもう、何もかも手て遅おくれだった。

「はあ？　なんで？」

　これ以上の金は出せないと留依が断った途と端たん、山崎はそれまで聞いたこともないような剣けん吞のんな声を上げた。背中がひやりとする。でも、出せないものは出せない。それまで貯ためてきた貯金はもうほとんど、山崎に渡わたしていたのだ。

　そう言うと、「噓うそつくなよ」と、苛いら立だった声が聞こえた。

「お前、実家を売った金がまだあるはずだろ」

　その言葉に、ハッとした。確かに、店を畳たたんだ時に実家の土地を売った。

　そんな話を山崎にしたことがある。借入金を返済して母の入院費を支払ったから、残ったのは大きな金額ではないのだが。

　もしかして山崎は、最初から留依の遺産をあてにしていたのだろうか。

　ようやく夢から醒さめたような気がしたが、もう遅おそかった。金の無心を断ってすぐ、山崎と連れん絡らくが取れなくなった。電話は通じなくなり、そこでようやく留依は、自分がこの店の不動産屋の連絡先も知らないことに気がついた。

　この家の持ち主が留依に連絡をしてきて、ようやくぼんやりと事の次し第だいが見えてきたのだ。

　この店はもともと、山崎が借りて開店の準備をしていたそうだ。それも、婚こん約やく者だという女性と一緒に。

　二階に二人で暮らすつもりで開店直前までこぎつけたのに、婚約者が資金を持って逃にげた。

　家賃の管理も彼女がしていて、最後の月は滞たい納のうしていた。何とかします、と山崎はオーナーに約束し、滞納分がすぐに振り込まれたけれど、それからまた滞納が続いている。

　留依はいつの間にか、山崎の連帯保証人になっていた。賃ちん貸たい契けい約やくを結ぶと言われてたくさんの書類にサインや印いん鑑かんを捺したから、その中に保証人契約の書類が交ざっていたのだろう。

　留依が家賃にと払った金は、最初に支払った滞納分を除き、すべて山崎が着服していた。

　恋人に騙だまされた分を、留依から取り戻もどそうとしたのだろうか。

　真実を知り、途方に暮れた。今の勤め先は退職日が迫せまっていて、すでに後任のスタッフも雇やとっている。

　滞納分の家賃を支払って、一から開店の準備を進めるべきか。もうほとんど貯金もないのに？

　こんなこと、誰に言えばいいのだろう。警察か、弁護士か。山崎とはどうにか連絡がつかないだろうか。

　何かしなければならないとわかっているのに、ショックで何もする気になれなかった。

　オーナーから真実を聞かされた翌日、留依は仕事を休んだ。気を紛まぎらわせる方法がやけ酒しか思いつかず、酒を買い込んで一人で飲む。

「明日あしたから、どうしよう」

　つぶやくが、何も思いつかない。好きだった人、信しん頼らいしていた人に騙された。金も失った。今いるこの住居だって、家賃が払えなければ追い出される。

「死んじゃおうかな」

　もちろん、本当に死ぬつもりだったわけではない。でも思わず口に出るくらい、落ち込んでいた。どうにでもなれ、と自じ暴ぼう自じ棄きだった。

　二階の住居で飲んでいたが、そのうち酔よっ払って一階の店でくだを巻いていた。酩めい酊ていしながらも自分をいじめるように酒を飲んで、いつ眠ねむったのか、覚えていない。

　気がつくと昼だった。何やら店の外が賑にぎやかで、その騒そう々ぞうしさに目が覚めた。

「うわっ」

　顔を上げると、店の外に人だかりができていて、見知らぬ人々が窓に張り付くようにして中を覗のぞいていた。通りでロケでもやっているのかなと即そく座ざに思ったのは、人々の服が昨今のファッションとかなりかけ離はなれていたからだ。

　欧おう米べいファンタジーの、町人Ａ、Ｂといった風ふう体ていだった。

「あ、起きた。死んでないぞ」

　町人Ａが言い、ＢやＣ、Ｚくらいまでががやがや騒さわぐ。老ろう若にやく男なん女によ、髪かみも瞳ひとみも色は様々だった。

　わけがわからなかった。実際、留依が事の全容を理解するまでに数日を要した。

　しかし、理解するとしないとにかかわらず、事態はすでに起こってしまったのだ。

　留依は店ごと、名も知らぬ異世界に移動していた。










　この街はセアルトといい、街を含ふくむ一帯はセアルトランドと呼ばれているのだそうだ。

　代々、もう何百年も前からヘイゼル侯こう爵しやくの領地として栄えている。

　やけ酒をあおって眠り、起きたら店の建物ごと異世界にいた。

　夢か、それとも信頼していた人に裏切られたショックでおかしくなったのかと、混乱する留依をよそに、窓にへばりついていた人々……セアルトの街の人々は非常に迅じん速そくかつ親切に動いてくれた。

「これがマレビト。意外と見かけは普ふ通つうだな」

　などと、少なからず物見高い感は否いなめないが、セアルトの人々からすれば、街中に突とつ如じよ、見知らぬ建物が出現したのだ。好こう奇き心しんが募つのるのも無理はない。

　それでも混乱したり、得体の知れない存在に不安や敵意を向けるでもなく、まるで観光に来た外国人を迎むかえるかのように留依にこの世界のことを話してくれたのは、「マレビト」の存在が彼らにとって馴な染じみのものであったからだ。

　異世界からの来訪者を、彼らはマレビトと呼んだ。セアルトの街だけではなく、他ほかの領地や国々、大陸を超こえた世界全体の理ことわりだ。

　この世界には時おり、時空を超えた来訪者が現れる。彼らはこの世界にはない知識や技術、時に異能力を持ち、その力でこの世界の文明の発展に貢こう献けんしてきた。

　文化文明はこの世界と融ゆう合ごうし、留依がいた世界とは別の、けれど生活水準としてはさほど劣おとらぬ程度にまで高められている。

　セアルトの街のファッションは、留依から見ると、時代がかった欧州もどきに見えたが、庶しよ民みんの身に着けている衣類や靴くつなどはどれも機能的で質がいい。化か繊せんはないが、かわりに木も綿めんや絹や麻あさといった天然の織物の紡ぼう績せき技術はしっかりしている。

　電力はないが、代だい替たいする鉱石エネルギーがあって、火力水力を凌しのいでいる。

　細かいことは留依もよくわからないが、留依にとって馴染みの技術や道具の多くは、こちらの世界にも存在した。

　街では新聞が売られていて、その新聞には写真が印刷されている。テレビとインターネットはないが、セアルトにはラジオ局が二つある。王都にはもっとたくさんあるらしい。

　電話もそこそこ普ふ及きゆうしており、一いつ般ぱん家庭にはないけれど、公共施し設せつや少し大きな店に行くと、飴あめ玉だまを一つ買う値段で電話を掛かけられる。

　ただし、通話領域はヘイゼル侯爵の領内に限られていて、領地を越えつ境きようしての電話は、役所と侯爵邸ていのみ、線が引かれているらしかった。

　他にもまだまだ、留依の知らないことがあるのだろうが、とにかくここは元いた世界と比べても、何ら不便はなかった。

　言葉にも不自由がない。ここで話されている言語は、日本語ではない。

　語感が留依も馴染みのある言語に似ているのは、マレビトがもたらした文明の名残なごりかもしれない。それでも留依の知らない言語であるのは確かで、それなのに言葉が通じた。

　どういう原理なのか不思議だが、「そういうものだ」とセアルトの人は言った。よくわからないが、理解できない部分は「そういうもの」と納なつ得とくするのがいいのだと。

　留依は言われた通り「そういうもの」だと思うことにした。そうするしかない。

　こちらの世界に現れたその日のうちに、役所の人が現れて、さらにあれこれ手続きや説明をしてくれた。

　役所の職員によると、マレビトは出現した土地の役所でマレビトとしての認にん定ていを行い、本人の意思を確認した上で、望むならこの国の市民権が与あたえられるそうだ。

　当座の生活費が給付され、住まいも提供してもらえる。なんなら仕事も紹しよう介かいしてくれる。

　そういうふうに、この国の法律で定められている。

　未知の異世界人に対し、そこまで手厚く面めん倒どうを見てくれるのは、マレビトには様々な知識や技術、異能力が期待できるからだ。

　マレビトが世界に貢献するかわりに、相応のお礼をしましょう、ということらしい。

「セアルトでマレビト様をお迎えするのは、実に百十四年ぶりなのです」

　役所で面談をした職員たちは、期待に満ちた表情を浮うかべて言った。

　特別な知識技術、異能があれば申しん請せいするようにとのことだが、そう言われても、留依は料理人である。テレビやインターネットの存在を語ってみたところ、非常に興味を示されたが、仕組みはわからない。

「いちおう、報告しておきます。そうした発想も重要ですから」

　職員から取り成すように言われた。留依の語った情報は領主である侯爵に報告され、しかるべき研究機関に情報共有されるのだそうだ。

　マレビトはたまに、異世界へ渡わたったタイミングで超ちよう能のう力りよくのような異能を発揮するとも言われているが、留依にはそんな便利な力もなかった。

「ないですか。こう……人々の心の中に直接語りかけたり、手をかざすとたちどころに病が治ったり」

　食い下がられたが、ないものはない。すると、その場の職員たちはあからさまにがっかりした顔をした。

「まあ、たまにそういうこともあるそうですから」

「マレビトというだけで、ありがたい存在なんです。異文化との交流ができますからね」

「気落ちしないように」

　と、気落ちした顔で慰なぐさめられ、こちらが申し訳なくなってしまった。

　それでも、留依と一いつ緒しよにやってきた店の建物や、家具の材質、留依の着ていた化繊などは専門家からすると珍めずらしいものらしく、これらを研究材料として提供することで、マレビトとしてわずかに貢献はできた。

　建物や家具など、留依が使用しているものは、不要になるか留依の死後、研究素材として役所に譲じよう渡とすることになり、そのような譲渡契けい約やくを結んだ。

　留依はそのまま、店の二階に住むことになり、土地もそのまま譲ゆずり受けた。留依の店が現れた場所は、その時たまたま空き地になっていたのだそうだ。

　街中ですごい偶ぐう然ぜんだが、職員いわく、やはり「そういうもの」らしい。

　さらに職員から、留依が料理人である上に、店の設備ごと現れたので、飲食店を開いてはどうかと提案された。

　マレビトが開く店ということで、繁はん盛じようするだろうというのだ。

　異郷の地で、他にできることもない。勧すすめに従い、店を開くことにした。

　不思議なことに、留依と一緒に転移してきた建物は、見かけはそのままながら、細部が異世界の仕様に変化していた。

　お風ふ呂ろもトイレも使えるし、店の厨ちゆう房ぼうはこちらの鉱石エネルギーで動くようになっていた。

「そういうもの、か」

　ちょっと都合が良すぎる気がしなくもないが、使えるならありがたい。

　この先もずっと、この世界で暮らさなければならないのだから、不便より、便利な方がいいに決まっている。

　そう、留依は恐おそらく二度と、元の世界に戻もどることはできない。

　マレビトとは「そういうもの」だと、役所で説明を受けた。ある日突とつ然ぜん、こちらの世界に現れた人は、みんな一生をここで終えた。帰ったという話は聞かない。各地に残る伝承にさえ、「誰だれも帰れなかった」とある。

　それを聞いて留依は、不安と共に、わずかな安あん堵どを感じたものだ。

　見知らぬ土地に放ほうり出されたのに安心するなんて、おかしい。でももう、自分は山崎に騙だまされ、金を失ったことで途と方ほうに暮れなくてもいいのだ。

　逃とう避ひと言われればその通りだが、新たな地でやり直せと運命に言われたような気がした。

　役所の面談が終わると、留依が特別な知識や技術、異能を持たないという事実は、あっという間に街中に伝わった。

　それについて残念がったり、「気を落とさないでね」とがっかりした顔で言われたりしたが、街の人たちはマレビトの留依におおむね親切だった。

　役所の担当職員が付いてくれて、最初のうちは毎日様子を見にきて、こちらの世界のこともあれこれ教えてくれた。

　職員からこちらの世界の一般常識を教わりつつ、ご近所の人たちにも教えを請こい、開店の準備を進めた。

　セアルトに来て一週間ほどで、慣れない環かん境きように熱を出して寝ね込こんだりしたが、その時も担当職員やご近所の人たちが親切に介かい抱ほうしてくれたものである。

　おかげでひと月も経たつ頃ころには、留依もこの世界に馴染むことができた。さらにもうひと月後には、一階の店をオープンさせた。

　山崎に裏切られ、貯金も失って途方に暮れていたのに、異世界で念願の店を持つことができたのである。

　半年経った今も、自分の身に起こったことが信じられないけれど、それでも留依はこの街で元気に暮らしている。

　ちょっと変わったことと言えば、たまに右目がかすむことくらいだろうか。それも生活に支障はなく、留依のカフェレストランは毎日繁盛している。










　店は、「ルイ」という名前にした。安直だが呼びやすいし、この街の店はたいてい、店主や創業者の名を冠かんしていたから、それに倣ならったのだ。

　営業時間は午前十一時から午後六時まで。日曜日が定休日で、市場が休みの水曜日だけ、午後二時までの営業にしている。

　店はカウンターが五席と、二人掛けのテーブルが五つ。ぜんぶで十五席の小さな店だ。

　それでも昼時はいっぱいになり、それが終わるとティータイムの客が現れて、夕方には早めの夕食を食べにくる客で賑にぎわう。

　半年前の開店時には、役所の人の言う通り、マレビトのお店ということで、店頭に長い行列ができていた。今はそれもなくなったが、リピーターがやがて常連客となり、店は毎日満席だ。

　マレビトの店だから、というだけでなく、留依の店は味がいいと評判だった。

　最初の頃は、食材や調味料の違ちがいに戸と惑まどったものだ。

　こちらの世界は、元いた世界と似ているようで、少しずつ違っている。

　たとえば家か畜ちく。乳牛は留依が知っている牛とほぼ同じ外見だが、食肉用の牛はアフリカ象くらい大きい。写真を見る限りバッファローに似ているが角がなくて、肉質は部位によって大きく異なる。

　それらの部位肉も、留依の常識とは違っていて、それぞれの調理方法を一から研究しなければならなかった。

　植物もだいぶ違う。トマトは小こ粒つぶなミニトマトしか流通しておらず、酸さん味みがなく果物のような香かおりが立っている。トマトは洋食の基本となる食材だ。それなのに癖くせがあるから、トマトソースにはお酢すを混ぜたりして、馴な染じみの味に近づけるのに苦労した。

　そのお酢などの調味料も、また似ているようでこの土地独特の味がある。

　留依はそうした違いを一つ一つ確かめながら、オープン前に試行錯さく誤ごを重ねて、店を出す頃には以前と同じように手て際ぎわよく、豊富なメニューを提供することが可能になった。

　この国は他国からの文化も寛かん容ように受け入れており、料理の種類も豊富だ。留依の作る料理も、すでにいくつかは似たものが存在し、物珍しさには欠けていた。

　にもかかわらず客が途切れることがないのは、メニューの稀き少しよう性ではなく、味そのものが評価されているからだ。

　最近は待ち客を少なくするために、作り置きの弁当も始めて、いよいよ繁盛している。

　そろそろ人を雇やといなよ、と客にも言われているのだけど、山崎の件があって、まだ人を雇うのは怖こわかった。

「その気があれば、いい人を紹介するよ。女じゃなくて男だけど。でも男手はあったほうがいいよ。この街は治安はいいけど、そう言ったって何もないわけじゃないからね」

　今日も常連客の一人が食事の後に、人を雇いなよ、と勧めてきた。リサという、はす向かいにある雑貨屋の女将おかみさんだ。

「変な客だってたまにいるだろ。あんた、顔が小ぎれいでひょろっとしてるから、舐なめられないか心配だよ」

　恰かつ幅ぷくのいいリサは、ちょっとお節せつ介かいだけどいい人だ。ここに来てすぐ留依が倒たおれた時、看病してくれたのも彼女と彼女の夫のヒューだった。

　他ほかにもあれこれ、戸と締じまりを気を付けるようにと留依に言い含ふくめ、帰って行った。午後二時過ぎ。今日は水曜日なので、これで閉店だ。表に出ると、閉店の札を出して看板をしまう。

　リサからちゃんと鍵かぎをかけるように言われたのを思い出し、すぐに鍵を閉めた。

「何かあったのかな」

　店に来るたびに、リサは親しん戚せきのおばちゃんのように留依を気にかけてくれる。けれど今日はいつにも増して防犯を呼びかけていた。

　近所に空き巣でも入ったのかな、と首を傾かしげる。そういう話は聞かないが、リサは情報通だ。

　留依が知らない何か事件があったのかもしれない。

　そう考えつつ、留依はあまり心配していなかった。何となく、もう悪いことは出で尽つくしたような気がしていたのだ。

　信しん頼らいしていた人に騙され、金を失い、あげくに見知らぬ異世界に放り出された。

　こんなに立て続けにあれこれあったのだから、もうこれ以上のことはあるまい、と根こん拠きよのない自信があった。

　今、留依が気にかけているのは、目が回るような毎日の忙いそがしさをどう改善すべきか、ということだ。

（メニューを変えようかな。でも、人気メニューもあるしなあ）

　頭の中で次のことを考えながら、店の後片付けをする。忙しい忙しいと言いながら、でも毎日は充じゆう実じつしていた。

　店はすべて自分の裁量に任されていて、不安より楽しみが大きい。

　今日は勉強のために、他の料理店にでも足を延ばしてみようかと、片付けをしながら半日の休みの行動に思いを馳はせていた。

　汚よごれた食器を食洗器に放り込み、掃そう除じに取り掛かかろうとした時だった。窓の外で何かがキラキラ煌きらめくのが目の端はしに映って、何とはなしに顔を上げた。

　しかし、窓の外には何もない。気のせいかと思い再び視線を落とすと、また何かキラッと光った。

「お客がいない」

「でもさっき、おばさんが出てったよ。美味おいしかったって」

　今度は話し声まで聞こえてくる。子供の声だ。おや、と留依がそれとなく窓の外を注視していると、ぴょこぴょこと金色の丸い頭が二つ、飛び出したり引っ込んだりしていた。

　窓の高さまで背が届かないので、飛び上がっているらしい。「奥、見える？」「見えない」と言い合っている。

　声をひそめず話しているのは、留依に聞こえているとは思っていないのだろう。実は、今日はいい天気なので、窓の一番端が開け放たれていて外の音がよく聞こえる。

「ちょっとだけ、いい匂においが残ってる」

「お腹なかすいたあ」

　そんな声に、ハッとした。貧しい子たちなのだろうか。

　近所では、食べるのに困るような子供がいるとは聞いたことがなかったが、でもそれも留依が知らないだけかもしれない。

　とにかく、お腹を空すかせた子供がいるというのは、料理人として聞き捨てならなかった。

　逃にげられないように、掃除をするふりをして店の戸口に近づく。ドアを開いて、窓にいる子供たちに声をかけた。

「君たち、入っておいで」

　幼い子供が二人。小学校に上がる前だろうか。ふわふわ金色の巻き毛をして、綺き麗れいな青い瞳ひとみをしている。

　この辺りの人たちは、留依のいた日本とは違い、髪かみや瞳の色は様々だった。金きん髪ぱつ碧へき眼がんも珍めずらしくはないけれど、この子たちは透すけるように色素が薄うすく、顔立ちは整っている。

　まるでお人形さんのように可愛かわいらしい。顔はそっくりで、片方の子がちょっとだけ小さい。

　お腹を空かせていると聞いて、勝手に質素な姿を想像していたのだが、身なりはきちんとしていた。お揃そろいの半ズボンにシャツ、それにリボンタイをしていて、いいところのお坊ぼつちゃんみたいな恰かつ好こうだ。でも袖そでやズボンの裾すそから覗のぞく手足が、やけに細いのが気になる。

　留依に声をかけられ、子供たちは「わっ」と飛び上がった。逃げ出そうと背を向けるので、慌あわてて「ご飯食べていかない？」と言った。

　ぴた、と子供たちの動きが止まり、ソロソロとこちらを振ふり返る。二人の動きがそっくり同じだったので、留依は吹ふき出しそうになった。

「俺、これから遅おそいお昼ご飯を食べるんだけど、一いつ緒しよに食べない？」

　二人はわかりやすく目を輝かがやかせてから、ハッと互たがいに顔を見合わせた。小さい子が大きい子に、「食べたい」と訴うつたえる。大きい方の子が、困ったようにモジモジした。

「あの、お金は持ってないんです」

「賄まかないだから、お金はいらないよ」

　それでもやっぱり遠えん慮りよしているから、とにかく入りなさい、と中に促うながした。

「賄いって、なんて説明すればいいかな。働いてる人が食べるもので、お金を取るものじゃないんだよね」

「でもぼくたち、働いてないし」

「うん。働いてない」

　しゅん、と肩かたを落とすので、一ひと筋すじ縄なわではいかない。リサならば、つべこべ言わずに席に着きな、と一いつ喝かつするだろう。でも留依の性格では、人にそこまで強く出られない。

「じゃあ、ご飯の代金の代わりに、食べ終わったら掃除を手伝ってくれないかな。食べた分、働いて返すんだ」

　考えあぐねたあげく、思いつきで言ったのだが、子供たちはキラッと目を輝かせた。

「それは、ろうどう、ですか」

　大きい方が言った。

「え、労働？　あ、うん」

「ろうどう！　ぼく、知ってます。ろうどうしたら、ご飯が食べられる」

「う、うん。そうそう。難しいことをよく知ってるね」

　留依が微笑ほほえむと、子供たちは歓かん声せいを上げた。

「やります、ろうどう！」

「ぼくも、どうろう！」

　よくわからないが、ものすごく食いついてきた。ろうどうだ、いや、どうろうだ、と言いながら店に入り、物珍しそうに中を見回した。

　留依は子供たちをカウンター席に案内した。店には子連れの客も来るので、子供用に座高を上げるクッションを用意してある。クッションを敷しいてやると、小さい方がはしゃいでポンポン跳はねた。

「こら、椅い子すの上で暴れない」

　と、神しん妙みような顔で注意したのは大きい方だ。お兄ちゃんなのだろう。尋たずねてみると二人はやっぱり兄弟で、兄はアリンで六歳、弟は一つ下でヴァジルといった。

「あのね、街に美味しい料理店ができたって聞いたんです。すごく美味しいって。マレビトって人がやってるんだって」

　それで気になって気になって、二人で覗きにきたのだそうだ。すごく美味しいと評判を聞いてきた、と言われたら、悪い気はしない。

「街で評判なんて、光栄だなあ。君たち、この近所の子じゃないよね。どの辺りから来たの？」

　さりげなさを装よそおって問いかけたのだが、一いつ瞬しゆん黙だまり込んだ後、「あっち」と、二人でてんで反対に右と左を指さした。

　言いたくないらしい。あまり最初から詮せん索さくするのも良くないだろうと、留依もそれ以上は聞かなかった。

　好き嫌きらいはないか尋ねると、二人はなぜか気まずそうに顔を見合わせた。

「別にいいよ、好き嫌い言っても。どうしても食べられないものもあるしね」

　この世界にアレルギーというものがあるのかないのか、まだよくわからない。店をオープンした時に聞いてみたのだが、アレルギーという言葉はなかった。

　ある食材を食べて蕁じん麻ま疹しんが出たとか、気持ちが悪くなったとか、家の料理を食べて家族全員腹を下したとかいう話は聞く。

　アレルギーなのかたまたま食材が悪かったのか、確証がないのでわからない。それで、食べられない物はないかと聞いてみたのだった。

「おさかなが嫌い。お兄ちゃんは食べられるけど、ぼくは嫌いなの」

　弟のヴァジルが申し訳なさそうに告白した。こちらをちらっと窺うかがうので、大だい丈じよう夫ぶだよと微笑んだ。

　もしかしたら家の人に、好き嫌いをするなと言われているのだろうか。

「今日は魚はないんだ。鶏とり肉にくは食べられる？　卵はどうかな」

　せっかく評判を聞きつけて来てくれたのだ、嫌いなものを無理に食べさせたくなかったし、身なりの良い子供たちが瘦やせていて、お腹を空かせているのも気になった。心なしか、顔色も良くない気がする。

　留依は子供たちと会話を交かわしながら、手早く料理を作った。鶏肉と野菜、ご飯を自家製トマトソースで炒いためる。

　この街に転移して良かったと思うのは、食材や調味料が豊富なことだ。

　異世界なので、留依のいた世界とはやや異なるが、市場には香こう辛しん料りようもあるし、値段が高くて微び妙みように日本の味と違ちがうけれど、醬しよう油ゆや味み噌そに似た調味料も売っている。

　米は日本と同じ短たん粒りゆう種しゆで、でもタイ米みたいにパラパラしている。香かおりは乏とぼしいので、チャーハンや炊たき込みご飯のようにして食べるのが主流らしい。

　肉は牛や豚ぶた、鶏に羊と何でも食べる。領地の一部が海に面しており、魚ぎよ介かいも豊富だ。

　ジャッ、と勢いよくフライパンを振り、チキンライスが宙を舞まうと、子供たちはそのたびにわあっと歓声を上げた。

　卵は手早くふわふわの半熟にして、チキンライスを包む。これも自家製のケチャップを掛かけて完成だ。残り物のオニオンスープと一緒に出した。

「わあ」

「いい匂い」

　色鮮あざやかなオムライスを前に、子供たちは目を見開いた。ごくっと唾つばを飲み込みつつ、それでもすぐに食いついたりしない。ためらいつつ、慎しん重ちような手つきで一ひと匙さじすくい、口の中に入れた。

　その途と端たん、二人の顔がぱあっと同時に輝くのを留依は見た。兄弟は顔を見合わせ、かと思うとすごい勢いでオムライスを食べ始めた。

「すごくおいしい」

「おいひい」

　口の周りを真っ赤にして、美味おいしい美味しいと食べる。大人の留依と同じ量のオムライスを、あっという間に平らげた。それどころか、食後のデザートにと出したアイスクリームもぺろりと食べ、満足そうに腹をさする。

　食べることが嫌いなわけではない。チキンライスに混ざった野菜だって、気づいても残さず食べた。魚以外に好き嫌いがあるわけでもなさそうだ。

　なのに、こんなに瘦せているなんて。美味しいと満足してくれたのは嬉うれしかったが、子供たちのことがますます心配になった。こういう場合、大人はどうすればいいのだろう。

「あ、時間」

　子供たちが、ほっこり満足そうな顔をしていたのはほんの束つかの間だった。

　役所の時計塔とうから、午後三時を告げる鐘かねが鳴ると、お兄ちゃんのアリンがハッと表情を変えた。窓の外と留依を交こう互ごに見て、オロオロする。　>>>♥

「もう帰る時間？」

「はい。でも、ろうどうが」

　まだ働いていない。だから帰るに帰れないのだ。

　留依は「ちょっと待ってて」と厨ちゆう房ぼうに引っ込むと、残り物の食材で手早くサンドイッチを作った。紙に包んだ後、持ちやすいようにランチョンマットで包んで手て提さげの部分を作った。

「これ、お土産みやげ。後で二人で食べて」

「でも」

「労働は、また今度ね。君たちが次に食べに来た時にまとめてしてもらう」

　こう言えば、次も食べに来てくれるのではないかと思ったのだ。兄弟は留依の言葉に、弾はじかれたように顔を上げた。

「また、食べに来てもいいんですか」

　留依はにっこり笑って膝ひざを折る。二人の背せ丈たけまで目線を下げると、ふわふわ金きん髪ぱつの小さな頭をそっと撫なでた。

「もちろん。俺の料理を美味しいって言って食べてくれたからね。またいつでもおいで。店は午前十一時から夜六時までやってる。でも……そうだな、水曜日は二時からと、日曜日なら、他ほかにお客さんがいないよ」

　訳ありなら、あまり目立たない方がいいかもしれない。留依はさらに、「俺はこの上に住んでるから」と店の天てん井じようを指さした。

「困ったことがあったら、いつでもおいで。買い出しに出かける以外は家にいるから」

　サンドイッチの包みを渡わたすと、アリンは大事そうにそれを抱かかえた。しかし、時間がないようだ。ぺこっと頭を下げる。ヴァジルも真ま似ねをして、二人で「ありがとうございます」と礼を言うと、先を急ぐように踵きびすを返した。

「ごちそうさまでした！」

「ごっ……さまでした！」

　最後に振ふり返り、兄弟二人、キリッとした顔で挨あい拶さつをした。

「うん。いつでもおいで」

　留依も店の外に出て子供たちを見送る。小さな二人は、パタパタと慌あわただしく走り去り、遠くの角を曲がって見えなくなった。










　それから留依は毎日、あのふわふわの金色巻き毛が外にいはしないかと、窓の外を気に掛けていた。けれど子供たちはなかなか現れなかった。

　日曜日になり、次の水曜日も現れず、もう来てくれないのかとがっかりしていたが、次の日曜日になってようやくやってきた。

　その日、留依は朝早くに市場に出かけた他は、一階の店で時間を過ごしていた。窓まど際ぎわで本を読み、たまに煮に込こみ料理の鍋なべの加減を見る。

　留依の趣しゆ味みは料理なので、休みの日も料理をして過ごすのは珍めずらしいことではない。

　ただ、頭の隅すみにはあの子供たちのことが常にあって、今日は来てくれないかなと期待を寄せていた。

　役所の時計塔が正午を告げた頃ころ、そろそろ昼食にしようと立ち上がった留依の目の端はしに、またキラッと光るものが見えた。

　窓の外を覗のぞくと、いつの間にかアリンとヴァジルがドアの前にいて、店の中を覗いていた。

　すぐに入ってこないのは、閉店の札が読めるからだろうか。とにかくやっと来てくれた。

　留依は嬉しくなって、急いでドアを開けた。

「こんにちは。また来てくれたね」

　笑え顔がおを向けると、アリンはぱっと明るい笑顔になり、ヴァジルははにかんだようにモジモジして、兄の後ろに隠かくれた。

　それでも二人とも、「こんにちは」と挨拶する。留依は中へ招き入れた。

「昼ご飯にしない？　ちょうど、朝から煮込んだ料理が食べ頃なんだ」

　店の中には美味しそうな匂においが充じゆう満まんしていた。子供たちはごくっと喉のどを鳴らす。先日と同様に彼らをカウンター席に座らせると、留依はオーブンで軽くパンを焼き、鍋の料理を皿によそった。

　今日はロールキャベツにした。この辺りにもある料理だが、コンソメで煮たあっさり風味が多い。留依はスープをクリームシチューにしてみた。

　とろりとしてこくのある、クリームシチューが絡からんだロールキャベツは、子供たちに大好評だった。

「美味しいです！」

「ぼく、この白いの好き！」

　先日のように最初はそうっと、慎重に一匙すくって食べたが、一口食べると次からは止まらなかった。大ぶりのロールキャベツ二つをあっという間に完食した。

「あ、ろうどう。今日はろうどうします」

　満足そうなため息をついたアリンが、はっと思い出した顔で言う。まあまあ、と留依はなだめた。

「まだ食べたばかりだろ。ちょっとゆっくりしよう。あ、デザートにプリンはどう？」

　冷蔵庫から取り出したプリンは、子供たちが初めて触ふれるお菓か子しだったようだ。一口食べて感激し、夢中で食べ終えた後、二つ目のおかわりもした。

「おうちでは、どんなご飯を食べてるの？」

　子供たちがすっかり満腹になった頃、留依は意を決して質問してみた。警けい戒かいされるかと思ったが、満腹感に緊きん張ちようも薄うすれたのか、二人は一いつ瞬しゆん顔を見合わせただけで、素す直なおに口を開いた。

「瓶びん詰づめです。ぼく、もう蓋ふたを開けられるの。でも、缶かんは危ないから、自分で開けちゃだめって」

　瓶詰や缶詰だけ、ということだろうか。

「お母さんが用意してくれるの？」

　その問いには、二人ともふるふるかぶりを振り、しゅんと肩かたを落とした。

「お母さんはいません」

「ぼくを産んですぐ、死んじゃったの」

　ヴァジルが下を向いたまま言う。留依は「大変だったね」としかかける言葉がなかった。

「じゃあ、お父さんが作ってくれるのか」

　一人で小さな子を育てているのなら、食事を作る時間がなくても仕方がないのかもしれない。

　そう思ったのだが、子供たちはまたかぶりを振った。

「父様は、王都にいるんです」

　アリンが言い、ヴァジルが思い出したように瞳ひとみを輝かがやかせた。

「でも、もうすぐ夏だから。夏になったら父様がこっちに来るの。楽しみなんだ」

　父親も離はなれて暮らしているらしい。祖父母か親しん戚せきに育てられているのかと想像したが、そうでもないようだった。

　祖父母は亡なくなり、親戚は遠くにいるという。どうやら子供たちの世話をしているのは、彼らの家の使用人たちのようだ。

　唯ゆい一いつの肉親である父親とは離れて暮らし、使用人が出す食事は瓶詰や缶詰だけ。

　父親はそのことを知っているのだろうか。知っていて放置しているなら問題だ。しかし、確かく認にんしようにも、子供たちの素す性じようがわからない。

　それとなく聞き出そうとしたが、家の場所や姓せいを聞こうとすると、子供たちは途と端たんに口をつぐんでしまう。

　留依は一度にすべて聞き出すのは諦あきらめた。食器を下げ、子供たちに「ろうどう」してもらうことにする。

　子供たちに何をしてもらおうか悩なやんで思いついたのが、客席に置く、カトラリーボックスを用意する仕事だ。

　カトラリーを入れる木き枠わくの小箱を綺き麗れいに拭ふき、その上に清潔な布を敷しく。そこへ磨みがいたカトラリーを並べていくという作業だ。これなら力を使わないから子供でもできる。

　子供たちは初めての仕事を、熱心に取り組んだ。丁てい寧ねいに小箱を拭き上げて、慎しん重ちような手つきで布を敷く。留依がやれば十分ほどで終わってしまう作業だが、小さな子たちが、真しん剣けんな顔で作業をするのが微笑ほほえましく可愛かわいらしい。

　一時間近くかけてすべてのカトラリーボックスの準備を終えた。

「お疲つかれ様。初めてなのにすごく上手にできたね」

　留依はお茶を淹いれ、用意していたクッキーを出して労ねぎらった。二人は嬉しそうにクッキーを食べていたが、

「ふう。ろうどうのあとのお茶はおいしいです」

　アリンが不意に、真面目まじめな顔でそんなことを言うから、吹ふき出さないようにするのが大変だった。誰だれか、大人が言うのを聞いて真似たのだろう。

　そうしているうちに三時近くになり、時計を見たアリンがそろそろ帰らなければならないと言った。どうやら、この時刻がリミットらしい。

　今日もサンドイッチと、クッキーを包んで持たせた。

「良かったら、また来てくれないかな。俺は一人で店をやってるから、君たちが仕事を手伝ってくれると助かるんだ」

　留依の提案に、子供たちは目を輝かせてうなずき、また来ますと請うけ合った。

　先日と同じく、パタパタと慌ただしく去っていく。それを見送る留依の胸には温かなものが残っていて、自分もまた、子供たちとの時間を楽しんでいたことに気がついた。










　リサによると、ヘイゼル侯こう爵しやくの治めるこのセアルトランド一帯は、国内でも特に豊かで、領の政務もしっかりしているのだという。

　この国は封ほう建けん制で、国王の下もと、諸侯たちが領地を治めている。だから領民たちの暮らしは領主に左右される。領主が横暴だと領民も大変だ。

　その点、ヘイゼル侯爵家は代々、明主が多く、当代の侯爵も若くしてその地位に就つきながら、慢まん心しんすることなくさらなる領地の発展に尽つくしているのだそうだ。

「今の領主様はお若いのに立派な方でね。子供の教育や福ふく祉しに力を入れられてるんだ」

　そんな説明をしてくれたのは、リサの夫のヒューである。恰かつ幅ぷくのいい妻とは反対に、ひょろりと瘦やせ型だ。おっとりしていて思し慮りよ深い。ヒューの隣となりでリサも、うんうん、とうなずく。

　留依は今、はす向かいのヒューの雑貨屋を訪おとずれている。

　昨日、再び訪れた子供たちのことが気になっていたからだ。留依のご飯を喜んで食べてくれたのは嬉うれしいが、やっぱり小さな子がお腹なかを空すかせて瘦せているのが気がかりだ。

　思いあぐねた留依は月曜日の夜、店を閉めてすぐリサたちを訪ねたのだった。

　当たり障さわりのない会話からさりげなく聞こうと話を向けたら、遠回しになりすぎたようで、いつの間にかヘイゼル侯爵の話題になっていた。

　リサもヒューも、ヘイゼル侯爵に対して好意的だ。二人だけではない。近所の人たちもみんな、ヘイゼル侯爵を慕したっているようだった。

　侯爵は普ふ段だんは王都にいて、中央の政治に関かかわっているが、他ほかの諸侯とは違ちがい、まめに領地の視察をしているという。特にこのセアルトには大きなお屋や敷しきがあって、毎年、夏と冬には必ずここで長期滞たい在ざいするのだとか。

　季節はもうすぐ夏で、そろそろ領主様がこの土地にやってくる時分らしい。

　セアルトの四季はおだやかで、春が終わって夏に差し掛かかるこの時季も、大して暑くはない。猛もう暑しよ続きの日本から来た留依にとっては、今が夏と言われてもピンとこなかった。

「それで、何かあったのかい？　仕事終わりにすぐ訪ねてきて、世間話をしに来たわけじゃないだろう」

　会話が途切れた頃ころを見計らったように、ヒューがそんなことを言うので、びっくりした。話したいことがあるのだと、見み抜ぬかれていたようだ。

　留依は思い切って、子供たちのことを話してみた。店に来ている、ということはぼかしたが、リサとヒューは小さな子がお腹を空かせていると聞いただけで、心配そうな顔をした。

　留依も考えていたが、二人も虐ぎやく待たいを想像したらしい。もう一度見かけたら、役所に相談した方がいい、とアドバイスされた。

　役所は夕方には閉まってしまうが、たいてい毎日、夜勤の職員が一人か二人いるそうだ。

　仕事があって昼はなかなか時間が取れないが、夜なら行ける。

　それがわかっただけでも収しゆう穫かくだった。留依はヒューとリサに礼を言った。

「子供たちも心配だけど、あんたも気を付けるんだよ。夜、戸と締じまりはしっかりしてね」

　雑貨屋を去る際、リサから念を押された。何だか最近、リサからやたらと防犯を言い含ふくめられている気がする。

「一人暮らしだからね。ルイの店が繁はん盛じようしてることは、街中のみんなが知ってる。泥どろ棒ぼうに入られると怖こわいからさ」

　ヒューが補足してくれた。なるほど、店が繁盛して、儲もうかっていると思われたら、泥棒のターゲットになるかもしれないのだ。

　治安がいいとはいえ、犯罪はある。気を付けます、と言って留依は雑貨屋を出た。

　店に戻もどると、忠告通り戸締まりをしっかりする。でもやっぱり、気がかりなのは子供たちのことだった。

（今度あの子たちが来たら、もう少し話を聞いてみよう）

　虐待が疑われるようだったら、役所に行くと決めた。

　次の水曜日、昼の閉店と同時に子供たちがやってきた。けれどご飯を食べると、三時の鐘かねと同時に帰ってしまい、その時は詳くわしく話を聞けなかった。

　子供たちはやはり、客がたくさんいる時は尻しり込ごみして入ってこられないらしい。日曜日の方がゆっくり時間が取れそうだ。

　それで日曜日になるのを待ったのだが、その日、子供たちは現れなかった。

　日曜は一いつ緒しよに、おにぎりを作ろうと約束していたのに。何かあったのかと気を揉もんで、役所に行くべきか迷っているうちに日が暮れた。

　新たな訪問者が現れたのは、その夜のことだ。

　日曜日の夕方、留依は街の中心にある市場に夕飯を買いに出かけた。

　自分で作る気分ではなくて、市場で何か出来合いのものを買おうと思ったのだ。

　朝は新しん鮮せんな食材が並ぶ中央市場は、夜になると屋台街に変わる。いろいろな屋台料理がずらりと並び、たまにはずれもあるが美味おいしい店が多い。

　留依は料理の研究がてら、ちょくちょく屋台を利用している。この日はお気に入りの店で串くし焼やきを買い、ついでに途中にあった酒屋でビールを買って店に戻った。

　定休日の今日は、店も明かりを落としていて真っ暗だ。街灯だけの薄うす暗ぐらい店の前に、大きな人ひと影かげがぽつんと佇たたずんでいるのを遠目に見かけて、ぎくりとした。

　誰かがじっと、暗い店の中を覗のぞいている。身体からだつきからすると男性のようだ。

（もしかして泥棒……なら、もうちょっと人目を忍しのぶか）

　まだ人の往来も多い時間だ。たまたま通りかかって覗いているだけかと思ったが、いつまでも立ち去る気配がない。そうしているうちに、留依が店の前に着いてしまった。

「すみません、今日は定休日なんですよ」

　ちょっと怖いので、離はなれた場所から声をかけた。そこでようやく影は身動きした。

　一歩下がってこちらを振ふり返る。街灯の光がその人物にかかり、姿が露あらわになった。

　三十そこそこの長身の男性だった。大きな眼鏡をかけていて、やけに毛量のある長くもっさりした赤毛を肩かたまで伸のばしている。

　そのぼさぼさの髪かみがちょっとだらしない印象を与あたえたが、身に着けた上着とズボンは皺しわもなくきちんとしていたし、衣服は特別な装そう飾しよくもないのに上品で上質なものに見えた。

　髪が顔の輪りん郭かくを覆おおい、さらに眼鏡に遮さえぎられていたが、切れ長の目の整った顔立ちだということはわかった。

　ちぐはぐな印象が不思議で、留依はまじまじと相手を見てしまう。相手の男も、観察するように留依を見つめていた。

「ここの店主か？」　>>>♥

　突とつ然ぜん発せられた低い声は、いささか尊大に聞こえた。人に命令し慣れている、そんなふうに感じる。雰ふん囲い気きに吞のまれそうになりながら、留依はぎこちなく愛あい想そ笑いを浮うかべた。

「はい、三好留依といいます。三好が姓せいで留依が名前で」

「わかっている」

　切り捨てるように言われた。それから再び、店に視線を送る。

「今日が定休日なのか」

「月曜から土曜まで、十一時から十八時までの営業です。水曜日だけ十四時で閉店します」

　遮られないよう早口に告げると、怪け訝げんそうな顔をされた。

「早いな」

「酒を出さない店は、どこもこんなものですよ」

　言うと、男は留依の手元にあったビールに目を落とした。

「これは俺が飲む分です。あの、ですから今日は定休日ですので」

　お帰りください、とはっきり言えずに言葉を濁にごす。男は相変わらずビールを見つめたまま、

「何も食べられないのか」

　と、つぶやいた。そう言われても、今日は休みなのだ。

「すみません」

　ぺこりと頭を下げ、中に入ろうとする。それを追いかけるように、「いい匂においがするな。屋台か」男がぼそりと言った。

　ついでに、ググッと腹の虫が鳴る。

「腹が減っているんだ」

「市場に屋台が出てますよ。それか、この通りを少し行ったところに居酒屋があります」

　愛想笑いを張り付け、振り返る。男はゆっくりかぶりを振った。

「いや。この店の料理が食べたい。人から、ここの料理は美味うまいと聞いてな。しかし、今日を逃のがすともう、ここには来られないのだ。何でもいい、今から作ってくれないか」

　正直、迷めい惑わくだった。今食べたいから定休日でも店を開けろ、というのはただの我がままだ。

　そのまま、突つっぱねることもできた。いちいち客の我がままを聞いていてはきりがない。

　しかし、これ見よがしに腹をさする男を、なぜか追い返すことができなかった。今日を逃すともう来られない、と言われたからかもしれない。

　このまま帰したら、後々までこの男が気になってしまうだろう。あの時、無理をしてでも店に入れれば良かったと後こう悔かいする。

　そう考えて、留依はため息をつきつつ、「わかりました」と応じた。

「そのかわり、あり合わせの物になりますよ。材料がありませんので」

「構わない」

　表情の見えない青色の瞳ひとみに、いくらか光が宿ったように見えた。

　男は店に入ると、きょろきょろと物もの珍めずらしそうに店内を見回した。それからカウンター席を見つけ、そちらに引き寄せられるように近づく。

「テーブル席の方が広いですよ」

「構わない。こちらの方が厨ちゆう房ぼうが見える」

　そう言って椅い子すに座ると、首を伸のばして厨房を覗き込んだ。その仕草が、アリンやヴァジルと重なる。子供みたいな人だと、留依はひっそり笑った。

　ビールを厨房の冷蔵庫にしまうと、頭の中で料理の算段をした。今日はパンも、炊たいたご飯もない。材料も限られている。食材をざっと見まわし、オムライスを作ることにした。

　米は普ふ通つうに炊くと時間がかかるので、パスタのように茹ゆでる湯取りにする。こうすると粘ねばり気がなく、チキンライスにした時にもパラパラした仕上がりになるのだ。

　厨房で手早く料理をする留依を、男は熱心に見つめていた。時々、何か言いたそうに口を開くが、留依がくるくると動き回るのを見て、怯ひるんだように口を閉じる。

　聞きたいことがあるけど、聞けない感じだ。

（口ベタなのかな）

　表情が乏とぼしいし、口調も態度も尊大だが、不思議と嫌いやな感じはしない。ただ、変な人だなと思った。

　さりげなく金のかかった身なりからして、この辺りの人ではなさそうだ。セアルトの街は広い。留依が住む西地区は、役所と侯こう爵しやくの屋や敷しきがある地域だが、主な住民は中流層だ。富ふ裕ゆう層は大たい抵てい、東地区に住んでいるらしい。きっとそちらから来たのだろうと、留依は推測した。

　米を茹でてチキンライスを作る合間に、余り物の野菜でサラダを作る。どうせなら冷蔵庫を空にしてしまおうと、余り物を入れたスープも追加した。

　卵をふわふわに焼けば、オムライスの出来上がりだ。チキンライスが少し多かったので、自分の分にと小さいオムライスも作った。

「どうぞ」

　目の前にオムライスの皿を出した途と端たん、男の瞳がわかりやすく輝かがやいた。スープとサラダを並べると、落ち着きなく視線を彷徨さまよわせる。

「この赤いのはなんだ？」

　すぐには手を付けず、オムライスを上から横から眺ながめつつ、尋たずねた。

「トマトソースの一種です。ケチャップ……ってここでは言わないのかな。卵の中のチキンライスにも使ってます。ちょっと酸さん味みが効いてるかもしれません」

　自家製トマトケチャップにはお酢すを使っているので、こちらの世界の甘いトマトだと思って食べると、ちょっと酸すっぱく感じるらしい。

　男は味の想像がつかなかったのか、難問を理解しようとするかのように、難しい顔をした。

「まあ、食べてみてください」

　その姿がおかしくて、留依は笑って言い、オムライスと串焼きの皿を持ってカウンターの男から離れた席に座った。串焼きは冷めてしまったので、軽くオーブンで温めてある。

　留依がオムライスを一ひと匙さじすくって食べるのを、男は観察するように見つめた。それから留依に倣ならうように、自分もそうっと一匙すくい、口に入れる。

　その様子がやっぱり、あの兄弟を彷ほう彿ふつとさせた。子供たちと違ちがうのはその後の反応だ。

　男は一口食べてわずかな間、考え込むように固まった後、美味いとも不味まずいとも言わず、オムライスを食べ続けた。

　綺き麗れいな仕草で食べるのだが、速さが尋じん常じようではなかった。口の中に料理がどんどん吸い込まれていく。留依が小さなオムライスを半分食べる間に、男の皿からオムライスが消えていた。

　スープとサラダもいつの間にかなくなっていて、男はナプキンで上品に口元を拭ぬぐう。それからちらりと、空になった皿を見た。

「足りないなら、串焼き食べます？」

　オムライスはかなり大きなものだったが、よほど腹が減っていたのかもしれない。留依は温めた串焼きの皿を差し出した。

「いや、じゅうぶんだ。今まで食べたことのない味だった」

「お口に合いませんでしたか」

　男はもう一度「いや」とつぶやいた。

「また食べたい」

　でももう、食べられない。少し悲しげな声こわ音ねが、そう言っているように聞こえた。そういえば、今日を逃すともう来られない、と言っていたのだっけ。

　この男は無表情だし口数も少ないのだけど、視線が興味のある場所を行ったり来たりするのでわかりやすい。

　美味おいしい、とは言わないが、留依の料理を気に入ってくれたのだろう。

　留依は皿を片付け、再び厨房に入った。卵が使いきれなくて、まだ二つだけ残っていた。それでオムレツを作る。ケチャップもかけた。

「はい。もうライスはないので、卵だけ。オムレツです」

「ありがとう」

　男の瞳がまた、わかりやすく輝いた。じっとオムレツを見つめ、

「このケチャップというのは、好きだな」

　しみじみとつぶやく。今度はあっという間に食べるのではなく、一口ずつ味わうようにゆっくり食べた。

「……美味かった。とても」

　オムレツを食べ終えた後、男は言った。強めた語気で本心からの言葉だとわかって、留依は嬉うれしくなる。

「ありがとうございます。また来ていただけると嬉しいのですが」

　無理なのだろう。視線で問うと、男も小さくうなずいた。懐ふところから懐かい中ちゆう時計を取り出し、時間を確かく認にんする。

「なかなか時間が取れない。今日も、急いで仕事を片付けて来たんだ」

　よほど忙いそがしいらしい。留依がお茶を淹いれようとすると、そろそろ時間だからと固辞した。

「ここは、マレビトが店主をしていると聞いた。お前がそうなのか」

　不意に切り出され、いささか怯む。マレビトか、と聞かれたのは久しぶりだった。この街に来た最初のうちは物珍しげに見られたが、最近ではもう街の人もすっかり留依に慣れて、いちいち聞かれることもなかった。

　料理をする以外、留依に何も能力がないせいもあるのだろう。最初は何度か、物見高い人たちから、「何かできるんだろう。やってみせてくれ」と、手品を見せろと言うように迫せまられた。

　何もできないと言い、それでもしつこい客はリサやヒュー、他ほかにも近所の親切な人たちが追い払はらってくれた。

　そのうち、留依が本当に何もできないと知れ渡わたって、今はかなり遠くから来た外国人、くらいの扱あつかいだ。

「確かに俺はマレビトです。でも、特別な能力は何もないんです。あの、本当に」

　お前がマレビトか、と言ってくる客は大たい抵てい、何かやってみせろ、と続けるので、留依は身構えてしまった。

　無理だと言うと、隠かくすなとか、もったいぶるなとか揶や揄ゆされる。この街に来た頃ころの、ちょっとだけ嫌な思い出だ。しかし男は、意外な反応をした。

「それは知っている。マレビトはよく、千里を見通せる能力があったり、未来を予測したり、何もない場所から物を生み出す力があるとか、いろいろ言われている。しかし、半年前にこのセアルトに現れたマレビトに、そうした力はないと。役所の審しん議ぎ官が数日にわたって面談し、そう結論づけた」

「その通りです」

　面談した役所の職員は最初のうち、留依が異能力を持っているはずだと思い込んでいて、何度も尋ねられた。自分で気づいていないだけかもしれないと、あれこれ試験を受けさせられたのだが、結局何も見つからなかった。

　がっかりされて、そんな相手の反応に留依もがっかりした。街に帰ってご近所にそれを告げると、やっぱり落らく胆たんされ、さらに落ち込んだ。

「ですから何も、手品みたいなことをお見せすることはできないんです。すみません」

「謝ることはない。マレビトのすべてが、そのような不可思議な異能力を持っているわけではない。むしろ異能力のある方が稀き少しようなのだ」

　断言されて、驚おどろいた。役所の人は、そんなこと言わなかった。

「でもマレビトはみんな、何かしらできるって」

「役所では、マレビトは特別な知識や技能があるものだ、と聞いたのだろう。それは異能ではなく、異世界の知識や技術を持ち込んだに過ぎない。そういう意味では、お前のこの料理もマレビトの能力だ。こんなに美味うまい料理は、この国にはないからな」

「オムレツもオムライスも、普通にありますけど」

　美味いと言われるのは嬉しいが、そこまで珍めずらしいものではない。しかし男は、やはりきっぱりと言い切った。

「他の店の卵料理は、こんなに滑なめらかで繊せん細さいではない。卵を泡あわ立だてずに火加減だけでふんわりと仕上げる技わざは素す晴ばらしい」

「あ……ありがとうございます」

　確かに、ふわふわのオムレツを作れるようになるまでに、何度も練習した。職人の技を認められたのは嬉しい。

「異能を持つマレビトも、確かにいることはいる。十五年前に王都に現れたマレビトは、こちらに来てから予知夢を見る能力を発現した。私の父の代にも、おとぎ話の魔ま法ほうのように、火や水を出してみせるマレビトが現れた。しかし、そんな超ちよう常じよう的な力を持つのは、マレビトの中でもごくわずかだ。他のマレビトたちは、我われ々われから異能を期待されるので考えあぐね、持っている知識や技術を披ひ露ろうした、といったところだな」

　結果として、そうした技術力がこちらの世界でも活いかされ、文化が発展していった。それもマレビトのおかげだとして、よりいっそう人々はマレビトに期待し、ありがたがるようになった、ということらしい。

「だから、人知を超こえた力を持たないからといって、お前が引け目を感じることなど何もない。それに料理人としての技は、素晴らしいものではないか。そのうちこの店の味を真ま似ねる者が出てくるだろう。お前はこのセアルトランドに立派に貢こう献けんしている」

　ここに来て、いや、料理人になってからも、そんなことを言われたのは初めてだった。

　そうか、引け目を感じなくてもいいのか。料理人としての能力は、こちらの世界でも通用するものだった。ずっと頑がん張ばってきたものが認められ、貢献していると言われた。こんなに嬉しいことはなかった。

　嬉しくて、ホッとした。涙なみだが出そうになって、慌あわてて目を瞬またたく。

「ありがとうございます。俺、ここの皆みなさんに親切にしていただいたのに、何もできなくて。それがずっと申し訳なかったんです。でも今、お客様の言葉に救われました」

　ありがとうございます、と、もう一度礼を言った。自然と笑えみがこぼれる。

　男は留依を見て、わずかに目を見開いた。言葉もなく見つめた後、急にふいっと視線を逸そらす。しばらくそっぽを向いた後、また視線が戻もどってきた。

　留依と目が合っても逸らされず、代わりにせわしなく瞬まばたきした。

「私は、ごく当たり前のことを言っただけだ」

　男の表情筋が目元しか動かないのでわかりにくいが、もしかして照れているのだろうか。ちょっとえらそうだけど、不器用で親切な人なのかもしれない。

「でも、マレビトのことをそんなふうに言ってくださったのは、あなたが初めてです。マレビトについても、お詳くわしいのですね」

「詳しいというほどでもない。最低限の知識だな。マレビトについての資料は、各地にある公立の図書館や役所に行けば誰だれでも閲えつ覧らんできる。だがそう、私もこの街に来て、役人たちがマレビトについて正しい知識を持っていないと気づいた。マレビトは滅めつ多たに現れないから、今まで学ぼうとしなかったのだろう。だが彼らの不勉強のせいで、お前に辛つらい思いをさせた。すまなかった」

　まるで役人の責任者であるかのような口ぶりに、留依は戸と惑まどった。

「い、いえ。役所の人たちには、良くしていただきました。担当職員の方は、俺が街の生活に馴な染じむまで何度も足を運んでくださって。今では店の常連さんです」

　昼時には同どう僚りようを連れて来てくれる。何か困ったことがあったら言ってくださいね、と声をかけてくれるので頼たのもしい。

「近所の人たちも親切で。どうしてこの世界に来たのかいまだにわかりませんが、たまたま迷い込んだのがセアルトで良かったと思ってます」

　本当にそう思う。周りの人々は理知的で親切で、生活水準も高い。幸運だった。

「そうか。この街に馴染んでいるようだな」

　男は言い、初めて目元を和なごませた。そうすると、冷たく怜れい悧りな印象を与あたえる美び貌ぼうが、柔にゆう和わで優やさしげになる。その笑顔に、留依は一いつ瞬しゆん見み惚とれた。

　しかし、男はすぐに笑みを引っ込め席を立った。

「美味かった。時間外に迷めい惑わくをかけたな」

　言って、カウンターに金を置く。それは、手の切れそうな新品の高額紙し幣へいだった。

「今、釣つり銭せん箱を取ってきますね」

　休日なので、二階に引き上げてある。取りに行こうと店の奥へ行きかけると、男はそれを制した。

「釣つりは不要だ。休日に無理を言った。その心づけだと思ってくれ」

　心づけ、チップにしては多すぎる。でも釣りを返すのは、男の心意気を無む駄だにする気がした。

「ありがとうございます。ちょっと待っててください」

　留依は厨ちゆう房ぼうに入り、戸と棚だなからマドレーヌの包みを取り出した。今朝、兄弟に手て土産みやげとして渡そうと焼いたものだ。お菓か子し作りは専門ではないが、昔、母がよく作っていたのでレシピを覚えていた。

「これ、近所の子供に焼いた焼き菓子なんですが、今日は会えなくて。よろしければ、お持ちいただけませんか」

　子供用にと、色鮮あざやかな布に包み、可愛かわいいリボンをかけておいた。男はそれを受け取り、まじまじと見つめる。

「甘い匂においがする。ありがたくいただこう」

　男の口の端はしが一瞬、にまっと嬉うれしそうに上がったように見えた。もしかしたら、甘い物が好きなのかもしれない。

「世話になった。それでは失礼する」

　けれどまた、すぐに取り付く島もないような無表情になり、男は踵きびすを返すと颯さつ爽そうと去っていった。

「ありがとうございました」

　謎なぞの男だ。どこの誰ともわからない。時間外に客を上げたりして、リサが聞いたら不用心だと言うかもしれない。

　でも、男の言葉が嬉しかった。この世界に来て感じていた負い目を払ふつしょくし、さらに料理人としての能力を認めてくれた。作ったものを美味おいしいと言ってくれた。

　ほんの短い時間だったが、男の言葉はいつまでも留依の中に残り、優しく胸を温め続けた。










　次の水曜日もアリンとヴァジルは現れず、留依はがっかりした。

　でも、子供たちのために作ったマドレーヌを翌日、店の客にサービスとして出したところ好評で、午後のランチの後、ティータイムのメニューに焼き菓子をいくつか入れることにした。

　今までカフェレストランと言いながら、菓子類が少なかったのだ。仕込みの手間が増えるが、逆に言えば開店中のオペレーションは増えない。

　客一人当たり単価は上がるし、そろそろ人を雇やとおうかなと考えていた。

　以前は誰かと店をやることを嫌いやがっていたのに、自分でも心境が変わったなと思う。

　あの、謎の男のおかげだ。彼が留依のマレビトとしての負い目を払しょくしてくれたおかげで、気持ちが一変した。

「人を雇う？　それはいいわね。この店は繁はん盛じようしすぎて、あんた一人じゃもう無理よ」

　リサが店に来た時、その話をしたら、大いに賛成してくれた。一いつ緒しよにいた近所の女将おかみさん連中も喜んで、働き手の心当たりがあるから聞いてみる、と請うけ合ってくれた。

　求人の貼はり紙をするのもいいが、信用できる人からの紹しよう介かいの方が安心できる。心境の変化があったとはいえ、まだちょっと、自分の人を見る目に不安があった。

　リサたちに求人を頼んだ金曜日の午後、留依は早くに店を閉めた。病院に行くためだ。

　この世界に来てから、右目が時々かすむようになったのだが、今になっても続いている。

　ずっとというわけではなく、本当にふとした拍ひよう子しに右目がぶれて、物が見えにくくなるのだ。

　頻ひん繁ぱんにあるわけではなく、店にいる時は大だい丈じよう夫ぶなので、普ふ段だんは忘れているのだが、たまに思い出したように起こるので気にかかっていた。

　せっかく店も軌き道どうに乗っていることだし、健康には気を付けたい。

　そう考えて、リサに教えてもらった眼科医へ行ったのだが、いろいろ検査をした結果、何も異常がないとのことだった。

「でも、たまに右目だけすごくかすむんです」

「うーん、考えられるのは心理的なものかな。いきなり知らない世界に来ちゃったから、心労が溜たまってるんじゃないの」

　医者の見立てはいささか乱暴だった。それでもいちおう、点眼薬を処方して、心理療りよう法ほうをしているという医者も教えてくれた。

　釈しやく然ぜんとしないものがあるが、いくつも検査をした末の診しん断だんなので仕方がない。

　思ったよりも早く診察が終わったので、留依は気分を変えるために街を観光することにした。乗合馬車に乗って、少し遠くまで足を延ばす。

　ちなみにこの国にも、自動車や鉄道はある。ただし、エネルギー源となる鉱石資源を守るため、近きん距きよ離りの移動には馬車や自転車など、鉱石エネルギーを使わない手段が推すい奨しようされていた。

　この国の人たちは、環かん境きよう問題にも高い意識を持っているのである。

　乗合馬車はそれほど揺ゆれないし、晴れの日は幌ほろの覆おおいを外していて外の景色がよく見えた。

　バス観光のつもりで景色を眺ながめながら、北部の界かい隈わいで降りる。図書館の他ほか、博物館や美術館が並ぶアカデミックな界隈で、留依が住む辺りより閑かん散さんとして見えた。

　どこに行こうか迷った末、一番近くにあった入場無料の植物園に入ってみる。

　中は美しい庭園になっていて、季節の草花が咲さき乱れていた。留依はゆっくり見て回りながら、植物の隣となりに立てられた説明板を読んでいく。

　そうしているうちに、また右目がかすんだ。何だろうと目を擦こすりながら歩くとすぐに治る。

（これで、異常がないって言われてもなあ）

　不安に思いながらも歩き続ける。温室に入った時、異常が起こった。

「……痛っ」

　右の視界が強くぶれて、小さな痛みが走ったのだ。目にゴミが入った程度の痛みですぐに治ったが、顔を上げるとまた右目がぶれた。

　目の前には花か壇だんがあって、鮮やかな赤い花が咲いている。その赤を見ていると、目がずきりと痛んだ。視界から外すと痛みとぶれが治る。

　ところが、花に視線を戻すとまた症しよう状じようが現れるのだ。

（色に反応するのかな）

　今までにない強い症状に不安を覚えながら先を進んだ時、また同じ症状が現れた。けれどそこに鮮やかな色の花はなく、あったのは野草や野花などだ。

『毒を持つ野生の草花』

　展示コーナーのプレートにそんな文言があるのが見えて、どきりとした。

（まさか）

　頭の中に閃ひらめいた思い付きの突とつ飛ぴさに自じ嘲ちようしつつ、もしかしたらと先ほどの赤い花が咲いている場所に戻もどる。花の横の説明板には、『花弁の部分に強い毒があります』と書かれていた。

（もしかして……この右目、毒に反応する？）

　邪じや眼がんが疼うずく……なんてまさかそんな、漫まん画がじゃあるまいし。

　半分笑いつつ、それでもまた毒草を求めて先へ進んだのは、ここが異世界で、マレビトという存在があったからだ。

　マレビトはごくたまに、人知を超こえた力を持つのだという。留依は、自分にはそんな力はないと思っていた。でも、ただ自覚がないだけだったのかもしれない。

　温室の奥にキノコの展示室があった。展示室の案内には、キノコの種の多くに毒があり、食用はわずかだと書いてある。

　留依は説明を注意深く読みながら、一つ一つキノコを見て回った。やはり思った通り、右目は毒のあるキノコにのみ反応した。

（異能力、あった……）

　その発見に留依は一人、興奮して胸を高鳴らせた。










　興奮を抑おさえて自宅に戻り、留依はいくつか実験をした。それでわかったことがある。

　やはり留依の右目は、毒物に反応するということ。もっと厳密に言えば、人が摂せつ取しゆして害をなす物質を目にした時に、視界のかすみやぶれで知らせるというものだ。

　食器用の洗せん剤ざいはそのままでは害がないけれど、たとえばコップに注いだ牛乳に洗剤を垂らしてみると、それを目にした時に視界がかすむようになった。

　アレルギーにも反応するようだった。留依は魚ぎよ介かいのタコに軽いアレルギーがある。調理している分には問題ないが、皿に盛って自分の前に配はい膳ぜんした時、右目がうっすらにじむ。

　さらに毒性の強さに応じて、視界は悪くなるようだ。殺さつ鼠そ剤ざいはそのままでも視界が激しくぶれるし、試ためしに皿に載のせて食しよく卓たくに置いたら、右目がズキズキ痛んだ。

　留依はこちらの世界に来て、毒を見分ける異能が備わっていたのだ。

（どうしよう）

　役所に知らせるべきなのだろう。ためらったのは、周囲から奇き異いの目で見られるのを恐れたからだ。

　ここに来て半年以上が経たち、やっとマレビト騒さわぎが治まったのに、店も軌道に乗ってきたというのに、こんな超ちよう常じよう的な能力があると知れたら、また騒ぎになる。

　それにそもそも、こんな力があるといって、何の役に立つというのだろう。

　どれにどんな毒があるかは、すでに知られていることだ。あと考えられることといったら、店で食中毒が出るのを予防できる、ということくらいだろうか。それなら役所に知らせなくても、自身で気をつけていればいい話だ。

　一晩考えて、留依はこのことを役所に言わないと決めた。今は誰だれにも話さず、様子を見ることにする。

　翌日、店を開けた時こそ少し緊きん張ちようしたものの、自分でも気づかなかった異能力が他人に気づかれるはずもなく、いつも通りの日常が戻ってきた。

「……こんにちは」

　アリンとヴァジルが遠えん慮りよがちに姿を現したのは、その週の日曜日のことだ。

「また、ごはんを食べてもいいですか」

「いいですか」

　ひょこひょこと、よく似たサイズ違ちがいの顔が二つ、ドアから覗のぞく。一階で彼らを待っていた留依は破顔した。

「いらっしゃい。待ってたよ」

　さあどうぞ、とカウンター席へ促うながした。子供用のクッションはすでにセットしてある。

「あの、今日はちゃんと、お金を持ってきたんです」

「父様がくれたの。好きな物買いなさいって」

　アリンが上着の内ポケットから、大事そうに財さい布ふを取り出して見せる。財布を落とさないようにという配慮だろう、首から紐ひもが下がっていて、財布に繫つながっていた。

「お父さんて、普段は王都に暮らしてるっていう？」

「そう。ぼくたちに会いに来たの」

「違うよ。お仕事で来たんだよ」

「ぼくたちにも会いに来たもん」

　子供に会いに来た、というヴァジルと、仕事で来たのだ、というアリンが言い合う。二人とも、父親に会えたことが嬉うれしいのか、いつもよりはしゃいでいるようだった。

「父様、こっちに来てもお仕事で忙いそがしいんです。だからあまり、お話しできないの」

　兄弟の父親は、よほど多た忙ぼうな人らしい。留依は子供たちの話に相あい槌づちを打ちながら、父親は二人の食事状じよう況きようを把は握あくしているのだろうかと考えた。

「お父さんとは、一いつ緒しよに食事をしないの？」

「夕食の一回だけ。朝はぼくらが起きる前に出かけちゃうから。でも、もう少ししたら仕事が片付くって。そしたらもっとぼくたちと、ごはんを食べてくれると思います」

「そっか。楽しみだね」

　留依が言うと、アリンは嬉しそうに微笑ほほえんだ。父親がどんな人物なのかわからないが、子供たちは父を慕したっているらしい。

　それとなく、子供の袖そで口ぐちから腕うでを覗いてみたりしたが、痣あざなどは見つからず、使用人から虐ぎやく待たいを受けているというわけでもなさそうだった。

　アリンが持ってきた財布は、家の家令らしき人物が子供たちのために、用意してくれたものだ。たくさんもらったお小こ遣づかいの中から、持ち歩く分だけ財布に入れるように、とアドバイスしてくれたそうだ。紐を付けたのもその人らしい。

　身なりは清潔だし、食事以外はきちんと手をかけてもらっている印象がある。

「今日のごはんはドリアだよ。エビやイカは大だい丈じよう夫ぶかな」

　朝市で、安くて新しん鮮せんな魚介が手に入ったのだ。二人とも、エビもイカも好きだというので、シーフードドリアになった。下準備をしておいたので大して時間はかからない。

「ねえ、それなあに」

　ドリアの皿をオーブンに入れて待つ間、洗い物をしていたら、ヴァジルがカウンターに身を乗り出して尋たずねた。

　ヴァジルが指差したのは、キッチンテーブルに置かれたトレイだ。

「ああ。これは真しん薯じよっていうんだ。俺の故郷の料理だよ」

　魚が手に入ったので、久々に和食が食べたくなった。一尾びは煮につけにすることにして、白身魚をすり潰つぶして卵らん白ぱくと混ぜ、真薯にしたのだ。すでに蒸むしてあり、あとはお吸い物を作って入れようと思っていた。

「美味おいしそう」

「こら、お行ぎよう儀ぎが悪いよ」

　ヴァジルが言い、アリンが注意する。

「食べてもいいけど。これ、お魚だよ」

　確か、ヴァジルは苦手だったはずだ。留依の言葉に、ヴァジルは「おさかな……」とショックを受けた顔をした。それでもふわふわで真っ白の団子に興味があるようで、視線は真薯のトレイに引き寄せられている。

「食べてみる？　スープに入れるんだ」

「食べたい。……けど」

　一いつ瞬しゆん、喜色を見せたものの、ヴァジルは怯ひるむ。アリンも気がかりそうに弟を見た。

「もしかして、食べたいけど食べられないのかな。以前に、食べて具合が悪くなったとか」

　留依が憶おく測そくを口にすると、兄弟は同時にこくっとうなずいた。

「毒が入ってたの」

　ヴァジルがぽつりと言う。物ぶつ騒そうな話に、留依は目を瞠みはった。けれどアリンがすぐさま「あれは違うよ」と訂てい正せいする。

「前に、弟が魚を食べて具合が悪くなったんです。でも、ヴァジルの食べ残した魚をぼく、食べたの。食べ物を残すと怒おこられてたから。ぼくは何ともなくて、おかしくなったのはヴァジルだけだったの」

　同じ皿の料理を食べたのに、片方は具合が悪くなり、もう片方は無事だった。だから料理が悪かったのではないと、アリンたちの家では結論づけられたらしい。

　けれどそれから、ヴァジルは魚を食べるのが怖こわくなったそうだ。

　でも今、ヴァジルは魚に興味を示している。形状が魚らしくないからかもしれない。

「匂におい嗅かいでみる？　食べられそうなら食べてみようか」

　留依は思いついて、トレイの真薯を一つ器うつわに入れ、ヴァジルの前に置いた。ヴァジルは興味深げに真薯に鼻先を近づける。

　横からお兄ちゃんが「触さわっちゃだめだよ」と注意していた。よくしつけられてるなあと、いつもながら留依は感心する。

　ヴァジルの前に置いた真薯を見つめても、右目はかすまなかった。ヴァジルにとって、食べても害がないということだ。

　食べたい、とヴァジルが言うので、吸い物に入れて出すことにする。

「たまたまヴァジルの体調が悪かったのかなあ。同じものを食べても、一人だけ食あたりする場合もあるからね」

「ホレスもそう言ってました。でも、弟はすごく辛つらかったみたい」

　ホレスというのは、アリンたちの家の家令だ。子供たちの話にたまに出てくる。ヴァジルが、大変だったんだよ、と当時を思い出したのか眉まゆをひそめた。

「食べてすぐ、身体からだがかゆかゆになって、お腹なかも痛くてのども苦しかったの」

「かなりひどい症しよう状じようだね」

　可か哀わい想そうに、と留依は顔をしかめた。食べてすぐ症状が出たということは、どうも食中毒ではなさそうだ。食中毒だと大体、食後数時間して症状が現れる。

　話を聞くにアレルギー症状に似ているが、ヴァジルの前に出しても右目は反応しない。

「試ためしに、ほんのちょっとだけ食べてみて」

　右目の異能を過信するのもよくないかもしれない。そう思い、真薯を小さく切ってヴァジルの吸い物の椀わんに盛った。

　目当てのお団子が隣となりの兄の椀のものより小さくて、ヴァジルはちょっと不満そうに見比べていたが、匙さじですくうと思いきりよくぱくっと口に入れた。

「ふわふわだ」

　予想外の食感だったようで、ヴァジルは目を輝かがやかせた。それを見たアリンも、真薯を口に入れる。「ふわふわ！」と感激したように言う。留依も嬉しい。

「大丈夫かな。口の中、イガイガしたりしない？」

　少し様子を見たが、ヴァジルに変化はない。もっと食べたいというので、二人の椀に残りの真薯をよそった。

　その頃ころにはドリアも焼けて、子供たちはふーふー冷ましながら、あつあつのシーフードドリアを頰ほお張ばった。

「前に食べた魚は、どんな料理だったの？」

　子供たちと並んで食後のシャーベットを食べながら、留依は話を戻もどす。アレルゲンは魚ではないかもしれないと思ったからだ。

　アリンとヴァジルは記憶を掘ほり起こすように「うーん」と首をひねった。

「焼いたやつ。こんがりしたの」

　ヴァジルが言った。

「お魚の身は白かった？」

「うん。このお団子みたいにふわっとしてて、中は美味しかった。でも外は臭くさい」

「臭い？」

　首をひねると、アリンが言葉を添そえた。

「香こう草そう焼きって言ってたかな。緑の草と一緒に焼いてあるの」

「草、くさいよ。ぼく、あのにおいきらい」

　うえーっとヴァジルが顔をしかめ、アリンは「ぼくは好き。いい匂いだよ」と返す。

「白身魚の香草焼きか」

　留依は厨ちゆう房ぼうに行き、店にあるハーブをトレイに並べた。どれも、この地方で容易に手に入るありふれたものだ。

　魚の香草焼きに向いているもの、不向きなものとあったが、とりあえず手持ちのハーブをぜんぶ並べた。そのトレイを、ヴァジルの前に出す。

「これ、ぼくが食べるの？」

「ううん。ちょっと待ってて。実験してみる」

　時間はかからなかった。並んだハーブの中で、おかしく見えるのはたった一つだけだった。

　ヴァジルにとっては強い害になるようで、右目が強くぶれた。

　そのトレイを一度、アリンの前に移してみる。途と端たんに視界のぶれは消えた。ヴァジルの前に出すと、再びおかしくなる。

「魚料理に載のってた香草って、これじゃないかな」

　留依はその香草を手に取って、二人に近づけた。アリンとヴァジルは一いつ緒しよに鼻を寄せ、クンクン匂いを嗅いだ後、

「そう、これ」

「魚に載ってたの、この臭いやつだった」

　口々に言った。やはりそうだ。留依が手にしたのは、この地方で香かおりシダと呼ばれる、ディルに似た香草だった。

　以前、ヴァジルが魚料理を食べて苦しんだのはやはり、アレルギーのせいで、アレルゲンは魚ではなく香りシダだったらしい。

「この香りシダは、他ほかの人が食べてもなんでもないけど、ヴァジルにとっては食べられない、毒になる草なんだ。食べると魚料理を食べた時みたいになる」

　子供たちが一いつ斉せいに「えーっ」と声を上げた。

「なんで、ぼくだけ毒なの」

　ヴァジルはちょっとしょんぼりして、不ふ貞て腐くされたように言った。

「体質かなあ。でもヴァジルだけじゃないんだよ。ヴァジルはたまたま、香りシダが食べられないけど、俺はタコが食べられないんだ。味は好きなんだけどね。食べると蕁じん麻ま疹しんが出て、痒かゆくなる。お腹も壊こわす」

「ぼくといっしょだ」

　ちょっと嬉うれしそうにヴァジルが言うので、そうだね、と微笑ほほえむ。留依はテーブルのナプキンで、香りシダを丁てい寧ねいに包んだ。

「人によって、食べ物が毒になる時があるんだ。子供の頃は駄だ目めだけど、大きくなってから食べられるようになったり、今まで平気だったのに、ある日突とつ然ぜん、食べられなくなったりする。その人の体質だから、お医者さんに行ってもたぶん治らないと思う」

　留依のいた世界でも根本的な治ち療りよう法はなかったし、こちらの世界では、すくなくともこの街では、アレルギーの概がい念ねんが広まっていないようだ。

「ねえアリン。この草、香りシダっていうんだけど、こうしてナプキンに包んでおいたから、持って帰っておうちの人に渡わたしてほしいんだ。ヴァジルはこの香草を食べると具合が悪くなるから、食べられませんって言うの。できるかな」

　アリンに香りシダの包みを渡して言った。

「どうかな。もし君たちから伝えるのが難しそうだったら、俺がおうちの人にお手紙を書くし、なんなら君の家に行って説明してもいい。ヴァジルの健康のことだから、必ず伝えたいんだ」

　家の人たちは、原因が香りシダだと知らない。香りシダはその名の通り香りが強いから、これまであまり、子供用の料理には入っていなかったのかもしれない。でも、今後はどうかわからない。また香りシダの入った料理を、ヴァジルに食べさせてしまう可能性もある。

　アレルギーは時に命の危険さえある。右目のことは内緒にしておきたかったが、そうも言っていられなくなった。

　留依がアリンの瞳ひとみを覗のぞき込んで様子を窺うかがうと、彼は澄すんだ青い瞳をぱちぱち瞬またたいてから、こくっとうなずいた。

「ぼく、できる。お話しできるよ。これ食べると、ヴァジルがまた苦しくなっちゃうんでしょ。そんなのやだもん」

　はっきりと応じてくれたので、留依はホッとした。

「お魚、毒じゃないんだ」

「とりあえず、白身のお魚は大だい丈じよう夫ぶかな。でも、不安だったら無理に食べなくていいんだよ」

　留依は医者じゃないし、すべての魚を食べても絶対に大丈夫、とは言えない。本当は口に入るものをすべて右目で確かく認にんできたらいいのだけど、よその家のお子さんにそれは難しい。

「おうちの人に言って、それからどうなったか、またここに来た時に教えて」

　もし子供たちが伝えて、それでも家の大人たちが香りシダの件を軽視するようなら、問題だ。

　子供たちがきちんと食事を摂とっていないことといい、役所に訴うつたえる案件かもしれない。

　留依は密ひそかに、そう考えていた。

「うん。でも……あのね、本当はね、ここに来てること、父様には内緒なの。ホレスには見つかっちゃったんだけど。だからこのこと、ホレスにだけ言う」

　それでもいい？　とアリンが上うわ目め遣づかいに窺う。親に内緒で来ていたことを、咎とがめられると思ったのかもしれない。

　家令が知ったのなら、家の主人である父親の耳にも入っていそうだが、父親は何も言わないのだろうか。そんなところも不安だが、子供たちにそれを言っても仕方がない。

「ホレスさんに伝えてくれればいいよ」

　微笑んでうなずくと、アリンはホッとした顔をした。それから子供たちはちょっとだけお手伝いをして、帰って行った。

　お金を持ってきたから働かなくてもいいのだけど、子供たちは自分から、「また、ろうどうしたい」と言ってきた。前回の「ろうどう」が意外と楽しかったらしい。

　留依はお手伝いをさせた後、まず、子供たちから料理の代金を受け取った。硬こう貨か一枚ずつ、正規の代金の十分の一くらいのお金だ。

「まいどありがとうございました。じゃあこれは、君たちが働いた分のお給金」

　アリンとヴァジルの手のひらに、同じ硬貨を一枚ずつ載せる。二人はまじまじと、手のひらのお金を見つめた。

「おきゅーきん」

「そう。二人とも、今日もちゃんと働いてくれたからね」

　曲がりなりにもお手伝いさせたのだ。これでお金を取るのは申し訳ない。でも、せっかく嬉しそうに財さい布ふを持ってきたのだから、受け取らないのも悪いし。それで、バイト代で返すことにした。

「ありがとう。助かったよ」

　二つのふわふわの頭を撫なでると、子供たちはうふふと照れ臭そうに微笑んだ。ヴァジルはお金を握にぎりしめ、モジモジしている。

　二人はひとしきり自分のお金を眺ながめた後、なくさないように、と大事に財布にしまった。

　留依はお土産みやげのマドレーヌと、それから一度アリンに預けたハーブの包みを取っ手付きの籠かごに入れ、アリンに持たせてやる。

「また来てね」

　いつものように、店の外まで出て二人を見送る。兄弟たちは時々こちらを振ふり返り、ぶんぶん手を振りつつ去っていった。

　角を曲がって見えなくなると、留依はふうっとため息をつく。満足のため息だ。最初は親切心で始めたことだけど、子供たちと過ごす時間は賑にぎやかで楽しい。

　次は、いつ来てくれるだろう。今度は何を作ろうか。アリンはきちんと、ホレスにハーブのことを伝えられるだろうか。その反応は？

　別れたそばから気になってしまう。次に二人に会うのが楽しみだった。

　けれどこの店で、子供たちと留依がご飯を食べることは二度と叶かなわなかった。

　それからほどなくして、カフェレストラン「ルイ」はなくなってしまったからだ。










　思い返せば以前から、予兆はあった。

　しきりに防犯を気にしていたリサ。最初はリサだけだったのに、リサの夫のヒューに、近所の女将おかみさん連中も、留依の身の回りを気き遣づかってくる。

　最近はこの辺も物ぶつ騒そうだから、夜にあまり一人で出歩かないように、とも言われた。遊びに行く時は誰だれか連れて行くこと、とか。

　そんなに治安が悪いとは思えなかったし、何か事件があったというのも聞かないが、もともと留依は夜に遊び歩いたりしない。遠出をしたのは例の植物園くらいだ。

　それでもご近所さんたちの忠告を聞き、戸と締じまりはきちんとしていた。

　彼らがなぜそれほど案じるのか、本当の理由を知ったのは、日曜に子供たちとご飯を食べた、その二日後のことだ。

「おい、ここの主人を出せ」

　お昼の一番忙いそがしい時だった。店のドアが大きな音を立てて開いたかと思うと、中年の男が一人、怒ど鳴なり込んできた。

　無ぶ精しようひげを生やし、服も着き崩くずれただらしのない恰かつ好こうだった。目は血走って、足元はふらついている。酔よっ払ぱらいだ。

　留依はその時厨ちゆう房ぼうにいて料理を作っていたが、「他ほかのお客様のご迷めい惑わくになるので」と、男と外に出た。

「うちの女によう房ぼうは、てめえの料理を食って死んだんだぞ！　どうしてくれるんだ」

　男は往来で、大声でがなり立てた。俺の女房が、この店の飯を食って死んだ、この店はとんでもない店だと、道を行く人々に向かってわめく。

　自分の料理を食べて死んだと聞き、留依はびっくりしたが、どうも言いがかりのようだった。

　そうこうしているうちに、はす向かいの雑貨屋からヒューが飛び出してきてくれた。それを皮切りに、ほうぼうの店の男たちが加勢し、酔っ払い男を捕つかまえ、さらに誰かが警察を呼んできて、男はあっという間に捕まった。

「なんで俺を捕まえるんだ。そいつを捕まえろ！　このマレビトってやつは人殺しなんだ！」

「黙だまりな！　あんたの女房が死んだのはあんたのせいだろ。ポリーは一度もルイの店に行ったことはないよ。行きたがってたのに、あんたが行かせなかったんだ。酔っ払いのクソ亭てい主しゆが！」

　リサが男に負けない大声を張り上げた。男は「なんだと」と気色ばんだが、リサが「ポリーの代わりにあんたが死ねば良かったのに！」と言った瞬しゆん間かん、大人しくなってしまった。

　留依が呆ぼう然ぜんとしている間に、男は警察に連行されて行った。リサも言いすぎたと思ったのか、男が去るとしゅんと肩かたを落として、ヒューに連れられて店に戻もどって行った。

　留依は周りにお礼を言って店に戻り、その日の営業を終えた後に改めて、リサや加勢してくれたご近所にお礼を言いに行った。

　リサとヒューが、あの酔っ払いの正体を教えてくれた。

　男はドルフという、この近所で料理店を営む料理人だった。留依の店からは目と鼻の先にあったのに、その存在に気づかなかったのは、ドルフの店が開店休業状態だったからだ。

「昔はいい料理人だったんだけどね」

　賭かけ事にのめりこみ、借金を抱かかえるようになって、おかしくなっていった。借金を賭け事で返そうと余計にのめりこみ、当然うまくは行かなくて、今度は酒に溺おぼれた。

「ポリーって女房がいたんだけど、彼女も身体からだを壊こわしちゃってね」

　夫を必死で支えていたが、耐たえ切れなかったらしい。臥ふせがちになり、そうなると夫ふう婦ふで切り盛りしていた店は立ち行かなくなる。

　そんな時、留依がこの世界に現れた。

　マレビトがやってきて、特別な力はなかったが、彼はドルフと同じ料理人だった。落ちぶれたドルフの店の目と鼻の先でピカピカのカフェレストランを開き、店は連日大入り満員だ。

　ドルフはそれから、留依と留依の店に呪じゆ詛そを吐はくようになったという。それを聞いて、リサは留依に何か危害を加えないかと心配していたのだった。

　だからあれほど、戸締まりに気を付けろとか、口うるさく言っていたのだ。

　最初はリサだけが気にしていたが、それからほどなくしてポリーが実家に帰った。夫の行状に耐えかねたのと、体調が思わしくなかったからだ。

　実家でゆっくり療りよう養ようするつもりだったのに、気が抜ぬけたのか、それからすぐに亡なくなってしまった。

　妻を亡くし、ドルフはますます酒に溺れた。たまに店を開けていたようだが、あんな調子でまともに料理などできるはずがない。借金取りも来るし、どうにも立ち行かない状態だ。

「あいつがああなったのは、自じ業ごう自じ得とくなんだよ。ルイには関係のない話だ。まったくの逆さか恨うらみなんだがね」

　慰なぐさめるようにそう言ったヒューとリサは、ドルフと幼おさな馴な染じみだったそうだ。リサは妻のポリーとも仲が良かった。

「黙っていてごめんね。最初から伝えておけばよかった」

　リサは留依に謝った。

　近ちか頃ごろのドルフは、昼でも酔って足元をふらつかせ、留依の店を遠目に睨にらんでは、ブツブツと恨み言をつぶやいている姿が目もく撃げきされていた。近所の人たちも、気がかりだったようだ。

　留依に知らせようという声もあったが、伝えたところで、留依はどうすることもできないだろう。ただでさえ、いきなり知らない土地に飛ばされるという事故に見み舞まわれ、来た頃は熱を出して倒たおれたほどだ。

　ようやく馴染んできたのに、こんな逆恨みをされていると知ったら、またいらぬ心労を与あたえるかもしれない。

　それで周囲はそれとなく留依に忠告しつつ、ドルフのことも気に掛かけていたのだった。

　ご近所から密ひそかに見守られていたことに驚おどろき、留依は彼らの心こころ遣づかいに感謝した。

　自分の知らないところで誰かに恨まれていたのはショックだったが、本当に逆恨みだ。

　自分は何も悪いことはしていないのだし、ドルフも店の前で騒さわぎ立てるだけで、留依に直接暴力を振るうことはなかった。

　厄やつ介かいな隣りん人じんだが、この先もここで商売をするのだから、どうにかやり過ごすしかない。

　そう考えて、その時は吞のん気きに、どの世界にも問題はあるんだな、などと一人でぼやいていた。もっと危機感を持てばよかったと、振り返って留依は思う。

　思いもよらない悲劇が突とつ然ぜんやってくるのは、どこも同じだ。一度は親しい相手に騙だまされたというのに、自分が次にまたひどい目に遭あうなんて、想像していなかった。

　ドルフが現れたその夜、店の戸締まりをしっかり確かく認にんすると、留依はいつもより早くベッドに入った。昼間のことがあって、疲つかれていたのである。

　すぐに眠ねむりに落ち、どれくらい時間が経たったのか。

　何か大きな音がして、続いて誰かの悲鳴が聞こえた。留依は驚いて目を覚ます。「ぎゃああ」という男の長い雄おたけびが、自分の寝ねているすぐ真下から聞こえた。続いて、騒そう々ぞうしく何かが倒れ壊こわれる音がする。

　店に何か起こっている。気づいて寝しん室しつから飛び出した時、階下の雄たけびが通りへ移動した。

　留依はリビングまで走り、窓を開けてベランダから顔を出すと、通りで男が叫さけびながら転げまわっているところだった。

　髪かみや服が燃えていて、男は転がって火を消しているようだった。

「ドルフ……」

　目をこらし、その男が誰なのか気づいた時だった。階下でボンと大きな破は裂れつ音がした。

　破裂音は一度で終わらず、ボン、ドン、と続く。足元が揺ゆれ、店の窓ガラスが割れるのがベランダから見て取れた。

　同時に、背後でひと際きわ大きな音がした。振ふり返ると、ダイニングキッチンの半分が、下からの爆ばく発はつで吹ふき飛んでいた。

「ルイ！」

　周りの家の人々が飛び出してきて、ベランダにいる留依を見つけた。

「ルイ、飛び降りろ。早く！」

　ヒューがドルフを抱だき起こしつつ、叫んだ。リサや、近所の人たちも「早く！」と必死に叫んでいる。

　留依にはもう、何がなんだかわからなかったが、とにかく言われるまま、ベランダの柵さくを乗り越こえた。夢中で飛び、気づくとひんやりとした石いし畳だたみに転がっていた。

「下がって。また爆発するかもしれない」

　そんな声が聞こえた。その場にへたり込む留依を、誰かが抱えて道の端はしまで引きずった。

「店が……」

　夜の闇やみの中、留依の店が赤々と炎ほのおを噴ふき上げている。跡あと形かたも残らないだろうと、建物の窓という窓から炎が上がるのを見て、ぼんやりと思った。










　ドルフが店に忍しのび込んで厨房に火を付けたのだと、病院のベッドの上で聞いた。

　彼がコンロの近くで燃やした火が、コンロの熱源、鉱石を気化させたガスに引火して、大爆発を起こした。

　店の建物は全ぜん焼しよう。二階にあった留依の私物もほとんど燃えて残らなかった。

　あんなに激しい爆発と火災を起こしたのに、隣となりの家が少し煤すすをかぶっただけで類焼しなかったのは、不幸中の幸いだった。

　ドルフ当人も髪や服に火が引火して火傷やけどを負い、留依とは別の病院に収容されている。回復したら留置所に収しゆう監かんされるそうだ。裁判が始まるのはもう少し先だろう。

　留依は煙けむりを少し吸ったのと、足を軽く捻ねん挫ざしたくらいですんだ。

　火事のあった翌朝から、病院に警察がやってきてあれこれ聞かれ、ようやく解放されたと思ったら、もう退院していいと病院側から言われた。

　けれど、退院しても帰る場所がない。

　留依は火事からずっと、途と方ほうに暮れたままだった。警察や医者、周りに言われるまま口や手足を動かしているが、まともに考えることができない。

　これからどうすればいいのか。考えようとしても、ぼんやりしてしまう。

　店も、持ち物も何もかもなくなってしまった。元の世界から留依と一いつ緒しよに来たものが全部。

　失ってみて気づく。留依がこちらの世界に難なく馴染めたのも、店と自宅ごと引っ越してきたからだ。

　周りは未知のものばかりだけど、家に帰れば今までどおり、ほとんど変わらない環かん境きようがある。

　それがどれほど、留依の心を安らかにしていたか。

　でももう、それらは失われてしまったのだ。二度と手に入らない。元の世界に未練がないと思っていたのに、今は帰りたい。

　退院を促うながされた後も、どうすればいいのかわからず、病院でぼんやりしていたら、ヒューとリサが迎むかえに来てくれた。

「うちにおいで。部屋が空いてるから。そこでゆっくり身体を休めようね」

　リサの優やさしい声に、初めて涙なみだが溢あふれた。声も上げずに泣き続ける留依の背中を、リサとヒューは代わる代わるさすってくれた。

　ようやく涙が止まり、留依はリサが持ってきてくれた服に着き替がえた。ヒューの服だが、腹回りがちょっと緩ゆるい以外はぴったりだった。

「じゃあ、帰ろうか」

　ヒューが言い、留依がうなずいた時だった。病室に役所の職員が現れた。留依もよく知る、マレビトの担当職員だ。

「あ、今からもう退院なんです」

　見舞いに来てくれたのだと思い、礼を言おうとした。しかし職員は、すでに病院側に確認して知っていたようだ。

「大変な目に遭いましたね」

　職員は留依を労いたわった後、気まずそうに頭を下げた。

「気を落とされているところに、大変申し訳ないのですが。今から、私と一緒に来ていただけませんか」

　役所に連れて行かれるということだろうか。

「それはどういう……」

　留依が尋たずねようとした時、リサが「ちょっと」と気色ばんだ様子で間に入った。

「役所に呼びつけて何しようっての。この子は被ひ害がい者しやよ」

　職員は慌あわてて「わかってます」と言い、ヒューが妻をなだめた。

「何も咎とがめようというわけではありません。ただその……私もどういう理由でかはわかりませんが、領主様がルイさんをお呼びになっているんです」

「領主様が？」

　はい、と職員は身を縮める。

「ルイさんが退院したら、屋や敷しきに連れてくるようにと。ヘイゼル侯こう爵しやくのご命令でして」

　いったい、どういう用件なのか見当もつかない。ともかく留依は退院したその足で、役所の職員に連れられてヘイゼル侯爵邸ていへ向かうことになった。

　ヒューとリサも、領主の命令であれば逆らえない。それでもリサは、「あんた、しっかりルイを守ってよ」と職員をどやし、へどもどさせていた。

　侯爵邸は、留依の店のあった場所のすぐ目と鼻の先にあった。距きよ離りとしては近いのだが、屋敷の一帯は高台になっていて、斜しや面めんはちょっとした森になっている。高台の周りも背の高い鉄柵に覆おおわれて中に入れないようになっていた。

　留依の店からも高台はよく見えて、今までは公園か何かだと思っていた。侯爵家だったとは。

　馬車に揺られて高台の鉄門をくぐり、鬱うつ蒼そうとした森の中、綺き麗れいに舗ほ装そうされた緩やかな斜面をどこまでも登り続けた。

　やがて森が開け、広い車寄せのある大邸宅に辿たどり着く。外観は洋館風だが、古めかしくなくモダンな雰ふん囲い気きがあった。美術館か博物館みたいだ。

　馬車が玄げん関かん先さきに停とまるのとほとんど同時に、中から厳いかめしい黒い背広に身を包んだ初老の男性が現れ、留依たちを迎えた。

「お待ちしておりました、ルイ様」

　中へ促される。職員も一緒に付いてくると思っていたのに、留依を男性に引き渡わたすと、「それではまた」と頭を下げて馬車に引き返すではないか。

「え、あの」

　留依は慌てたが、職員は馬車からぺこぺこ頭を下げつつ、去ってしまった。

「ご心配なさらず。さあ、奥へどうぞ。病院から直行でお疲つかれでしょう」

　男性が柔やわらかな声で言い、留依を屋敷の中へと促した。何が何だかわからないままだが、先に進むしかない。

　廊ろう下かには足が沈しずみ込むような絨じゆう毯たんが敷しかれ、それはどこまでも続いていた。けれど留依が通されたのは、玄関からさほど遠くない部屋だった。

　真っ白な壁かべに薄うすく繊せん細さいな金の装そう飾しよくが施ほどこされ、敷しき物ものや調度の色は緑を基調としている。一目見て贅ぜい沢たくな内装だとわかるが、ゴテゴテと飾かざり立てた感じのしない、芸術的で美しい部屋だった。

　玄関や廊下も、美しく贅沢だが、すっきりとして無む駄だを感じさせなかった。ヘイゼル侯爵の趣しゆ味みなのだろうか。

　何の用だろう。留依はずっと緊きん張ちようしていた。初老の男性は、留依を部屋の中央にあるソファに座らせると、

「どうかお楽になさってください。何も怖こわいことはございませんから」

　やはり柔らかい口調で言う。それから、

「名乗りが遅おくれましたが、私はこの屋敷の家令をしております、ホレスと申します」

　慇いん懃ぎんな挨あい拶さつをした。留依は驚おどろいて相手を見た。家令、そしてホレスという名前に聞き覚えがあったからだ。

「まさか……」

　留依が言葉を飲み込むと、ホレスはにっこりと目じりに皺しわを寄せて微笑ほほえんだ。

「アリン様とヴァジル様から、ルイ様のお話をよく伺うかがっておりました。美味おいしいご飯を食べさせてもらえるのだと。それからヴァジル様の香かおりシダの件、教えてくださってありがとうございました」

　うんと年上の家令が深く頭を下げるので、留依は慌てた。

「いえ、たまたま気づいただけなので。勝手に食事をさせてすみません」

　こちらも頭を下げたが、まだ信じられない気分だった。

　身なりがいいと思っていたが、アリンとヴァジルは侯爵家の子供だったのだ。

「あの、それじゃあ二人の親おや御ごさんというのは……」

　その時、部屋の外からドアをノックされたので、留依は口をつぐんだ。ホレスが「失礼いたします」と頭を下げて戸口へ向かった。

　ホレスがドアを開くなり、その足元から金色のふわふわした塊かたまりが二つ、部屋の中に滑すべり込んでくる。

「ルイ！」

　アリンとヴァジルだった。二人は留依の顔を見るなり、ダダダッと駆かけ寄ってくる。

「これ、お二人とも」

　ホレスがなだめようとしたが、子供たちは止まらなかった。突とつ進しんしてくるちびっこたちを、留依は慌てて受け止める。

「ルイ！　火事にあったって。大だい丈じよう夫ぶ？」

「やけどした？　痛い？　うちにおくすりあるよ。ぼくが塗ぬってあげる」

　口々に言う。不安そうに見上げる青い瞳ひとみを見て、留依を心配してくれていたのだと気づいた。

「俺は大丈夫だ。ありがとう。足をちょっと挫くじいただけで、大したことないんだ」

　そう言うと、二人はホッとした顔をした。子供たちの優しさに胸がじんわりする。

「アリン、ヴァジル。失礼だろう」

　硬かたい声がして、子供たちは一いつ瞬しゆん、ビクッと肩かたを震ふるわせた。留依も驚いて声のした方を見る。

　部屋の入口にいつの間にか、背の高い男性が立っていた。

　三十そこそこといった年恰かつ好こうの、子供たちと同じ金色の髪かみをした美しい男だ。その男の顔を見た途と端たん、留依は「あっ」と思わず声を上げてしまった。

「あなたは、あの時の」

　男は日曜の夜に現れて、無理やり店を開けさせた男だった。あの時は赤い髪で、大きな眼鏡を掛かけていたけれど、間ま違ちがいない。

　赤毛がどうももっさりしていると思ったが、あれはカツラだったのだろう。

　男は相変わらずの無表情で、何を考えているのかわからない。留依を見つめたまま、感情のない声で言った。

「私はルシアン・ヘイゼルだ。足を挫いているのだろう。無理せず座りなさい」

　留依が驚いてぽかんと口を開けていると、さあ、とソファへ促す。威い圧あつ的ではなく。あくまでも留依の足を気き遣づかっているようだった。

「息むす子こたちが世話になったそうだな。礼を言うのが遅おそくなってすまなかった。ありがとう」

　留依がソファに座ると、金きん髪ぱつの美男子、ヘイゼル侯爵は留依の向かいに腰こしを下ろし、無表情のまままず礼を述べた。

　その脇わきで使用人が楚そ々そとお茶を運んでいる。ホレスは主人の後ろに控ひかえ、アリンとヴァジルは、留依の両脇にちょこんと腰かけた。

　ヘイゼル侯爵は最初、自分の隣となりに座らせようとしていた。自分の両隣をポンポンと手で叩たたいていて、

「二人とも、こちらに……」

　と言いかけたのだが、子供たちがそそくさと留依の隣に腰かけたので、たちまち口をつぐんでしまった。

　目が伏ふせられて、それがちょっとしょんぼりして見えたのは、留依の気のせいだろうか。

　再び視線を上げた時には、仮面のような無表情に戻もどっていた。

「火事の件、役所から報告を受けた。逆さか恨うらみの末の放火だったとか。貴重な異世界からの建築物も燃えてしまった。犯人にはきっと厳げん罰ばつを下す。ルイにも何がしかの補ほ償しようを与あたえるので、今しばらく待っていてほしい」

「はい。あ、いえ」

　ドルフに厳罰を与えたいわけではなかった。悔くやしいし腹が立つ。けれど彼がどんな苦しみを受けても、店は元通りにはならない。　>>>♥

　でもここで、それを口にしても仕方がないという気がしたし、自分でもまだ人に話すほど気持ちが整理されていなかった。

　それきり何も言わない留依に、侯こう爵しやくはお茶を勧すすめる。それから自分もお茶を飲んだ。子供たちもお行ぎよう儀ぎよく父に倣ならう。

　最初こそ留依に飛びついてきたものの、今日の子供たちは店に来る時より大人しく、お行儀が良かった。父親の前だからだろうか。二人は時々、ちらちらと向かいの父の顔色を窺うかがっている。

「王都に戻る前に、お前にはもう一度、会いに行こうと思っていた。そんな矢先に火事の話が耳に入ったんだ。店も焼けて帰る家もないそうだから、それならいっそと思ってな」

　それならいっそ……留依をどうしようというのだろう。話の趣しゆ旨しが今一つ明らかにならず、留依も自然に「はあ」と生返事になった。

　そんな留依の戸と惑まどいに気づいたのだろう。侯爵は茶器を置いて切り出した。

「余計な前置きはなしにしよう。ルイ。お前に私の息子たち、アリンとヴァジルの専属料理人になってもらいたい」

「専属？」

　留依は驚き、それから両脇の子供たちを交こう互ごに見比べた。アリンとヴァジルは、あらかじめ話を聞かされていたらしい。どちらも嬉うれしそうに、にこっと笑う。

「給金ははずむ。ここに住み込めば衣食住の心配もない。店を再建するにしても、先立つものが必要だろう。ここで数年働けば、セアルトの中心に小さな店を持つことも可能だろう。水曜は午後、日曜は一日休みをやる。それから」

「ちょっと待ってください」

　どんどん話が進むので、焦あせった。こっちは火事のことも受け止めきれないのに、そう次々に決められても困こん惑わくする。

「もちろん、今日からすぐ働けというのではない。まずはゆっくり身体からだをやすめるといい」

「いえ、そうではなくて。……その、ここで働くというのは、侯爵のご命令でしょうか」

　拒きよ否ひしたいわけではない。この先どうすればいいか途と方ほうに暮れていた身にとって、都合が良すぎるくらい、いい話だ。

　でも、あまりに唐とう突とつだったし、どうしてこんな立派なお屋や敷しきの、しかも子供の専属の料理人にスカウトされたのか、まったく事情がわからなくて不安になる。

　命令かと留依に尋たずねられた侯爵は、驚いた様子で目を見開いた。が、目元以外の筋肉は相変わらず、ぴくりとも動かない。

（なんか、ハシビロコウみたいな人だな）

　こんな美形のハシビロコウはいないが。じっとしていたかと思うと、カッ、と目だけ見開かれるので、そんな印象がある。

　美び貌ぼうの侯爵はやっぱりハシビロコウみたいに、スッ……と見開いていた目を静かに閉じた。

「命令ではない。受けるか受けないかはお前の自由だ。しかし、好条件だと思うがな。それにできれば、お前を安全な場所に置いておきたい。それにはこの屋敷がうってつけなのだ」

　安全な場所にとは、どういう意味だろう。ドルフみたいに留依に逆恨みしている人物が、他ほかにもいるとか。

　詳くわしく意味を聞き出そうとした時、侯爵の後ろに控えていたホレスが「旦だん那な様、そろそろお勧めしては」と、声をかけた。

「ああ、そうだったな」

　侯爵はうなずき、テーブルの上にある陶とう器きの壺つぼを留依の方へ寄せた。

　蓋ふたつきの小さな壺だ。使用人がお茶と一いつ緒しよに持ってきたのだが、砂糖壺は別にあって、それはテーブルの隅すみで蓋を開けられないまま置かれていた。

「失念していてすまない。茶うけの菓か子しを用意させた。外国の珍めずらしいものだから、食べてみるといい」

　侯爵は言い、蓋を取ってさらに留依の近くに寄せた。中身を見た留依は、あっと声を上げそうになった。

　壺の中身は砂糖菓子だった。まるで宝石のような、小さな透とう明めいの食べ物で、周りにうっすら砂糖の化け粧しようを施ほどこしている。

　可愛かわいくて綺き麗れいだが、それより留依を驚おどろかせたのは、お菓子の粒つぶの一つが、軽くぶれて見えることだった。

（毒……）

　壺に詰つまったそれらの中で、右目が反応するのは一つだけだ。

「遠えん慮りよせず取りなさい」

　相変わらず何を考えているのかわからない顔で、侯爵が菓子を勧めた。

　彼は気づいていないのだろうか。いや、気づいていたら勧めないだろう。

　この場でどうするべきか、留依は迷った。何も言わずに毒入りの菓子を取って、後で食べると言おうか。でも、毒を入れた犯人がこの屋敷にいるのなら、侯爵が危ないだろうし、子供の口に入らないとも限らない。

　迷ってためらっている留依を、侯爵はどう思ったのか。

「いらないのか？　なら私が食べよう」

　言うなり、よりによって毒入りの菓子をつまみ上げた。そのまま口に運ぼうとする。

「あーっ、待って！」

　思わず大声を上げて立ち上がっていた。砂糖菓子を持つ侯爵の手を夢中で摑つかむ。

「それは、食べちゃだめです。食べたらだめなやつです」

　言っても、侯爵は驚かなかった。かわりに唇くちびるの端はしを歪ゆがめる。たぶん、笑い顔なのだろう。唇と目元だけが笑いの形に歪んでいるので、ちょっと怖こわい。不気味なはずのその顔に、けれど留依は見み惚とれてしまった。

　侯爵はおかしな笑えみを浮うかべたまま、目を細めてこちらを見み据すえる。

「やはり、お前は毒が見分けられるのだな」

　その言葉に、留依は言葉もなく息を吞のんだ。










　侯爵は先日、留依の香かおりシダの言付けを受け取った時、留依に異能力を疑ったらしい。

　改めて面談し、話を聞こうと思っていたそうだ。

「すみません。でも、俺もこの力に気づいたのは最近なんです。役所に申しん告こくしようかとも思ったんですけど……。また騒さわぎになるのも嫌いやで」

　しどろもどろに言い訳をする。異能力を申告しなかったのを、咎とがめられているのだと思っていた。

　しかし、侯爵はこちらの案に反して「周りに言わずにいたのは幸いだった」と答えた。

「実は最初にマレビトが現れたと報告を受けた時も、危き惧ぐしていたのだ。異能力を持っていても公表しないよう、王都からセアルトの役所に通達を送った」

　何か特とく殊しゆな異能があったとしても、事実を伏せて異能力はないと公表するよう、命令が下っていたのだが、留依は本当に何も持っていなかったので、役所はありのままを公おおやけにした。

「小さな火を起こすとか、目をつぶっても前が見えるとか、他愛たわいのない力ならまだいい。人々の脅きよう威いになったり、利用価値のある力だったりしたら、マレビトであるお前を利用しようとする輩やからが現れる。あるいはお前の身そのものが危あやうくなる」

　命令は、留依の身を慮おもんぱかってのことだったのだ。留依は密ひそかに感心した。リサたちは侯爵を褒ほめ称たたえていたが、確かに評判通り、賢けん明めいな人のようだ。

「そういう意味で、お前の持つ力はじゅうぶん、脅威になり得る。だからお前の身み柄がらを保護するのがいいと思った」

「確かに便利ですけど。そんな物ぶつ騒そうな力でしょうか」

「人によっては、利用価値がある。ある人によっては、邪じや魔まな存在だ。たとえば毒を盛ろうとしている人物にとっては」

　硬こう質しつな声こわ音ねに、ひやりとした。隣となりにいたヴァジルが、膝ひざの上に置かれた手をぎゅっと握にぎり込むのが見えた。

　ヴァジルは、毒が入っていた、と言っていた。アリンは毒じゃないと言ったけれど、ヴァジルはそう信じていたようだ。何があったのだろうか。

　不安そうなヴァジルが気がかりで、その背中をそっと撫なでた。不思議そうに見上げるので、大だい丈じよう夫ぶだよ、と微笑ほほえむ。

　そうすると、ヴァジルは握り込んでいたこぶしを緩ゆるめ、はにかんだように笑った。

「子供たち。ここからは大人の話だ。そろそろ部屋に戻もどりなさい」

　その時、まるで留依とヴァジルの間に割って入るように侯爵が言ったので、ヴァジルはムッと不満顔になった。

「……やだな。もうちょっといたいな」

　父親に聞こえないようにか、小さな声でつぶやいた。留依の服の裾すそを摑んで、ヴァジルはぐねぐね身を捩よじる。けれど「駄だ目めだ」と硬かたい声が言い、ヴァジルはしゅんと肩かたを落とした。

　アリンは大人しくソファから降り、ヴァジルも渋しぶ々しぶという様子でにじり降りる。ホレスが部屋の外へ行って呼びかけると、間もなく若い女性の使用人が現れ、子供たちをどこかへ連れて行った。

「またね、ルイ」

「また後でね」

　名残なごり惜おしそうに留依を振ふり返る子供たちに、留依も「後でね」と手を振った。

　侯こう爵しやくは、そんな子供たちをじっと見つめていたが、子供たちがいなくなると緊きん張ちようが解けたようにそっと息を吐はいた。それからゆったりと足を組む。

　それが何となく、邪魔者を追い出したというような態度に感じて、留依は子供たちが相変わらず瘦やせていたのを思い出した。

　子供たちが言っていたように、父親である侯爵は一年の半分以上を王都で過ごしている。どうして子供たちだけが、遠く離はなれた領地で暮らしているのだろう。食事をじゅうぶんに与あたえないのはどうしたわけか。

　留依も、侯爵にいろいろと聞きたいこと、言いたいことがあった。

「店は休みだというのに、子供たちに食事を提供してくれたな。子供が瘦せていたからか」

　侯爵の方から話題を振ってきたので、ちょうどよかった。留依はうなずく。

「最初は、お腹なかを空すかせてうちの店を覗のぞいていたからです。美味おいしいって評判を聞いてきてくれて。でもお金がなくて食べられないって言うんで、賄まかないを食べさせたんです」

　身なりはいいのにお腹を空かせて、育ち盛ざかりなのに瘦せ細っている。心配になって、また来てねと言ったのだと、店であった出来事を打ち明けた。

「おうちでは、瓶びん詰づめとか缶かん詰づめしか食べていないって言うじゃないですか。お父さんとは離れて暮らしていると言うし。それで虐ぎやく待たいを疑ったんです。身体からだに痣あざを付けてくることはありませんでしたが」

　言いながら、ちらりと侯爵の背後にいるホレスを窺うかがう。気を悪くするかと思ったが、ホレスは穏おだやかな表情を浮かべたまま、少なくとも表面上は気分を害した様子はなかった。

「それでお二人を案じて、軽食や焼き菓子を持たせてくださったのですね。私も分けていただいたのですが、大変美味でございました」

　おっとりと言う。アリンたちが食事をきちんとしていないこと、留依の店でたびたび食べさせてもらっていることも、すべて知っていたようだ。

　子供たちからホレスの話を聞くが、彼らはこの初老の家令を心から信しん頼らいしているようだった。

　それでは虐待などではなく、子供たちが食事をできない何か、理由があるのだろう。

「息むす子こたちが食事をしないことについて、私もホレスも、それにこの屋や敷しきの使用人も皆みな、憂ゆう慮りよしていた。しかし、解決策が見つからなくてな。ところが息子たちは、お前の店では喜んで食事をするようだ。ルイが作った料理なら、安心して食べられるらしい」

　アリンも自ら言っていたが、子供たちは大人の目を盗ぬすんで高台の森を抜ぬけ、勝手に街まで下りていた。

　一度目ですぐホレスに見つかり、ホレスにだけは行き先を話す、という約束で外出が許可された。二度目以降は、店の外に護衛も付いていたらしい。ホレスが子供たちから聞いた話を逐ちく一いち、侯爵に伝えて、それで侯爵も留依の店に興味を持ったようだ。

「普ふ段だんなら、お尻しりぺんぺんではすまない所業だが。しばらく様子を見ることにしたのだ」

「お尻ぺんぺん……」

　侯爵の口から出るとは思わなくて、ぶっと吹ふき出してしまった。相手は、何がおかしいのかと首を傾かしげる。無表情なのがまたおかしい。もしかして侯爵は、天然なのだろうか。

「いえ、なんでも。すみません。お子さんたちが家で食事をしないのは、どうしてでしょう」

　どうにか笑いをこらえ、留依は話を戻した。

「子供たちが元は、王都で暮らしていたことは聞いているか？」

「いいえ。子供たちからは何も」

　結局、ほとんど聞けずじまいだった。

「昨年まで、息子たちは王都で私と暮らしていた。セアルトにやるきっかけになったのは、私が毒殺されかけたことだ」

　留依は驚おどろき、手にしようとしたティーカップをソーサーに落としてしまった。カチャン、と茶器が大きな音を立てる。

「大丈夫だったんですか。お身体は」

　問題ない、と静かに侯爵は答えた。

「口に含ふくんですぐ気づいた。しばらく寝ね込こんだが。子供たちはそれを目の前で見ていた」

　寝込んだなんて、問題ないとは言えない状態だが、ともかく侯爵は一命を取り留めた。

「当時、王都では政治のある地位を狙ねらって、諸侯たちの間で密かに闘とう争そうが起こっていた。細かいことは省くが、私がそれに巻き込まれたのだ」

　実行犯はすぐに捕つかまり、そこから主犯も辿たどって逮たい捕ほされた。裏で争っていた諸侯たちも大人しくなったので、宮きゆう廷ていは結果的に平和になったそうだ。

　しかし、父親が毒殺されかけたのを目にして、幼い子供たちは食事を怖こわがるようになった。

「私の妻はヴァジルを産んだ後、産さん褥じよくで亡なくなったのだが、死ぬ直前まで元気そうに見えたので、あれももしや毒殺だったのではないかと、噂うわさが立った。それを誰だれかが、息子たちに吹き込んだらしい」

　自分たちも殺されると思ったのかどうか。極きよく端たんに食が細くなり、特にアリンは父やホレス以外から与えられる食べ物以外、口にするのを嫌がった。

　医者から、環かん境きようを変えてみたらどうかという話になり、ヴァジルの身体が弱いこともあって、気候の変動が緩やかなセアルトに住まいを移すことにした。

　侯爵は仕事があって王都を離れられない。それでベテランの家令であるホレスが付いてきたのである。

　環境を変えたのが功を奏し、子供たちはここに来てすぐ、きちんと食事を摂とるようになったそうだ。

　ところが間もなく、ヴァジルが魚料理を食べて苦しむという事件が起こった。

　料理人はすぐに拘こう束そくされ、料理は徹てつ底てい的に調べられたが、何の毒物も検出されなかった。さらに、アリンがヴァジルの食べ残しを口にしていて、なおかつ無事であることから、毒物ではなく食あたりだと判断されたのだ。

　大人たちの間ではそう結論がついたものの、アリンとヴァジルはまた恐きよう怖ふに陥おちいった。

　アリンはまだ物のわかる年ねん齢れいだから、ヴァジルが食べた魚料理が、毒ではなかったとわかっている。でも理り屈くつでは理解しても、身体が嫌いやがるのだ。

　弟のヴァジルは去年の父の毒殺未み遂すい事件と自分の件を結び付け、家の料理には毒が入っていると思うようになった。

　料理人を替かえ、食事の場所を変えてと、あれこれ試行錯さく誤ごしてみるものの、子供たちは再び食事をしたがらなくなった。

　ホレスが苦心のすえ、瓶詰とか缶詰とか、きちんと封ふうがしてあるものなら毒が入る余地がない、と子供たちに理屈を説明し、密封されたものを目の前で開封して与えた時だけ、食べてくれるようになった。

　そんな事情があるから、料理人も子供たちの料理をしたがらない。子供たちが体調を崩くずした時、料理のせいにされてはかなわないと思ったようだ。

　それで、子供たちの食事はホレスと、先ほど兄弟を連れて部屋を出た若い女性が担当することになった。

　どうにか毎日食べさせてはいるものの、瓶詰と缶詰では栄養が偏かたよる。子供たちも飽あきてきて、食もどんどん細くなる。ヴァジルは以前にも増して風邪かぜを引きやすくなったし、王都で報告を聞く侯爵も心配していた。

　そんな時、子供たちは使用人の噂話を耳にして、留依の店へ向かったのだ。

　子供たちだって、本当は瓶詰や缶詰ではなく、温かいご飯を食べたかったのだ。いてもたってもいられなくなり、留依の店を覗いて、そこから交流が始まった。

　ホレスはすぐに兄弟が抜け出したことに気づき、問い質ただしたが、話を聞いてひとまず様子を見ることにしたらしい。

　侯爵もホレスから報告を受け、王都からセアルトに来てすぐ、留依の店に偵てい察さつに行った。子供たちが食事ができるようになった店がどんなものか、自ら確かめようとしたのである。

「子供たちの話通り、店主が善良で、子供たちへの親切も純じゆん粋すいな厚こう意いからだと理解した。しかるべき代金を払はらって定期的に食事を作ってもらえないか、正式に交こう渉しようをしようと思っていた」

　その後にすぐ、香かおりシダの件があり、マレビトとしての異能力を疑った。

　子供たちの件とは別に、留依を保護する必要があるのではと考えていたら、今度は留依の店が放火で全ぜん焼しようしたというではないか。

「お前の災難に付け込むようで心苦しいが、我われ々われに協力してくれないだろうか。ここで働いて給金を貯ためれば店を再建できようし、侯爵である私の庇ひ護ごがあると周囲に知れ渡わたれば、お前におかしなちょっかいをかける連中もいないだろう」

　侯こう爵しやくは膝ひざの上で両手を組み、じっと答えを待つように留依を見つめた。その後ろでホレスも、やや心配そうにこちらを見ている。

　留依は頭を懸けん命めいに働かせて考えてみた。

　父が毒殺されかけたのを見て、食事を怖がるようになったという、アリンとヴァジル。

　無理もない。大人の留依だって、同じ状じよう況きようだったら食事をするのが怖くなったはずだ。

　でも留依の作った料理なら、食べてくれる。きちんと毎日食事ができたら、身体もふっくらして、そのうち食べることも怖くなくなるかもしれない。

　留依だって、店でお腹なかいっぱい食べて、満足そうにしている二人の顔を見るのが好きだ。

　それに侯爵の話を断ったとて、留依にはこの先の当てがない。リサはうちに住めばいいと言ってくれたけれど、それだっていつまでも厄やつ介かいになるわけにはいかない。

　保険も入っていないし、マレビトとしてもらった給付金の残りと、店の儲もうけが留依の全財産だ。それだって、店を再建するほどの金額ではない。

　毒を見分ける異能力は、まだ秘ひ匿とくしておいた方がいいと侯爵は言う。そのことも、侯爵からもっと話を聞いて助力を仰あおぎたい。

　こんな能力、役に立たないだろうと思っていたが、毒殺未遂の話を聞いた後では感想が違ちがってくる。もしかしたら、自分が思っていた以上に厄介な力かもしれない。

　どれ一つ取っても、侯爵の申し出を断る理由は見当たらなかった。

「わかりました。やらせてください。お二人の専属料理人に雇やとってください」

　留依は言って頭を下げた。顔を上げると、侯爵の視線とぶつかった。硬かたく凍こおり付いたように見えた表情が、ふわりと和なごむ。

「ありがとう」

　その瞳ひとみの色が、子供たちよりも薄うすい青だと今、気がついた。澄すんだ瞳に視線が吸い寄せられる。胸がコトリと、おかしな音を立てた。










　燃えた店は、侯爵が人を手配してすっかり片付けてくれた。燃え残った資材は、異世界からもたらされた物質ということで、王都の機関で研究に使われるという。煤すすけた隣となりの店の改修も、侯爵が修理代を持ってくれた。

　おかげで留依は、近所に挨あい拶さつ回りをするだけで良かった。それもホレスの助言を受けて、手て土産みやげを持って行った。留依一人だったら、何をするにも困難だっただろう。

　侯爵家に雇われたことを告げると、リサやヒューをはじめ、近所の顔なじみの人々はみんな喜んでくれた。

　子供たちのことは侯爵の要よう請せいで伏ふせていたから、侯爵がマレビトを気の毒がって、同情から雇ったのだと解かい釈しやくされたようだ。

　リサたちの侯爵への評価はさらに高まって、「さすが侯爵様」と言っていた。

「侯爵様のお屋や敷しきで働いていたと言ったら、王都でも通用するよ」

　貴族の屋敷の専属料理人だったというのは、留依たちの世界でいうと、有名ホテルのシェフをしていた、というくらい箔はくがつくようだ。

　それも諸侯たちの中でもっとも有力な貴族の一人、ヘイゼル侯爵の屋敷だから、三ツ星ホテルのシェフ、といったところだろうか。

　留依が目指していたのは街の洋食店なので、過分な箔は必要ないのだけど、それでも後ろ盾だてや経歴があるに越こしたことはない。

「偉えらい料理人様になっても、たまには遊びに来ておくれ。どうせ目と鼻の先なんだから」

　自分の雑貨店からも見える侯爵邸ていの高台を指して、リサが言った。休日には遊びに行くと約束して、留依は半年世話になった人々と束つかの間の別れを惜おしんだ。

　街での挨拶回りや火事の検分がすっかり終わると、侯爵邸でそれまで寝起きしていた客間から、新しい部屋に移された。

　兄弟の部屋から近い場所にある。ホレスや子供たちの侍じ女じよなど、一部を除けば、使用人はほとんど使用人用の別べつ棟むねに部屋を与あたえられるという。料理人も例外ではないというから、留依は戸と惑まどった。

「ルイさんには、お子様たちの料理だけでなく、配はい膳ぜんもお願いしたいんです。あと、できれば料理以外の時もお二人と過ごす時間を設けていただきたいと……」

　最後の方を濁にごすように、申し訳なさそうに口にしたのは、アリンとヴァジル付きの使用人、コリンナだった。侯爵に呼ばれた時、子供たちを部屋から連れ出した若い女性だ。

　彼女はセアルト出身の二十歳はたちで、二年前からこの屋敷で働いているそうだ。子供たちが懐なついているので、いつの間にか専属になったらしい。

「料理人にこんなこと頼たのむのは、もしかしたら失礼かもしれないんですけど。その、ご兄弟はルイさんに懐いてて。お父様は仕事ばっかりだし、どうも寂さびしいみたいなんです。だからちょっとでも空いた時間にお相手してもらえたらいいなって」

　最初のうち、コリンナは留依の前でひどく恐きよう縮しゆくしていた。それでも、父親が多た忙ぼうで寂しい兄弟を気き遣づかって、少しでも時間を取ってもらえないかと留依に頼み込んできた。

　アリンたちと一いつ緒しよにいるところを見たが、子供たちもホレスと同じくらい、コリンナを信しん頼らいしているようだ。きっと気立てのいい子なのだろう。

「もちろん。俺は子供たちの専属料理人だから。他ほかの料理人より時間もあるし、店にいる時みたいに子供たちと一緒に過ごせたらいいなって思ってたんだ」

　留依が笑え顔がおで答えると、コリンナはホッとした顔を見せた。留依とて社交辞令ではなく、本当に子供たちと過ごしたいと思っていたのだ。

　この侯爵邸には、留依の他にも料理人が数名いる。いずれも貴族の屋敷で長年働いていたとか、王都の有名料理店にいたとか、経歴の立派な人たちばかりだ。

　侯爵家の料理人ということで、本当ならその腕うでを大いに振ふるえるところだが、ここにいるのは幼い子供たちだけ、その子供たちも瓶びん詰づめや缶かん詰づめしか食べず、使用人の賄まかないを作るだけの日々だったらしい。

　今は侯爵が滞たい在ざいしているのではりきっているそうだが、侯爵も外出が多い上、客を招くわけでもない。やはり腕を持て余しているのだとか。

「侯爵家の料理人っていうのも、大変なんだね」

　出世欲や向上心のある料理人にしてみれば、いささか甲か斐いのない職場かもしれない。同情して言うと、コリンナは「さあ」と肩かたをすくめた。

　彼女は留依が気さくな街の料理人だとわかって、すぐに怯おびえた態度を改めた。

「あの人たち、職業意識が強いっていうか、料理人の矜きよう持じが強くて。ひとかどの料理人だって自負があるんでしょうね。幼いお子様たちにちっとも寄り添そってくれないんですよ」

　愚ぐ痴ちるように言い、そばかすだらけの鼻に皺しわを寄せた。

　俺たちは料理人で子こ守もりじゃない、というのが彼らの言い分だったようだ。子供たちが食事を食べてくれず、プライドを刺し激げきされたのもあるのだろう。コリンナが子供たちの食べやすい食事を提案しても、どうせ子供の舌じゃ本当の料理はわからない、などと言って取り合ってくれなかったそうだ。

　そんな頭の固い、頑がん固こ職人ばかり見てきたので、コリンナも最初は留依に対して警けい戒かいしていたらしい。

「どこの世界も変わらないんだなあ」

　留依がいた世界も、そういう人たちはいた。幸い、留依が勤めたのはどこもリーズナブルで庶しよ民みん的な店だったので、それほどプライドの高い人たちはいなかった。

　それでもやっぱり、気難しい人はいたし、留依の専門学校時代の同級生で、一流ホテルや格式高いレストランに就職した友人たちは、厳しい上下関係に苦労していた。

　留依も街から侯爵邸に戻もどってすぐ厨ちゆう房ぼうに挨拶に行ったが、新参者に対する冷ややかな、それでいて値ね踏ぶみするような視線には覚えがあった。

「けど、ずっと気楽にやってきたから、あの厨房で働くのはしんどいな」

　思い出してついこぼしたのだが、コリンナは「大だい丈じよう夫ぶですよ」と請うけ合った。

「ルイさんが二、三日休んでいる間に、旦だん那な様が子供部屋の近くに、小さな厨房を増設するそうです。ルイさん専用の」

　初めて聞く話にびっくりした。いや、街から戻ってきたら、三日ほど休養するようにと侯爵から言われていた。

　しかし、留依専用の厨房を作るとは聞いていない。まさかとコリンナの話を疑ったが、本当だったようだ。

「ここの厨房は大きすぎますし、他の料理人がいてはお互たがいやりにくいでしょう。お子様たちの部屋からも遠いですしね。それに、ルイさんの店に近い造りにした方が、安心して食事ができるのではないかと、旦那様がご提案されたんです」

　ホレスが後から説明してくれた。

　侯こう爵しやくは実際に留依の店に足を運び、カウンター席で食事をしてみて、子供たちが安心して留依のご飯を食べるのは、厨房が覗のぞけるからではないかと分ぶん析せきしたらしい。

　料理を作る作業は見ていて面おも白しろいし、子供たちは興味を持つ。目の前で作ったものを食べるから、安心感がある。

　そこで留依の店を真ま似ね、子供用の食堂と厨房を作ることにしたらしい。

　ホレスの話を聞いて納なつ得とくした。侯爵は、息むす子こたちのことを心配し、心を砕くだいているのだ。虐ぎやく待たいを疑ったりして、申し訳ないなと思った。

　厨房と食堂は、留依が休養している間に完成するそうで、それまでゆっくりしてくださいと言われた。

　別の使用人に屋敷をあちこち案内してもらい、説明を受けた後は自由な時間となった。

　これから今日を入れて三日間、休養するように言われている。

　休養といっても、身体からだの方はぴんぴんしている。捻ねん挫ざだって、無理に歩き回ったりしなければすぐよくなると医者が言っていた。

　与えられた個室にはバストイレが完備され、ホレスが気を利きかして服も何着か用意してくれていた。さらに、ホレスの下に使用人たちをまとめる使用人頭がしらの女性がいて、足りないものや困ったことがあれば、彼女に相談すればいいという。

　至れり尽つくせり、ありがたいことだ。しかし、三日もすることがない。

　自分の部屋に戻り、とりあえず風ふ呂ろに入るともう、他にやることがなかった。窓の外の日は沈しずみかけていたが、夕食の時間にはまだ少し間がある。

「暇ひまをつぶすにしても、本も焼けちゃったんだよな」

　自宅部分にあった、元の世界から一緒に来た本や雑誌も、なくなってしまった。そういえば家族のアルバムや、自分が料理人になってから書き溜ためていた料理の覚え書きも。

　一人になって落ち着いたせいだろうか。それまで、まるで他人ひと事ごとのように思えていた火事のことが、急に現実となって身に迫せまってきた。

　持っていたものは、何もかも燃えてしまった。火事の現場に戻る前は、もしかして燃え残ったものがあるかもしれないと期待していたのだが、大事なものは何一つ残っていなかった。使い込んだフライパンですら、爆ばく風ふうで破損して使えなくなっていた。

　あの店で暮らした月日は短い。あの建物は山崎が見つけた物件で、それほど愛着を持っていたわけではなかった。

　でも、留依と一緒にこちらの世界に迷い込み、不安や戸惑いを受け止めてくれていたのだ。

　家ごと移ってきたのでなければ、留依はこんなにすぐにこちらの世界に馴な染じめなかっただろう。店だってできなかった。

「……っ」

　なくなったものを思い返してもどうしようもない。わかっているけれど、それでも思い出してしまう。

　あれもあった、これもあった。なのにどうしてなくなってしまったのか。リサたちからドルフの話を聞いた時、もっと真しん剣けんに考えれば良かったのだろうか。

　後こう悔かいしても時間は元に戻らないのに、ああすればよかったと何度も繰くり返し考えてしまう。

　どうにもならないことが悔くやしくて、悲しくて、この気持ちをどこにぶつければいいのかわからなかった。

　涙なみだがひとりでにこぼれ、留依は喉のどの奥からせり上がる嗚お咽えつを嚙かみしめた。

「……大丈夫か」

　そんな時、背後から急に声がかかったので、文字通り飛び上がってしまった。

「わあっ」

　声を上げて飛び退すさる。部屋の戸口に、いつの間にか侯爵が立っていた。

「わっ、あっ、申し訳ありません」

　侯爵は変わらぬ無表情のまま、留依をじっと見つめていた。

「こちらこそ悪かった。お前が店から戻ってきたというので、様子を見に来た。外から声をかけたんだが。気配はすれど答えがない。暗いのに明かりもつけていないようだし、何かあったのかと思ってな」

　言われて、ようやく日が落ちていたことに気づいた。侯爵が、部屋の入口にある紐ひもを引くと、部屋が明るくなる。

　留依の家はボタン式のスイッチだったが、ここでは紐がスイッチらしい。そういう、細かい仕様の違ちがいにもこれから慣れなければならないのだ。

「すみません。みっともないところをお見せして」

　涙を指し摘てきされ、留依は慌あわてて目を擦こすった。途と端たんに、侯爵がずいと近づいてきて留依の手を摑つかんだので、びっくりする。

「擦ってはいけない。痕あとになるから」

　真面目まじめな顔でそんなことを言われ、面めん食くらったが、侯爵の優やさしさに気づいて胸がきゅんとうずいた。

「何かあったか……というのは愚ぐ問もんだった。火事を思い出したのか」

　静かな口調に、素す直なおにうなずいた。

「今まで何ともなかったんですけど、一人になったら急に思い出しちゃって。大事な、思い出のものなんかも、ぜんぶ燃えちゃったなあって……すみません」

　口にしたらまた悲しくなり、ぽろりと涙がこぼれた。

「謝ることはない。辛つらかったな。私は同じ経験がないから想像するしかないが、涙が出るのも当然のことだ」

　無表情だし、声も口調も硬かたい。でも留依には、侯爵が心から留依を労いたわってくれているのがわかった。青い瞳ひとみがじっと、気がかりそうにこちらを見つめていたからだ。

「ある日突とつ然ぜん、異郷に迷い込んだにもかかわらず、気丈にも自らの力で生きてきたお前はえらい。なのにそうして築いたものを、逆さか恨うらみで奪うばわれたのだ。泣いて、恨んでいい」

　静かな声が心の奥にしみる。留依は思わずまた、涙をこぼした。

　思い悩なやんでも仕方ないと、自分を納得させようとしていた。でも、泣いて恨んでいいと肯こう定ていしてもらって、ようやく胸のつかえが下りた気がする。

　留依は心のわだかまりを吐はき出すように、涙をこぼし続けた。侯爵は黙だまってそれを見守ってくれる。不思議と気まずさは感じられなかった。

　どれくらい泣いただろうか。涙も次し第だいに止まり、靄もやのかかっていた心が妙みようにすっきりしているのに気づいた時、侯爵が不意にこちらへ向かって手を伸のばした。

　何だろうと思ったら、留依の頭を撫なでる。優しいけれど、ぎこちない仕草だった。

　留依がびっくりして相手を見返すと、侯爵も目を見開いた。気まずそうに、ソロソロと手が引っ込められた。

「……こうするといいと、ホレスが言っていたのだ。安心するらしいと」

　違ったか、と口の中でつぶやく。ホレスのそれはもしかして、小さな子供のための対処方法ではないだろうか。

　侯爵の目が、恥はじ入るように伏ふせられる。他ほかの表情筋は何一つ変わっていないのに、目だけが雄ゆう弁べんだった。留依はたまらず、ふふっと笑いを漏もらした。

　ギョッとしたように侯爵がこちらを見る。でもやっぱり目元以外は変わらないので、留依はおかしくなってなおも笑ってしまった。

「なぜ笑う」

　怒おこるというより戸と惑まどった口調で、侯爵が言った。

「すみません。いえ、ありがとうございます。侯爵様が俺を慰なぐさめようとしてくださってるのが、嬉うれしくて」

「嬉しい、という笑いではないな、それは」

　じろりと留依を横目で睨にらみ、不ふ貞て腐くされたように言うのが可愛かわいらしい。そう思うと、自然に笑えみがこぼれる。

「いえ、本当に嬉しいんです。笑ってしまったのはその、侯爵様の仕草がぎこちなくて、可愛らしいというか……すみません」

　可愛らしい、という言葉に反応し、侯爵が目元を赤くして軽く留依を睨んだ。

「お前は変わっているな。可愛いなどと言われたのは初めてだ」

　それから、ふん、と鼻を鳴らしてそっぽを向く。

「だが、元気が出たのならよかった」

　最後のその言葉に、留依はじんときた。この人は、なんて優しいのだろう。

「ありがとうございます、侯爵様。俺、このお屋や敷しきに雇やとってもらって良かったです」

　辛いことばかりではない。もうだめだと思ったら、そのたびに救いの神が現れる。自分は恵めぐまれている。

　侯爵のおかげで、自分の幸運に気づくことができた。あのまま一人で泣いていたら、いつまでもウジウジ落ち込んでいただろう。

　自分を雇ってくれただけでなく、こうして気き遣づかってくれる侯こう爵しやくの優しさに心から感謝した。

「その、侯爵様というのはやめてくれ。ルシアンでいい」

　侯爵は言って、どこか気まずそうに留依の微笑ほほえみから視線を外した。

「では、ルシアン様とお呼びします」

　ルシアンは、うん、と小さくうなずく。

「ルシアン様のおかげで、元気が出ました。ありがとうございます」

　留依が笑顔で謝意を述べると、ルシアンはぱしぱしと何度も瞬まばたきし、不思議なものでも見るかのように、しばらく留依を見つめた。

　しかしやがてまた、ふいっと気まずそうに逸そらされる。いや、と口の中でつぶやいているのがかろうじて聞こえた。照れているのかもしれない。

　無表情でちょっと不器用な侯爵に、留依はますます好感を持った。










　ルシアン・ヘイゼル侯爵は、三十三歳。先代侯爵である父の急きゆう逝せいに伴ともない、二十一歳で爵位を継ついだ。

　母はそれより前に亡なくなっているという。

　妻は伯はく爵しやく令れい嬢じようで、政略結けつ婚こんだったようだ。二十歳はたちで結婚しているが、妻はもっぱら実家のある伯爵家の領地で過ごすことが多く、王都の社交界にも滅めつ多たに顔を出さなかった。

　妻が王都で暮らすようになったのは、アリンが生まれてからだ。その後も実家と婚家を行ったり来たりし、ヴァジルを産んで数か月後に亡くなった。

　妻を亡くして五年。若き侯爵に後妻を取らせようとする動きもあるが、本人にその気はないようで、独り身を続けている。

「王都でも、堅かた物ぶつだって噂うわさだそうですよ。私たち使用人にはお優しい方ですけど、いつもお顔が変わらなくて、近寄りがたく感じるんですよね」

　コリンナに尋たずねると、おしゃべり好きの彼女はいろいろ教えてくれる。何気なくルシアンについて聞いてみたら、一連のプロフィールを語ってくれた。

　今日は休養の最終日だ。子供部屋の近くにあった空き部屋に厨ちゆう房ぼうが作りつけられ、明日あしたまでに完全に作業が終わるという。

　留依の足もすっかりよくなって、今日はホレスに許可をもらい、朝から街の市場へ調理器具や調味料、保存のきく食材を買いに出かけた。

　冷蔵庫の設置が終わっていないので、生せい鮮せん食品はまた明日の朝に買い出しに行く。

　そうしたらいよいよ、子供たちの食事作りが始まる。アリンもヴァジルも、これから毎日留依のご飯が食べられると知って、心待ちにしているそうだ。

　留依は買い物を終えた後、コリンナから子供たちのスケジュールを細かく教えてもらい、食事の予定を立てている。

　子供たちは六歳と五歳だが、もう家庭教師が付いているのだそうだ。

　勉強や剣けん術じゆつの授業なんかもあって、ずっと遊んでいられるわけではない。留依たちの世界だったらまだ幼よう稚ち園えんなのに、貴族というのも大変だなと思う。

　子供たちとは毎日顔を合わせるが、ルシアンとは、泣き顔を見られて慰められたあの日から、会っていない。忙いそがしい人なのだ。

　あの日、ルシアンは留依を慰めて去っていった。その後、コリンナが部屋まで夕食を運んできてくれた。使用人は専用の食堂があるのだが、留依はまだ身体からだの調子がよくないようだからと、ルシアンの指示があったらしい。

　たぶん、留依が泣き腫はらした目をしていたからだと思う。そういう気遣いも嬉しくて、思い返すたびに胸がきゅうっと切なくなる。

（あの人、カッコいいしなあ）

　見み惚とれるような美形で、無表情で不器用で、でも情が深く優しいなんて。女の子じゃなくてもときめいてしまうのは仕方ない。

「旦だん那な様は素す敵てきな方なのよね」

　留依の内心を代弁するかのように、コリンナが言った。もうスケジュールの打ち合わせは終わっているのだが、お茶を飲みながらおしゃべりをしている。

　この屋敷には使用人のための食堂の他、お茶を淹いれたりする給湯室もある。給湯室にはお茶を飲むスペースも用意されていて、留依たちはそこでお茶を飲んでいるのだった。

「旦那様に憧あこがれてる使用人も多いの。でもこっちのお屋敷には年に二度くらいしか滞たい在ざいしないし、本人があの通りじゃない？　みんなすぐ諦あきらめるのよね。男色家かしらって噂もあったらしくて、男の使用人も色めき立ってたんだけど、そうでもないらしいし」

　おしゃべりといっても、喋しやべるのはほとんどコリンナだ。でも、留依が知らないことをあれこれ話してくれるので、留依は興味深く聞いている。

　彼女の話を聞くに、この国では同性愛もさほど偏へん見けんなく受け入れられているようだ。結婚は男女のもののようだが、貴族たちの中には結婚相手の他に、同性の恋こい人びとや愛人がいることも珍めずらしくはないと、コリンナのおしゃべりから学んだ。

　ゲイとしては、それほど生きづらくない世界のようでありがたい。

　ルシアンによこしまな目を向けないよう気を付けるつもりだが、憧れくらいは許されるのではないだろうか。

　彼はあとひと月くらいはここに滞在するようなので、遠くから目の保養をさせてもらおうと思っていた。

　まだ、失った家のことを考えると泣きたくなるけれど、ルシアンのおかげでずいぶん気持ちが浮ふ上じようしている。

　ルシアンだけでなく、ホレスやコリンナ、子供たちも心配してくれた。リサたちは、いつでも遊びにおいでと言ってくれた。

　これだけの人に支えられているのだ。前を向く気になれた。

　留依は休養日を終え、翌日は夜明けから張り切って市場へ出かけた。

　子供たちの好物はすでに調査済みだ。今日の分の食材を買い込んで屋敷に戻る。こうして買いに行かなくても、屋敷には食料を調達する業者が出入りしている。でもそちらは厨房の料理人たちと共通で、食材を分けてもらう、という形になる。

　しがらみもありそうだし、自分で自由に選びたいので、留依は市場で買うことにしたのだ。

　朝ご飯は、サンドイッチと野菜のスープ、それに果物だ。状じよう況きようを見て、増やしたり減らしたりすればいい。でもお屋敷で最初に作る料理なので、果物を可愛くカットしたり、サンドイッチはロールサンドにして食べやすくしたりと、工く夫ふうしてみた。

　スープを温めていると、子供たちが厨房の隣となりにある食堂にやってくる。

「いい匂においがする」

「あっ、なにこれ！　猫ねこさんの形してる」

　コリンナに伴われてやってきた兄弟は、最初は眠ねむそうに目を擦こすっていたが、テーブルに並んだ皿を見るなり、はしゃいだ声を上げた。

「おはよう、アリン。ヴァジル」

　留依が挨あい拶さつすると、二人は「おはよー！」とにっこり笑って返してくれる。今日も可愛い。

　本当なら、アリン様、ヴァジル様と呼ばなければならないところだ。留依もこの屋敷に来てすぐはそう呼んだのだけど、子供たちにひどく悲しい顔をされてしまった。

　街にこっそり通っていた時は友達だと思っていたのに、急にかしこまられて戸と惑まどったらしい。

　ホレスと相談し、ルシアンに許可をもらって、他ほかに人がいない時は今までどおり呼び捨てで通すことにした。そのかわり、人がいる時はきちんと敬けい称しようを付けると、子供たちにも言い聞かせてある。

「この緑のなーに？」

「ルイ、ルイも一いつ緒しよに食べるよね。コリンナは？」

　二人は次々に質問を繰くり出しながら、自力で椅い子すによじ登る。

「緑のはそら豆のスープ。二人とも、そら豆が好きって言ってたから。俺も一緒に食べるよ。コリンナは用事があるから後で」

　コリンナはいたずらっぽく留依に目配せすると、食堂を退出した。

　彼女は他にも仕事があるし、留依がいるこの時間は、子こ守もりから解放される時間なのだ。二人に一日中付き従っているのは想像するだに大変そうだ。留依もできるだけ、子供たちと時間を過ごそうと思っている。

　子供たちは二人とも、朝から食欲旺おう盛せいだった。サンドイッチを嬉うれしそうに食べ、スープをおかわりした。可愛かわいく切った果物を名残なごり惜おしそうに食べる。

　美味おいしかった、と満腹のお腹なかをさすって言われた時は、両手を上げて喜びたい気分だった。

「えらい。たくさん食べたね」

　留依が褒ほめると、兄弟は顔を見合わせてから、ふふっとくすぐったそうに笑った。

　後片付けを手伝って、留依と話をしながら一休みすると、もう家庭教師の時間だった。名残惜しそうに手を振ふる子供たちに、こちらもちょっと寂さびしく思いながら手を振り返す。

　午前中いっぱいはそうやって勉強をして、お昼ご飯の後に軽く昼ひる寝ねをした後、今度は剣術などの身体を動かす授業があるそうだ。子供たちは、この午後の昼寝の時間を使って街に繰り出していたらしい。

　そこまでして、アリンたちもちゃんと物を食べたかったのだ。

　留依はもう、子供たちがお腹を空すかせることがないようにしたいと思った。

　それから留依は毎日、子供たちの食事を工夫して作り続けた。美味しいのはもちろん、どうせなら楽しいのがいい。

　彩いろどりや子供たちの喜びそうな見た目を意識して、盛り付けも考えた。料理をしない間は、新しいノートに案を書き付け、メニューの研究に勤いそしむ。

　店をやっている時もそうだったけど、お客がどうしたら喜んでくれるか、試行錯さく誤ごしてメニューを考えるのが留依は大好きだ。

　毎日、目新しい料理と定番の料理を織り交ぜ、子供たちも今日のご飯は何だろうと、楽しみにしてくれているようだ。

　毎食、すべて完食し、食べる量も少しずつ増え、体重も増えた。一週間も経たつと顔色もよくなり、朝はコリンナが起こさなくても自分たちで起きるようになった。

　以前は午前中の家庭教師の時間から、気だるそうにしていたのに、目に見えて元気になったという。

　この変化には、留依も驚おどろいた。食って大事なんだなあと、改めて考える。

　子供たちの食事を作り始めて一週間目の夜、ルシアンの書しよ斎さいに呼ばれた。ホレスを通じて改まって呼ばれたので、何を言われるのかとドキドキしたのだが、留依を労ねぎらう目的だったらしい。

「子供たちが毎日、喜んで食事をしていると聞いた。おかげでずいぶん元気になったようだ。よくやってくれた。ありがとう」

　そう言って頭を下げたので、留依は慌あわてた。

「いえ、俺もお子様たちが喜んでくれるので、毎日作り甲が斐いがあって楽しいんです。ルシアン様、良い仕事を与あたえてくださって、本当にありがとうございます」

　毎日が楽しくて、店が燃えたことをくよくよする暇ひまがない。だいぶ吹ふっ切ることができた。ルシアンと子供たちのおかげだ。

　留依も礼を言うと、ルシアンは軽く目を細めた。使用人がお茶を持ってきて、留依は書斎の中央にある立派なソファテーブルに席を勧すすめられた。向かい合わせに座り、いささか緊きん張ちようしつつ、ルシアンとお茶を飲む。

　お茶うけなのか、テーブルにはナッツ類を盛った皿が用意されていた。

「楽しんで仕事をしているのなら良かった。お前のような立派な料理人からすると、子供のための料理などつまらないのではないかと思ってな」

「立派だなんて。俺は庶しよ民みん向けの料理人ですから。元の世界でも大衆食堂に勤めてましたし」

「だが基本はしっかりしている。料理人の学校に通っていたと、言っていたな」

　留依はうなずく。この屋や敷しきに雇やとわれる際、簡単な経歴を説明していた。

「自分の腕うでにはそれなりに自信をもってやっています。でも、子供向けの料理だって、つまらなくないですよ。むしろ小さい子の方が匂いや味に敏びん感かんですし。盛り付けの勉強にもなります」

　決して馬ば鹿かにした仕事ではないと思う。留依が言うと、ルシアンは「そうか」とうなずいた。

　口の端はしが、ほんの少し、本当にちょっぴり、引き上がった気がする。

（笑った……？）

　わかりにくいが、たぶん微笑ほほえんだのだろう。ハシビロコウ並みの無表情だから、貴重な一いつ瞬しゆんだ。ルシアンが口を開いて、その微笑みはすぐに消えた。

「今日は、子供たちは何を食べたのだ」

「今日ですか。えっと、朝は小さなパンケーキです。キイチゴの温かいソースをかけて。それからサラダとゆで卵。昼はヴァジル様の希望で、オムライスにしました。ヴァジル様のお気に入りなんです。それから夜は、牛すね肉のシチューのパイ包みをメインに出しました」

「牛すね肉……シチューのパイ包み」

　ルシアンは留依の献こん立だてをつぶやき、じっと宙を見つめた。それから不意に、ナッツの皿に目を落とし、いくつかナッツをつまむ。留依の視線に気づくと、「お前も食べるか」と、留依に勧めた。

「あ、いえ。ルシアン様は、ナッツがお好きなのですか」

　会話の糸口として言ったのだが、ルシアンはこちらの予想に反して、「いいや」と首を横に振った。

「あまり好きではない。というか、食べ飽あきた」

　言いながら、立て続けにナッツをつまんで口に入れる。言葉と行動がちぐはぐだ。

「だが、栄養価が高いし、手軽に食べられる。忙いそがしい時でもすぐ口にできるし」

　そうしてまた、一つ二つとナッツを食べた。留依はその動作を見て、ある可能性に思い至る。

「もしかして……それがルシアン様の今夜のお夕食ですか」

　推測を言葉にすると、ルシアンはこくっと首しゆ肯こうした。

「朝食や昼食は、食べてらっしゃるのでしょうか」

　まさか三食これでは、と恐おそれを抱いだく。留依の心配に気づいたのか、ルシアンはちょっとだけ胸を張った。

「健康には気を遣つかっているぞ。仕事をするにも身体からだが資本だからな。毎日、鶏とりのむね肉と野菜を食べている。鶏むね肉、あれは健康にいい。穀物はあまり食べない。食後に眠くなるし、食べ過ぎると太るからな」

　筋肉でも育てているのかな、というようなストイックな食生活だ。

「お仕事が忙しいんですね」

　ルシアンの食生活を聞いていると、確かに栄養に気は遣っているのかもしれないが、効率重視、という感じが伝わってくる。

「仕方のないことだ。とはいえ、あまり働きすぎるとホレスがうるさい。早めにここでの仕事を片付けて、後半は少しゆっくりしようと思っている」

「いいですね。お子様たちとの時間も持てるでしょうし」

　子供たちが店に来ていた頃ころ、夏になったら父様が来るんだ、と嬉しそうに言っていた。父親とゆっくり過ごせるとわかれば、アリンとヴァジルも喜ぶのではないか。

　留依は何気なくそう言ったのだが、ルシアンは「それは、どうだろうな」とつぶやいた。

「あの子たちは、私がいない方がのびのびできる」

　それは違ちがうのではないか、と思ったが、ルシアンの口調があまりにもきっぱりしていて、咄とつ嗟さに反論することができなかった。

「王都では窮きゆう屈くつそうだった。今の方がゆったり過ごせるのだから、私はあまり顔を見せない方がいい」

　拗すねたり、不ふ貞て腐くされているのではなく、本当にそう思っているようだった。

　何か行き違いがありそうだが、何も知らない留依がここで、軽々しく口にはできない。

「遅おそくに呼び出してすまなかった。これからも子供たちを頼たのむ」

　ルシアンが締しめくくった。目が伏ふせられ、長いまつげが白はく皙せきの美び貌ぼうに影かげを落としている。どこか寂しげに見えるのは、留依の考えすぎだろうか。

　挨あい拶さつをして書斎を後にする。留依はそろそろ寝る時間だが、この人はまだこれから、仕事をするのかもしれない。

　部屋を出る直前に見たルシアンの顔が、やはり寂しげに感じられ、留依の心にいつまでも残り続けた。
















　翌日、ルシアンと子供たちの関係について、ホレスに尋たずねてみた。

　ホレスはもともと王都にいて、ルシアンが子供の頃から仕えている人だ。ルシアンに向ける眼まな差ざしが時おり、息むす子こに向けるそれのようだったし、ルシアンもホレスに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せているようだ。

　だからこそ、子供たちをセアルトに行かせる際、ホレスを付けたのだろう。

「ルイさんも気づきましたか。そう、もちろんアリン様もヴァジル様も、お父様が大好きです。でもお互たがい、遠えん慮りよがあるようでしてね」

　ホレスもまた、ルシアンたちの親子関係について気がかりだったようだ。ルシアンも、それに子供たちも、お互いのことを気遣って遠慮してしまい、近づけずにいるのだという。

　それにはルシアンの成育環かん境きようも関係しているようだ。

「ルシアン様は、ヘイゼル侯こう爵しやく家唯ゆい一いつの跡あと取とりということで、非常に厳格に育てられたのですよ。小さな子供がよく、あれほどの重圧に耐たえられたと思います。おかしくなるか、歪ゆがんでしまってもおかしくないのに、真っすぐ善良にご成長あそばされました。いささか、気持ちを表に出すのが苦手ですが」

　昔はルシアンの両親、祖父母も健在で、彼らはみんな、侯爵家を将来背負って立つ、小さな子供に期待をかけた。

　今のヴァジルより幼い頃から、一日中みっちり家庭教師が付き、学問ばかりか武術に馬術と、息をつく間もなかった。

　朝起きてから夜寝ねるまで、言葉づかいや立ち居振ふる舞まい、ほんのちょっとした返事の仕方まで厳しく躾しつけられたそうだ。聞いているだけで息苦しくなる。

　やがて祖父母と母が相次いで亡なくなると、父は今までと打って変わって仕事に没ぼつ頭とうし、ルシアンに興味を示さなくなった。ルシアンの日常は以前より窮屈ではなくなったが、寂さびしい子供時代だった。

　ルシアンはしかし、寂しさに愚ぐ痴ちをこぼすことなく淡たん々たんと成長し、侯爵になってからも淡々と執しつ務むをこなした。

　子供の頃から決められた婚こん約やく者と結婚し、妻はほとんどを実家で過ごしたが、それにも文句を言わず好きにさせていた。

「それだけに、アリン様が生まれた時の喜びように驚おどろきました。奥様が間もなくヴァジル様をご懐かい妊にんされた時も、兄弟ができることが本当に嬉うれしかったようで」

　自分は一人で跡取りの重圧に耐えていたから、子供たちに同じ思いをさせたくなかったのだと、ルシアンはホレスに告げたという。

　侯爵家という重荷に立ち向かうのに、一人より二人、兄弟がいた方がいい。それは、孤こ独どくな幼少時代、ルシアン自身が共に耐える仲間を欲ほつしていたということだろう。

「ルシアン様はとにかく、自分が子供の頃に嫌いやだったことをお子様たちにさせたくないのです。それに、ご自分がアリン様たちに恐きよう怖ふ心や威い圧あつ感かんを与あたえていると思い込んでいるのです」

　いつの頃からか、きっかけはおそらく、些さ細さいなことだったのだろう。ルシアンは子供たちを遠ざけるようになったが、それは自分が子供たちを怖こわがらせていると思ったからだった。

　触ふれ合おうとしない父に、息子たちは寂しく思ったようだ。ホレスや周りの人間が「お父様はお忙しいから」となだめ、子供たちは父に遠慮するようになった。

　それもやはり、父を煩わずらわせたくないという気持ちからだ。

　そうこうしているうちに、子供たちはセアルトに移住することになった。親子はますます交流の機会を失ってしまった。

　お互いがお互いを思っているのに、すれ違っていて悲しい。

「私も、旦だん那な様がこちらに滞たい在ざいしている夏の間に、何とかしたいと思っているのですがね。周りの使用人に協力を頼もうにも、どうも旦那様は取っつきにくく思われているようで」

　ホレスのぼやきに、留依は苦く笑しようした。コリンナも言っていたが、あの無表情と美貌が、冷たく近寄りがたく思えるのだろう。

　使用人の多くはセアルト出身で、ルシアンとは年に数回しか会わない。彼の人となりを知る機会もないので、ただ不器用なだけだとホレスが言っても伝わらないようだ。

「確かに表情はわかりづらいですが、優やさしい方ですよね。俺にも親身になってくださいました」

　貴族のえらい人なのに、少しも居い丈たけ高だかに振る舞わない。そして火事に遭あって留依が辛つらい時、慰なぐさめてくれた。

　留依がそう言うと、ホレスは「そうでしょう」と、何度も強くうなずく。

「お優しい方なのです。当主となられた今も努力をされています。だからこそルシアン様にはもっと、ご自分の幸せを考えていただきたい」

　長年、成長を見守ってきたホレスにとって、ルシアンが孤独なままなのが歯がゆいのだろう。子供たちだって、父親に甘えられず可か哀わい想そうだ。

　何とかしたいと留依も思った。書しよ斎さいで見たルシアンの寂しそうな表情が忘れられない。

　親子を繫つなぐための、妙みよう案あんはないものか。

　その日の昼食時、留依は子供たちに、それとなくルシアンのことを尋ねてみた。

　ルシアンと遊びたくないか、と聞いてみたのだが、アリンはちょっと寂しそうに答えた。

「お父様、お忙いそがしいの。だから邪じや魔ましたらいけないんだ」

「わがまま言ったらいけないの」

　ヴァジルまでもがそんなことを言う。でもその表情を見ると、寂しがっているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　どうすればいいんだろうなあ、と留依は内心でため息をつく。しかし、子供たちが会いたがってますよ、と告げても、ルシアンはすんなり信じないだろう。

　昨日の口調からして、かなり根強い思い込みがありそうだ。

「確かに忙しそうだよね。食事をちゃんと摂とる時間もないみたいだし」

　セアルト滞在の後半には、少しゆっくりするつもりだと言っていた。それまでに子供たちとの仲が進展すればいいのだが。

「父様、ごはん食べてないの？」

　留依が何気なく口にした言葉を聞き、子供たちがびっくりしたような顔をした。

「いや、食べてはいるけど、こうしてゆっくり食事をする時間はないみたい」

　今日の昼ご飯は焼きうどんだった。街の屋台にあったのを、真ま似ねてみたのだ。日本にあった焼きうどんとは味付けが違うが、不思議と懐なつかしい感じがして留依はお気に入りだった。

　野菜と肉をたっぷり使い、調味料を炒いため焦こがした香こうばしい匂においのする焼きうどんは、子供たちも喜んで食べてくれた。

「ごはんおいしいのに」

「食べないと、元気出ないのにね」

　子供たちはお互いに言い、うなずき合っている。ご飯が美味おいしい、というのは嬉しい言葉だ。この一週間あまりで、二人はすっかり食事の時間が楽しみになっていて、ホレスやコリンナも喜んでいる。

　食事の大切さは子供たちも実感しているようで、ちゃんと食事をしていないという父を心配している。

「ルイのごはん食べたら、父様もちゃんとお食事するんじゃないかなあ」

　アリンが、ちらりと留依を窺うかがうように言った。

「ここの家の料理ね、あんまりおいしくないの。王都にいた頃ころはもうちょっと、おいしかったんだけど。だから、ルイが作ってあげたら、父様もおいしいって食べてくれるんじゃないかな」

　厨ちゆう房ぼうの料理人が聞いたら、目を吊つり上げて怒おこりそうだ。留依は苦笑いしてしまった。

　留依もここの料理人の賄まかないを何度か食べたことがある。賄いと言っても、下したっ端ぱの料理人が作るのではなく、料理長をはじめベテランの料理人たちが作っている。

　他ほかに毎日の仕事がないからだが、決して不味まずくはない。それどころか、美味しい料理だった。

　厳格に出汁だしを取り、煮に物ものは崩くずれないようきちんと形が揃そろえられている。食感や香かおりを考慮して献こん立だてが考えられていて、同じ料理人として留依も感心する。

　伝統的で格式高くはあるのだろう。素材の味を生かした丁てい寧ねいな味付けだ。

　ただ、良くも悪くも本格的で、どの料理も味の変化に乏とぼしいと感じていた。

　相手は、言うなれば星付きレストランで長年経験してきたベテランシェフだ。留依は異世界の出身であり、一いつ介かいの洋食店、しかもバイト時代を除けばまだ経験が十年にも満たない若造である。あれこれケチをつけるのはおこがましいとは思う。

　ただ子供たちのことを考えるなら、格式高いプロの料理ではなく、家庭的な料理を作る気配りがあっても良かったのではないだろうか。

　もっとも、そのおかげで留依は侯爵家に就職することができたのだが。

「父様も、ここでごはんを食べられればいいのにな」

　ふう、と大人びたため息をついて、アリンがつぶやいた。ヴァジルも「ね」と短く応じる。

　ここは子供たちのためだけの食堂だ。他に客を招くための大小の食堂と、家族だけで食事ができる食堂がある。ルシアンはきちんと食事をする時は、家族用の食堂を使っているらしい。

　家族用といってもそれなりに広さがあるので、一人の食事は味気ないだろうなと思う。忙しい時は軽くつまめるものを書斎に運ばせ、そんな時間もない時はナッツで済ませるようだ。

「アリンとヴァジルは、ルシアン様が好きなんだね」

　父親を心配して憂うれえ顔をする子供たちに、留依は尋たずねてみる。二人は一いつ瞬しゆん、きょとんと目を見開いてから、ちょっとはにかんだ顔でうなずいた。

「うん、好き」

「父様、すごいんだよ。父様はみんなのために、毎日いっしょうけんめい働いてるの」

　触れ合う時間が乏しくても、子供たちは父親を尊敬している。それがわかって、留依はじんと胸が熱くなった。

　子供たちの今の言葉を、ルシアンにも伝えたい。でもルシアンは忙しそうだし、留依が勝手に訪ねて時間をくれと言っても迷めい惑わくかもしれない。

　あれこれ考えて閃ひらめいたのはそれから数日後、市場に買い物に出かけた時だった。

　調理器具を扱あつかう店で、食材の型抜ぬきに使う金型を見つけた。可愛かわいい形の型がいっぱいあって、これでクッキーを作ろうと考えた時、思いついたのだ。

「クッキー作りの体験ですか？」

　子供たちと一いつ緒しよにクッキーを作りたいと相談したら、ホレスはちょっと驚いた顔をした。

「はい。あの、俺が元いたところでは、食育という考え方が注目されていまして。いろいろな体験を通じて食べることへの知識を深めようという……」

　留依は急いで、あらかじめ考えておいたプレゼンの文句を並べ立てた。

「アリン様とヴァジル様は普ふ段だんから、俺が料理を作るのを興味深そうに見学してますし、食材がどんなふうに変化して、自分たちがいつも食べているおやつになるのか、勉強にもなると思いまして」

　ぼくもやってみたい、と言われて、ソースを混ぜ合わせたり、ハンバーグのたねを捏こねるのを手伝わせたりしたことがある。二人とも楽しそうだった。

　クッキーなら失敗が少ないし、型抜きは楽しい作業だ。それから、と留依はちょっと声をひそめて、ホレスにある提案を囁ささやいた。

「うまくできたら、ルシアン様にクッキーをお贈おくりしたいんです。子供たちがルシアン様のために作ったら、喜ぶのではないかと……いや、喜ばないですかね。大事なご子息を厨房に入れるなんて、嫌いやがられるでしょうか」

　男子厨房に入らず、とか、侯こう爵しやくの子息が菓か子し作りとは……なんて考えだったら、逆に怒られるかもしれない。

　考えが浅はかだったかな、と一人で自問自答していたのだが、ホレスはそれを聞いてにっこり微笑ほほえんだ。

「いいえ。旦那様は、できるだけお子様たちがしたいことをさせたい、という教育方針ですから。アリン様とヴァジル様がやりたいと言えば、反対はなさらないでしょう。それに、クッキーを贈るのはいい案ですね」

　ホレスが賛成してくれて、留依は昼ご飯の後さっそく、子供たちにクッキー作りを持ち掛かけてみた。

「クッキー、ぼくたちで作れるの？」

「やる！　父様にあげたい」

　二人とも、たちまち目を輝かがやかせ、興奮した声を上げた。やりたい、いつやる？　と、留依が想像した以上にはしゃいでいる。

「今？　それとも晩ごはんの前？」

「え、いや」

　本当なら明日以降、ホレスが午前か午後の授業を調整してから始めるつもりだった。材料はあるし、今すぐでも可能だが、お昼ひる寝ねと休きゆう憩けいの時間がなくなってしまう。

　しかし、子供たちは大興奮だ。留依は子供たちを待たせてホレスを捜さがしに行き、許可をもらって、すぐにクッキー作りを始めることになった。

　最初のバターと砂糖をしっかり混ぜ合わせるのに少し手間取ったけれど、生き地じ作りは初めてにしては順調だった。

　生地を寝かせている間に留依たちも休憩し、いよいよ型抜きを開始する。型はいろいろな形を揃えてあった。

「兄様、見て見て、鳥！」

「ヴァジル、鳥ばっかりじゃだめだよ。他の形も作らなきゃ」

「えー、鳥がいいよ。鳥、カッコいいもん」

　鳥の型が気に入って、その型ばかり使うヴァジルと、几き帳ちよう面めんに全種類の型を使おうとするアリンとで、言い合いが始まる。それでも喧けん嘩かにまでは発展しなかった。

「父様、喜んでくれるかなあ」

「父様、どの型が好きだと思う？」

　二人とも、ルシアンのことを気にしている。ホレスによれば、ルシアンは菓子類も好きだというし、どちらかと言えば凝こったものより、素そ朴ぼくな味を好むそうだ。

　クッキーなら、ナッツの代わりに食べられる。何より子供たちが父親のためにと作ったのだ。喜んでくれるに違ちがいない。

　留依はそう確信していたけれど、一方で少し不安でもあった。もし、ルシアンが喜ばなかったらどうしよう。子供たちは傷つくに違いない。

　型抜きした生地をオーブンに入れ、しばらくすると香ばしい匂いが漂ただよってくる。

「クッキーの匂いだ！」

　クン、とヴァジルが厨房へ鼻を向ける。アリンも表情をうっとりさせた。

「あの生地を焼くと、こういう匂いになるんだねえ」

　オーブンからクッキーの載のった鉄板を取り出すと、子供たちが歓かん声せいを上げる。作り付けのオーブンは小型だけど高性能で、焼き上がりも文句なしだった。

　焼きたてのクッキーを、三人でつまみ食いした。本当はお行ぎよう儀ぎが悪いんだよ、なんて言いながら、あつあつのクッキーを頰ほお張ばる。

「あつっ……熱い！　でも、おいしい」

「おいひいね」

「うん、美味おいしい」

　三人で顔を見合わせ、にっこりした。甘く香こうばしい香りの中に、懐なつかしさを感じる。

　バターと砂糖と卵、それに小麦粉。シンプルな型抜きクッキーは、異世界で食べても同じ味だった。










　出来上がったクッキーは、アリンとヴァジルとで、見み映ばえのいいものを厳選した。

　留依が用意した籘とう籠かごの菓子入れに、二人とも慎しん重ちような手つきでクッキーを納める。上から布ふ巾きんをかぶせて贈り物が完成すると、子供たちは「ふーっ」と大きく息をついて額の汗あせをぬぐった。

　大仕事をやり終えた、という二人の表情が微笑ましい。こういうところも、ルシアンに見せてあげたいなと思う。

（なんだか俺、ルシアン様のことばかり考えてるな）

　留依は内心で苦く笑しようした。

　自分たちで作ったクッキーをおやつにお茶を飲んだ後、子供たちは午後の武術を習いに行き、留依は後片付けと夜の仕込みをした。

　ホレスに案内され、三人でルシアンに会いに行ったのは、夕食を食べ終えた後だった。

　ルシアンは例によって書しよ斎さいにいた。仕事の最中だったらしい。部屋の奥にある書斎机に座ったまま、何か忙いそがしそうに書き物をしていた。

　子供たちと留依が緊きん張ちようの面おも持もちで中に入ると、ようやく顔を上げた。

「三人で、私に話があるそうだな。言ってみなさい」

　ホレスは、子供たちの用件が何なのか、伝えていなかったようだ。青い瞳ひとみがわずかに揺ゆれているのに、留依は気づいてしまった。

　不安なのだろうか。それとも期待か。石せつ膏こうのような無表情からは読み取れないが、瞳の揺れからそわそわしているのは窺うかがえた。

　しかし、子供たちにはわからなかったらしい。

　久しぶりの父親との対面だった。ホレスから聞いていたが、子供たちが父親と顔を合わせたのは、留依がルシアンに呼び出されて初めて侯爵邸ていに足を踏ふみ入れた、あれが最後だったのだ。

　そんなわけで、子供たちは大いに緊張していた。そんなところに、ルシアンが硬かたくていささか素っ気なく聞こえる声こわ音ねで、「言ってみなさい」などと言った。

　アリンとヴァジルはその声にビクッと身を震ふるわせ、固まってしまう。

「あ、あの……」

　年長のアリンがパクパクと口を開くが、うまく言葉が出ないようだった。それを見て、ルシアンが軽く眉まゆ根ねを寄せる。

「なんだ。悪い話か」

　たぶんルシアンは、子供たちを心配したのだと思う。悪いニュースか、という意味で尋たずねたのだろうが、子供たちは父が怒おこっているように感じたのかもしれない。

「う……」

　小さなヴァジルが涙なみだぐみ、それを見たアリンも目を潤うるませ、

「わ、悪くないです」

　震える声でようやくそれだけ答えた。

（ああ）

　留依は心の中で嘆たん息そくする。なるほど、と納なつ得とくした。こういうことが前にもあって、ルシアンは子供たちから煙けむたがられていると感じてしまったのだ。

　でも本当は子供たちは、父親のことが大好きなのだ。父と息むす子こたち、それぞれの言葉を聞いている留依には、すれ違いの理由まで理解できるのだけど、当人たちだけが気づかない。

　ちらりとホレスを見ると、彼も同じもどかしい思いをしているのだろう、こちらを見て小さくうなずいた。

「アリン様とヴァジル様が、旦だん那な様に渡わたしたいものがあるそうです」

　どうにもならないと思ったのか、ホレスが助け舟ぶねを出した。留依も、目の前で震えるアリンとヴァジルの肩かたをそっと撫なでる。

「ね、二人とも頑がん張ばったもんね」

　二人の顔を覗のぞき込むと、アリンが意を決したように、こくっとうなずく。

「く、クッキーです。ぼくたちが作ったんです」

「何っ、お前たちが？」

　途と端たんに、ルシアンの瞳がカッと見開かれた。驚おどろき、興味を引かれたのだろう。でも、ちょっと怖こわかった。子供たちが息を吞のんで涙ぐんだ。

「ご、ごめ……さい」

　ヴァジルが半ベソをかきながら謝ったので、ルシアンはショックだったようだ。

「なぜ謝る」

　鋭するどい声に、ヴァジルはさらに震えた。悪あく循じゆん環かんだ。

「あ、あの、ルシアン様が怒ってると勘かん違ちがいしてるんでは。ちょっとお顔が怖かったから」

　思わず言ってから、はたと気づいた。口を押さえたがもう遅おそい。

　ホレスも、それはわかっていて言わないようにしていたらしい。困ったように微笑ほほえむ。

　ルシアンはというと、さらなる衝しよう撃げきを受けて固まっていた。

「顔が、怖い。……私の顔が」

「すみませんっ。いえっ、あの、お顔に威い厳げんがあるというか、ですね。その……」

　わずかに震える声に胸が痛くなり、留依は慌あわてて訂てい正せいしようとした。だが、何とフォローをすればいいのかわからない。

　見かねたホレスが「旦那様」と、落ち着いた声を差し向けた。

「お子様たちのところへ行って、クッキーを受け取ってあげてください。今日、アリン様とヴァジル様が旦那様に食べていただくために作ったそうですよ」

　固まっていたルシアンが、はたと子供たちを見た。無表情のまま目を見開くので、まだちょっと怖いが、子供たちも震えながらも慣れてきた。

「こ、これです」

　クッキーの籠を抱だいていたヴァジルが、そっと差し出す。ルシアンは立ち上がり、こちらに近づいてきた。

　ルシアンは、大人の留依が見上げるような長身だ。目の前に立つと、子供たちはのけ反るように父親を見上げる形になる。

　留依は咄とつ嗟さに、子供たちの脇わきにしゃがんだ。子供たちの目線の高さに合わせ、ルシアンを見上げる。

　こちらの行動を見て、ルシアンも留依の言わんとしていることに気づいたようだ。留依と同じようにしゃがみこんだ。

　おずおずと、ヴァジルが籠を持つ手を伸のばす。ルシアンは息子の手に自分の手を重ねて、籠を持った。

「私のために、作ってくれたのか」

　ヴァジルがこくこくと何度も首しゆ肯こうする。

「父様、お仕事が忙しいでしょう？　ごはんを食べる時間がないから、お腹なかが空すいてると思ったんです」

　隣となりからアリンが、頑張って思いを言葉にした。

「二人とも、お忙しいルシアン様のお身体からだを心配してたんです。それで、忙しい中でも食べられるようにって」

　留依が補足する。ルシアンが息を吞み、その美しい瞳が潤んで揺らめいた。

「いい匂においがする」

　籠に鼻を近づけて、ルシアンはつぶやいた。籠にかけられた布巾を取る。

「いろいろな形があるんだな。花と猫ねこと、鳥？」

「鳥が一番おいしいの！」

　鳥好きのヴァジルが、すかさず声を上げた。生き地じは同じなので、どれも味は変わらないのだが、ヴァジルは鳥の形のクッキーが一番美味しく感じるらしい。

　それを聞いたアリンが、「猫さんも……」とモジモジつぶやいた。アリンは猫が好きなのだ。

「そうか」

　ルシアンはうなずき、まず鳥の形のクッキーを取った。貴重な宝石を手にするように、恭うやうやしくつまんで口に入れる。子供たちが固かた唾ずを吞んで見守る中、ゆっくり味わった。　>>>♥

「……美味おいしい」

　やがてぽそりと、ルシアンは言った。その表情は変わらなかったが、ヴァジルの顔が、ぱあっと嬉うれしそうに輝かがやく。

「猫さんも！　えっと、猫もすごく美味しいです！」

　アリンが言い、ルシアンは先ほどと同じようにうなずいて、今度は猫の形のクッキーを口に入れた。

「うん。これも美味しい。鳥も猫も美味しいな。こんなに美味しいクッキーを食べたのは、初めてだ」

　表情はやっぱり変わらなかったが、その言葉が上っ面つらのものではなく、心から言っていることは誰だれにも伝わった。

　アリンとヴァジルの、父に似た青い瞳が潤む。二人でぎゅうっとその目をつぶり、やがてそれは花が開くようにとびきりの笑え顔がおになった。

　そんな息子たちを、ルシアンは片時も見み逃のがすまいというようにじっと見つめる。真しん剣けんな眼まな差ざしが、彼が子供たちをどれだけ大切に思っているのかを物語っていた。

「ありがとう。アリン、ヴァジル」

　ルシアンは言い、そうっと子供たちの頭に手をやった。子供たちのふわふわの髪かみを、恐おそる恐る、といった手つきで撫でる。

　子供たちは、くすぐったそうに身をすくめて笑う。

　ホレスが微笑みながら涙ぐんでいて、それを見た留依も目が潤んでしまった。










　その夜、明日の仕込みを終える時分に、ルシアンが厨ちゆう房ぼうを訪ねてきた。

　この屋や敷しきで働き始めて以来、そんなことは初めてだったから、留依は驚いた。

「仕事中にすまない」

「大だい丈じよう夫ぶです。もう終わるところですから」

「クッキーのことで一言、礼が言いたかったのだ。ホレスから、ルイの発案だと聞いて。本当にありがとう」

　そのために、忙いそがしい身でわざわざ出向いてくれたのだ。

「いいえ。お子さんたちの心こころ遣づかいです。ルシアン様がご飯を食べる時間もないくらい、忙しいと聞いて、心配していたので」

「子供たちがそんなに私のことを考えてくれていたなんて、知らなかった。お前のおかげで知る機会ができたんだ」

　留依はただ、クッキーを渡すのを提案しただけだ。でも、ルシアンにそう言ってもらえると、自分も人の役に立てたみたいで嬉しかった。

　ルシアンは礼を述べた後も、何か迷うように瞳ひとみを揺ゆらしていた。

「どうかされましたか」

「ルイに尋たずねたいことがあってな。少し話をさせてもらえないか」

　子供たちのことだろう。留依は「もちろんです」と請うけ合って、食堂の席を勧すすめた。

「今、お茶を淹いれますね」

　ルシアンがありがとうとうなずき、留依が厨房のほうへ踵きびすを返した時、その背中に、ググッ、と大きな音が追いかけて来た。

　留依は思わず振ふり返った。食堂の椅い子すに腰こしを下ろそうとしていたルシアンが、腹を押さえて固まっている。大きな腹の虫の声だった。

「お腹、空いてます？」

「……いや、これは違う」

　ルシアンが恥はじ入るように長いまつげを伏ふせた時、腹の虫が抵てい抗こうするように、グル……とつぶやいた。

　また今日の夕食も、忙しくてナッツだけだったのかもしれない。顔色だってよくない。お腹を空かせて悲しそうな相手を放ほうっておくのは、留依にはできなかった。

「俺、ちょうど今から夜食を作ろうと思ってたんです。もしよろしければ、ルシアン様もお付き合いいただけませんか。お話は夜食を食べながらというのは、どうでしょう」

　夕食はもう、子供たちと済ませてしまったが、小腹も空いていたところだ。食材もまだ残りがある。

　留依が持ち掛かけると、ルシアンは抵抗を諦あきらめたように、小さく息をついてうなずいた。

「ありがとう。いただこう」

「はい。ちょっと待っててくださいね」

　留依は声を弾はずませた。何だか、野生動物の餌え付づけが成功したような喜びを覚える。

　夜食だから、胃に負担のかからないものがいいだろう。鶏とり肉にくと、白いご飯の余りがあったっけ、と頭の中で素す早ばやく考え、鳥雑ぞう炊すいを作ることにした。

　ちょうどさっきの仕込みで、鳥ガラスープを作ったので、それも使う。鶏肉と一いつ緒しよに野菜の残りも煮に込こんで、具ぐ沢だく山さんの雑炊になった。

　雑炊を鍋なべごと食堂のテーブルに運ぶ。ルシアンの目の前で、取り分け用のお椀わんによそって渡わたした。

「鳥雑炊です。おかわりもありますから、好きなだけ食べてください」

　ルシアンはずっと、留依の手元と雑炊の鍋を食い入るように見ていた。やがて目の前に出された椀を凝ぎよう視ししたかと思うと、スプーンですくって勢いよく口に入れた。

「熱いですよ」

　留依が慌あわてて注意したのと、ルシアンが「はつっ」と謎なぞの言葉を上げたのは同時だった。

　あつあつの雑炊をいきなり口に入れたのだ。熱いに決まっている。留依が水の入ったコップを差し出すと、ルシアンは黙だまってそれを受け取り、一気に飲み干した。

　ふうっと息をつく。うっすら涙なみだ目めになっている。なのに表情が変わらないのがもういっそ見事で、留依は思わずふふっと笑ってしまった。

　途と端たんにルシアンから、じろっと睨にらまれる。そんな仕草も可愛かわいくて、口を押さえたけれど笑いが止まらなかった。

（なんだろう。すごく可愛い）

　自分より年上で、侯こう爵しやくなんてえらい人なのに、不器用すぎて可愛く思えてしまう。

「すみません。可愛くて……いえ、すみません」

　可愛いはなかった、と焦あせりつつ、でも笑いが止まらない。

「お前はよく笑うな」

　失礼なことを言っても、ルシアンは怒おこったりしなかった。ふん、と不ふ貞て腐くされたように鼻を鳴らしただけだ。

　それよりお腹が空いているようで、雑炊をまた一ひと匙さじすくい、今度は慎しん重ちように口に運んだ。すぐに目元がふわりと和なごむ。

「美味しい」

　それを聞いて留依はホッとした。留依もルシアンの向かいに座り、自分の雑炊を食べた。少しの間二人は無言のまま雑炊を食べ続けた。

　ルシアンは途中から、留依がフーフー匙を吹ふいて冷ましているのを見て、自分も真ま似ねを始めた。それがまた可愛くてにまにましていたら、軽く睨まれてしまった。

　それでも雑炊を食べる手は止めず、鍋は瞬またたく間に空になった。やはりルシアンは、相当腹が減っていたらしい。

「とても美味しかった。オムライスも美味うまかったが、雑炊もいいな」

　雑炊を食べきって、ルシアンは言った。満足してくれたようで、留依はホッとする。

「そういえば、お尋ねになりたいことがあるとか。お子さんたちのことでしょうか」

　食後のお茶を淹れ、こちらから話題を向ける。ルシアンはうなずいた。

「私の顔は、そんなに怖こわいだろうか」

　真顔でいきなり切り出すから、ちょうどお茶を飲んでいた留依は吹き出しそうになった。

「あれは……すみません」

　気にしてたんだな、と申し訳なく思う。しかしルシアンは、いいんだとかぶりを振った。

「私はずっと、子供たちに疎うとまれていると思っていたのだ。私はことさら厳しく接しているつもりはないのだが、私に会うと決まって、あのように怯おびえられる。私を恐れて疎んじていると思っていた。だがそうではなかったのだ。あの子たちは、こんな私でも慕したってくれているらしい。父親を案じてクッキーを焼いてくれた」

　今日の子供たちとの出来事を反はん芻すうするように、ルシアンは一いつ瞬しゆん、遠い目をした。

「はい。お子さんたちは、ルシアン様を疎んじてなんかいません」

「以前からホレスにも言われていたが、今日まで信じられなかった。私を疎んじていないなら、なぜあのように怯えるのかとな。私の顔が怖かったからだと、お前の一言で合が点てんがいった」

「いや、それは……」

「私は自分の顔が、それほど人と違ちがうとは思っていなかったのだ。怖いと言われたこともなかった。そこでお前に聞きたい。子供から見てどの辺りが、恐おそろしく感じるのだろうか？　顔を変えることはできないが、原因がわかれば相手を怯えさせない策は講じられる。気遣いは無用だ。忌き憚たんのない意見を聞きたい」

　この人は本当に天然なんだな、と、留依は密ひそかに思った。天然で不器用で、でもとても真っすぐな人だ。

　子供たちを怖がらせないようにしようと、真しん剣けんに考えている。ちょっと思いが斜ななめ上に向かっているが、可愛いとからかったり、笑ってはいけない。

「では、正直に言います」

　自分も真面目まじめに向き合おうと、留依は居住まいを正した。

「ルシアン様のお顔が、特別怖いわけじゃありません。というかむしろ、美男子ですし。俺が怖いと言ったのは、表情のことです。ルシアン様はあまり表情を変えないでしょう」

「……それは昔、亡なくなった妻からよく言われたな。いつも仮面をかぶっているみたいで、何を考えているかわからないと」

　妻はほとんど実家暮らしだったらしいから、互たがいを理解できなかったのも無理はない。

「子供の頃ころから、思っていることを表に出すなと教育を受けてきた。喜き怒ど哀あい楽らくを表に出すのは貴族として恥ずかしいことだと。もっとも、大人になってからはそんなことはない、貴族だってあけすけに顔に出すと気づいたのだが、その頃にはもう、すっかり表情を殺す癖くせがついてしまってな」

　その声こわ音ねは、どこか悲しげに聞こえた。厳格に育てられた、というホレスの話を思い出し、胸が痛くなる。

　こんなに優やさしく真っすぐな人なのに、妻とはうまくいかなかった。きっと今までもずっと、妻や子に対して自分なりに心を尽つくしてきたはずだ。なのに家族との距きよ離りを感じて、それを自分が至らないせいだと思っている。ただすれ違っているだけなのに。

「無表情が悪いのではないと思います。ルシアン様のお仕事では役に立つでしょう？　それに、目元はわりと雄ゆう弁べんですしね」

　何とか誤解を解きたくて、留依は力強く言った。ルシアンは驚おどろいたように瞬まばたきする。

「……それは、初めて言われた」

「慣れてくればわかると思います。今度、ホレスさんに聞いてみてください。ルシアン様はわりと、思っていることが目に出ていますから」

「そうなのか」

　ルシアンは不思議そうに言い、自分の目元を触さわったりしている。その素す直なおな仕草が可愛くて、留依はまたちょっと笑ってしまった。

「それはそれとして。ルシアン様とお子さんたちにはお互い、誤解があると思うんです」

「誤解？」

「今回、お子さんたちはお父様のところにクッキーを渡しにいくのを、すごく楽しみにしていて、でも同時にすごく緊きん張ちようしていたんです」

　留依は頭の中で必死に言葉を探し、話を続けた。留依もあまり、弁が立つ方ではない。というか、わりと口ベタだ。でも子供たちのことは、きちんと伝えたかった。

「久しぶりに大好きな人と会う時って、緊張しますよね。相手が自分のことをどう思っているかわからなかったら、特に。プレゼントを喜んでくれるかな、とか、嫌きらわれたらどうしようとか、いろいろ考えちゃって」

「私も息子たちと会う時は、まさにそんな気持ちだな」

　ルシアンは神しん妙みような面おも持もちでうなずく。子供だけでなく、緊張していたのは父親も同じだったらしい。

「それで緊張して、余計にぎこちなくなっちゃったりしませんか。そんな時、相手が無表情だったりすると、怒らせたんじゃないかなって、不安になるんです。どうしようどうしようって、頭がいっぱいになる」

「ヴァジルがベソをかいたのも、緊張が高じたからだと？」

「まあ実際、ルシアン様の顔も怖かったんですけどね」

　思わず言ってしまったが、ルシアンが絶句したので、慌てて言葉を足した。

「あの時、子供たちがクッキーを作ったって聞いて、興味を引かれたでしょう。さっきも言ったように、ルシアン様は感情が目に出るんですよ。表情が変わらないまま、カッ、て目を見開いたから。怖く見えたんです」

「そんなに……カッと見開いていたか」

「いました。こう……カッ、と」

　もうこの際だ。留依は先刻のルシアンを忠実に再現してみせた。留依がカッと強く目を見開くと、ルシアンは驚いたように身じろぎした。

「怖いな」

　ですよね、と留依もうなずく。

「でも、お子さんたちが怯えていたのは、お二人がまだ幼くて、お父様のそういう表情に慣れていないからだと思うんです。ホレスさんや俺は、ルシアン様が興味を示しただけで怒っていないって、ちゃんと理解できますし」

　むしろ怖い顔になっちゃうところが、不器用で可愛いな、なんて思ってしまう。これはあまりに失礼なので、絶対に口には出せないが。

「たとえ小さくても、お父様の表情はそういうものだってわかれば、怯えなくなるんじゃないかと」

「つまり、もっと子供たちと触ふれ合えれば、あのように怯えられることはないというのか」

「そのとおりです。少なくとも俺は、そう考えています」

　自分は子育てなんてしたことがないし、アリンとヴァジルを完全に理解しているわけでもない。でも、当事者ではなく他人だからこそ、わかることもある。

「慣れ、か」

　ルシアンは、留依の言葉を吟ぎん味みするように考える仕草をした。

「今まで、時間ができても子供たちに近づかないようにしていた。私は会いたいが、子供たちを萎い縮しゆくさせてしまう。近づく時も、陰かげからこっそり眺ながめるようにしていた」

　そんなことをしていたのか。子供に会いたくて、でも怖がらせるからと物陰に隠かくれているルシアンを想像し、可愛かわいいと思うと同時に、何やら不ふ憫びんな気持ちになった。

「私が子供の頃は両親、とりわけ父と顔を合わせるのが憂ゆう鬱うつだった。会うと、もっと研けん鑽さんに励はげめとか、努力が足りないとか、高圧的に言われるばかりだったせいかな。幼い頃は今のアリンやヴァジルのように、父と会うと震ふるえが止まらなかった」

　感情のない声で語るルシアンが、可か哀わい想そうになった。

　怒おこられてばかりだったら、萎縮するのは当然だ。父親に良い思い出のないルシアンは、自分が嫌いやだったことを子供たちにさせたくない、という一心で自分を遠ざけていた。

「そういう思いがすべて、裏目に出ていたのだな」

「でも、ルシアン様がお子さんたちを愛していることは、伝わっていると思います。だって子供たちは、お父様のことが大好きですから」

　留依は言い募つのった。

「俺の店にこっそり来ていた時も、お子さんたちはもうすぐお父様が王都から来るって、楽しそうに話していました。ここで一いつ緒しよにご飯を食べている時も、嬉うれしそうにルシアン様のことを話すんです」

　父様は毎日、みんなのために一いつ生しよう懸けん命めい働いている。仕事が忙いそがしくて、だから会えないのは仕方がないのだと、子供たちは言っていた。

　そのことを留依が話すと、ルシアンはしばらく言葉を失っていた。

「あの子たちが、そんなことを言っていたのか」

　言うなり、つい、と横を向く。何かをこらえるように、目を必死で瞬またたかせていたから、留依も見て見ぬふりをした。

「ありがとう」

　しばらくして、柔やわらかな声が聞こえた。留依がルシアンに視線を戻もどすと、彼もこちらを見ていた。

「子供たちがそんなふうに思っていてくれたなんて、知らなかった。教えてくれてありがとう」

　留依も胸が詰つまって、黙だまってかぶりを振ふった。ルシアンはそれに、ふわりと表情をほころばせる。

　微かすかだったが、それは確かに笑え顔がおだった。いつも仮面のような無表情だったのに、美しい男の顔には今、笑みが浮うかんでいた。

「お前が来てくれて、よかった」

　その優しい声と、世にも希少な微笑ほほえみとが、留依の心臓を深く射い貫ぬく。

「いえ、そんな……ありがとうございます」

　自分がどんな返事をしているのか、わからない。

　胸がドキドキして、苦しかった。　>>>♥










　それからルシアンは、子供たちと一緒に子供用の食堂で朝食を摂とることになった。

　クッキーの件から、息むす子こたちへの接し方を変えることにしたルシアンが、毎日、親子で触れ合う時間を持とうと考えたからである。

　どうせなら三食、一緒に食べればいいのに……と言いたいところだが、子供たちはまだ、留依が作った食事以外は食べたがらない。屋や敷しきの料理人との兼かね合いもあるから、ルシアンが三食、留依の料理を食べるのもむずかしい。

　今は子供の食事問題を解決するため、ということで留依を雇やとっている。留依ばかり重用したのでは、正規の料理人たちの不満が募るだろう。

　セアルトの侯こう爵しやく邸ていは、滅めつ多たに客人を招くことはないが、それでも皆かい無むではない。そんな時に、貴族のもてなしに慣れた料理人がいないのは困る。

　だからルシアンは、この屋敷に滞たい在ざいする間は、少なくとも一日に一食くらいは料理人に食事を作らせるようにしていた。

　使用人を雇う側も、いろいろと気を遣つかうのだ。

　ルシアンがホレスと相談をし、留依のところで朝食だけ、一緒に食べることにした。

　それを聞いて子供たちは喜びはしゃいだが、最初のうちはやっぱり緊きん張ちようしていた。初日はアリンが緊張のあまりコップを倒たおしてしまい、涙なみだぐんだものだ。

　でもルシアンは、怒ったりしない。怪け我がはないかと優やさしく確かめ、留依と一緒に濡ぬれたアリンの膝ひざを拭ふいてやった。

「慌あわてなくていい。時間はあるから、ゆっくり食べなさい」

　穏おだやかな父親の言葉を聞いて、それから二人は少し、緊張が解けたようだ。

「たくさん食べられるようになったな。よかった」

　食事を終えた後、ほんの少し口角を上げてルシアンが言うと、子供たちはたちまち嬉しそうな顔になった。

　それからは、気が楽になったようだ。アリンはまだちょっと緊張していたが、ヴァジルはすっかりリラックスして、自分から父親にあれこれ話しかけるようになった。

　もともと、子供たちは父親のことが大好きだったのだ。数日も経たつと、行き違ちがいがあったことなど噓うそのように、子供たちは自然に父に接するようになった。

　もっとも、幼くて素す直なおな息子たちとは違い、大人のルシアンはまだ、子供たちに嫌な思いをさせてしまわないか、接し方に気を遣っているようだ。

　目が怖こわかったと言われたので、興味につられて目を見開いた時など、慌ててしぱしぱと目を閉じたり開けたりしている。

　それを見たアリンとヴァジルが、

「父様、おめめが痛いみたいなの」

「お仕事のしすぎなんじゃないかなあ。毎日、いっぱい字を読むんだって」

　などと心配するので、留依はこっそり子供たちに教えてあげた。

　ルシアンは、以前に目をかっぴらいて子供たちを怖がらせてしまったので、怖がらせないように気をつけていること。でも本人の癖くせで、興味があるとつい、目をカッと見開いてしまったりすること。

「父様ったら、変なの。ぼくたち怖がってないのに」

　くふふっ、と両手を口に当て、ヴァジルがおかしそうに笑った。少し前は、顔を合わせるのにも緊張して震えていたのに、そんなことなど忘れてしまっているようだ。

「前はちょっと、怒ってるのかなって思ってたの。でも怒ってないよね。父様、優しいもん。ぼくたち、ちゃんとわかるよ」

　ヴァジルより、少しばかり情じよう緒ちよの機き微びを言葉にできるアリンが、そんなふうに言った。

「それ、ルシアン様に直接言ってあげたら。きっと喜ぶよ」

　留依が言うと、子供たちは「えーっ？」と、声を上げる。

「やだ。恥はずかしいもん」

「ね。ちょっと照れる」

　二人とも顔を見合わせて気恥ずかしそうな微び笑しようを浮かべ、モジモジする。素直に言葉にするのは、照れ臭くさいらしい。

　以前は照れることなく、父様大好き、と口にしていたのに、ルシアンとの距きよ離りが縮まってから、好きと言うのを恥ずかしがるようになった。子供も、わりと複雑らしい。

　それでも、お互たがいにすれ違って近づくこともためらっていたことを考えれば、大きな進歩と言えるだろう。

「ルイさんのおかげです。おかげで、お子様たちとの距離が以前より、ぐっと縮まりました。それに、朝食だけでもきちんと摂っていただけますし」

　親子で朝食を摂り始めて一週間ほど経った頃ころ、ホレスからそんな労ねぎらいの言葉をもらった。

「俺は、何も。ルシアン様が、お子さんたちにご自分から歩み寄られたんです。でも、朝食を食べていただけるのは嬉しいですね」

　心なしかこのところ、ルシアンの顔色が良くなってきた気がする。

　ホレスの労いが嬉しかったし、ルシアン親子の距離が縮まったことも喜ばしい。

　侯爵邸には平和でほのぼのとした時間が流れていたが、そんな日常とは裏腹に、留依の心の中は大波が打ちつけていた。

（まずい。まずいよな、こんなの）

　どうも自分は、ルシアンに恋こいをしてしまったらしい。

　以前から兆きざしはあった。初めて会った時から、美形だなと思っていたし、この屋敷に雇われてからは、ルシアンの気遣いと優しさに胸を打たれた。

　留依より年上で、領民から慕したわれる聡そう明めいな領主なのに、天然なところがある。そんなところが可愛い、なんて思っていたし、子供との関係に悩なやんでいるのを見て、自分のことのように胸が痛んだ。

　だからたぶんもう、その時すでに、恋に落ちかけていたのだと思う。自分は特別惚ほれっぽいわけではないけれど、恋をするにはじゅうぶんな理由だろう。

　とどめが、夜食を一いつ緒しよに食べた時にルシアンが見せた、ほんの微かな笑顔だ。

　あの笑顔を見た時、胸が切なく苦しくなって、もうだめだと思った。自分は完全に恋に落ちてしまった。

　ルシアンのことを考えると、胸が苦しくなる。彼の姿をついつい、目で追ってしまう。

　留依は途と方ほうに暮れた。相手は侯爵、領主様だ。こんな気持ちを抱いだいたって、何もいいことなどあるはずがない。

　まずい、早くこんな気持ちは忘れなきゃ、と思うのに、溢あふれる気持ちが止まらない。

　毎朝、留依もルシアン親子と一緒に食事を摂る。最初は遠えん慮りよしようとしたのだが、ずっと子供たちと食事をしていた。なぜ朝ご飯だけ別なのかと、子供たちに不思議がられてしまったのだ。

　ルシアンから、ぜひ一緒にと誘さそわれて、朝食は四人で摂ることになった。

　ルシアンを見るたびに胸がキュンキュンして、毎日朝から死にそうだ。

　それでも、朝は子供たちが一緒だから、気持ちが紛まぎれる。ルシアンは相変わらず多た忙ぼうで、朝食が終わるとすぐ仕事をしに行ってしまう。

　今までだったら、ルシアンとはほとんど顔を合わせる機会もないはずだった。

　しかし、近頃は様子が違う。

　朝食を親子で摂るようになって以降、なぜかルシアンは、夜も留依の厨ちゆう房ぼうにやってくるのだった。たびたび、ほとんど毎夜。

　留依が翌日の仕込みを終える頃に現れる。

「遅おそくにすまない」

　朝食を親子で食べるようになって、二週間ほど経ったその夜も同じだった。

　静かに現れたこの家の主あるじに、留依は内心でどっきりしつつ、何でもない笑え顔がおで「いらっしゃいませ」と声をかけた。

　何となく、夜に現れたルシアンに対し、いらっしゃいませと言うのが習慣になっている。

　店の客に対するように主人を迎むかえると、ルシアンは少しホッとしたように目元を緩ゆるめた。

　子供に対してまだおずおずしているのと同じで、留依に対しても少し遠慮がちだ。この家の主人なのだから、何時にどこに訪おとずれたってかまわないのに、今もきっと、留依の邪じや魔まをしていないかと気を遣っているのだろう。

　そういう内心の揺ゆらぎが目元に表れている。身体からだの仕草は堂々としているのに、目だけ所在なげに彷徨さまよわせているのを見ると、心の中がむずむずしてしまう。

（くっそ可愛かわいいな）

　人の気も知らないで、と、内心で甘い悪態をつく。でも表立ってはにこやかに、食堂の席を勧すすめた。

「もうすぐできますから、待っていてください」

「うん」

　素直にうなずき、でも待ちきれないというように、留依のいる厨房に首を伸のばす。

　ルシアンが、なぜ夜ごと訪れるのかといえば、留依の夜食が目当てなのだ。

　鳥雑ぞう炊すいをご馳ち走そうして以来、彼はこっそり留依のところにやってきて、夜食を食べて行く。

　よほど、留依の料理を気に入ってくれているのだろう。嬉うれしいのだけど、恋心を持て余している留依にとっては、毎夜のようにある二人きりの時間が悩ましい。

　早く想おもいを捨てなければと思うそばから、本人がやってくるのだ。

「今夜はサンドイッチとスープにしました」

　夜食なので、あまり重いものは出せない。消化の良さなどを考えると無難なメニューになってしまうが、ルシアンが不満を示したことはなかった。

「卵のサンドイッチか。美味うまそうだ」

　嬉しそうに言うから、こちらも嬉しくなる。サンドイッチの卵は、厚焼き玉子だ。向かいの席に座って、留依も卵サンドを食べた。

「毎日のように付き合わせて、すまないな」

　美味おいしい、と厚焼き玉子を味わっていたルシアンが、ふと言った。

「朝、子供たちと食事をするのと、仕事を終えてこうして、お前と夜食を食べるのが楽しみなのだ。励はげみや楽しみがあると、仕事も頑がん張ばれるものだな」

「……俺も。楽しいし、幸せです」

　顔が熱くなるのを感じながら、どうにかそれだけ答えた。留依も毎日が楽しい。

　可愛い子供たちと一緒に過ごせて、料理の腕うでも振ふるえる。今、とても幸せだ。恋は悩ましいけれど、それだって決して悪いものではない。ただ、叶かなわない想いだというだけで。

　毎日が楽しい。だからどうしても、この幸せな日々の終わりを考えてしまう。

「あの、ルシアン様はいつ頃、王都に戻もどられるのでしょうか」

　夏の間はここにいると聞いていた。この国の暦こよみでいう夏は、まだひと月以上ある。

　でも夏が終われば、ルシアンはまた王都に戻ってしまうのだ。

　子供たちだって、ずっとセアルトにいるわけではない。食事がきちんとできるようになれば、また元のように王都で暮らすようになるだろう。

　留依はあくまで臨時雇やといだ。この生活は、永遠には続かない。

「来月いっぱいまでいる予定だ。子供たちと、できるだけ長く一緒にいたいからな」

　それでは、ルシアンといられるのも、あとひと月ほどということになる。

「王都に戻って、子供たちに会えなくなるのと、お前の料理を食べられなくなるのが残念だ」

「でもまた、冬にはこちらに来られるのでしょう？」

　ルシアンは毎年、夏と冬にセアルトに滞たい在ざいすると聞いている。留依はいつまで雇ってもらえるかわからないが、とりあえず子供たちがセアルトにいる間は屋や敷しきにいられるのではないか。

「ああ。そのつもりだ」

　ルシアンはうなずき、それから再び、サンドイッチにかぶりついた。スープも飲んで、瞬またたく間に食器が空になっていく。

　子供たちもそうだが、ルシアンも元来、食欲は旺おう盛せいのようだ。この頃は朝からかなりの量を食べるようになった。

　食事を終えたのを見て、留依は皿を下げ、お茶を淹いれる。これもいつものことながら、ルシアンはそういう留依の動作を、じっと見つめていた。

　子供たちも、留依が料理や配はい膳ぜんをする際、飽あきずにその動作を眺ながめている。見ていると楽しいのだそうだ。きっと、ルシアンにとっても物もの珍めずらしいのだろう。

「お前は、美しい顔立ちをしているな」

　子供と一緒だな、なんて思いながらお茶を淹れていたら、不意にそんなことを言われたので、留依はティーポットを落としそうになった。

　ポットがカップに当たって、ガチャン、と大きな音を立てる。

「大だい丈じよう夫ぶか」

「すみません」

　動どう揺ようしてしまった。

「珍しいな。お前が失敗するなんて」

　言葉のとおり物珍しそうにこちらを見るので、留依は不ふ貞て腐くされて軽く睨にらんでしまった。

「ルシアン様が、おかしなことを仰おつしやるから」

「おかしなことではない」

　思ってもみないことを言われた、というように、ルシアンは目を瞠みはった。留依を見つめながら何度も瞬まばたきし、ふい、と顔をそむける。

「美しいから美しいと言ったまでだ」

　つっけんどんに言い放ち、それがあまりに素っ気ないと思ったのか、コホン、と咳せき払ばらいを一つして言葉を添そえる。

「あまり、男に対して美しいと感じたことはないのでな。ルイのいた世界では、みんなお前のような綺き麗れいな男ばかりなのか」

　返事に困る問いかけだ。留依は「どうでしょう」と、照れながら答えた。

「俺は、あちらの世界ではよく、男らしくないと言われました。なよなよしてるので、女性的に見えるんじゃないですかね」

　女の子からはたまに、可愛いとか、お肌はだ綺麗なんて言われていたが、美しいと形容されたことはない。

　山崎は、綺麗だの可愛いだの言っていたが、あれは留依の金目当てだろう。

「別に女っぽいというわけではないがな。……いや、よそう。どうも、お前を困らせているようだ」

「慣れないことを言われて、照れ臭くさいんですよ」

　留依がまた軽く睨むと、

「お前が照れると、私も照れ臭い」

　なんて言葉が返ってきた。そんなことを言われると、こちらはもっと照れるのだが。

　二人で照れていたので、それきり会話は途と絶だえた。ルシアンは、留依が淹れなおしたお茶を黙だまって飲んでいる。

　いつも、食後のお茶を一杯ぱい飲むとすぐ去ってしまうのだが、今日はいつもよりゆっくりしている。留依は、照れながらもルシアンと一いつ緒しよに過ごす時間が幸せで、時間は大丈夫ですかと口にできずにいた。

「ルイは、二十七歳だと言っていたな。独り身だとも聞いているが、元の世界に恋こい人びとはいなかったのか」

　不意に思いついた口調で、ルシアンが再び口を開いた。留依の年ねん齢れいや独身であることは、ルシアンには直接告げたことはない。聞かれたこともないのだが、マレビトの認にん定ていの際に役人には一通りのプロフィールを伝えてあるから、その情報がルシアンに上がっているのだろう。

「いません。恋人はいたことがないんです。奥手といいますか……ずっと、料理ばかりしてきたもので」

　この手の話題は苦手だ。二十代も半ばを過ぎて恋人の一人もいたことがないと言うと、驚おどろかれる。女の子を紹しよう介かいしてあげようか、なんてことも頻ひん繁ぱんに言われて、そのたびに留依の心は窮きゆう屈くつになるのだ。

　自分はゲイだから、女性を紹介されてもどうしようもない。親しくない相手にカミングアウトはしたくないし、たとえ男性を紹介すると言われても嬉しくない。何が何でも恋人がほしいわけではないのだ。

　だからルシアンにまで、どこかの娘むすめを紹介しよう、なんて言われたら嫌いやだな、と内心で思っていた。好きな人に女性をあてがわれたくない。

　しかし、それは杞き憂ゆうだったようだ。ルシアンは「ふうん」と気のない相あい槌づちを打ち、砂糖の入っていないティーカップをスプーンでくるくるかき混ぜた。

「料理一筋というわけか。職人気質かたぎだな」

　ルシアンは言った。その表情がいつにも増して無表情で、視線もじっとカップを見つめたままなので、彼が何を考えているのかわからない。

　その綺麗な瞳ひとみで見つめられるとドキドキするから、ちょっとホッとした。留依も手元のティーカップを見つめる。

「職人気質というわけではないのですが。あまり、そういうことに興味がなくて。人から告白されたこともありませんし」

「お前は気立てもいいし、引く手あまただと思うがな。うちにいる若い使用人たちも、お前が独身か、恋人はいるかと騒さわぎ立てているというぞ」

　それは初耳だった。ホレスとコリンナ以外、使用人たちとはあまり交流がないのだ。

「マレビトだから珍しいんじゃないでしょうか。でも本当に俺、恋人は必要ないんです」

「そうか。どうやらまた、お前を困らせているようだな。すまない。私はあまり、会話が得意ではないのだ」

　素す直なおに謝られて、留依は慌あわてて首を横に振ふった。

「俺は……女性に興味が持てないんです」

　告げるつもりのなかった言葉が、その時、不意に口を衝ついて出た。ルシアンならば、嫌けん悪おを示したり、蔑さげすんだりしないと思ったからかもしれない。

「俺が好きになるのは昔から、男性ばかりで。でも、そういう人は俺の世界では少数派なので、出会いもなかったんです。率そつ先せんして恋人を作りたいとも思わなかったし。……あの、こんな話は、異性を好きな人にとっては気持ちが悪いかもしれませんが」

　気がつくと、ルシアンがじっとこちらを見ていた。

「どうかな。私もことさら女性が好きなわけではないから、気持ち悪いという感覚がわからないが。異国では同性愛が禁きん忌きの国もあるくらいだから、嫌悪する者もいるのだろうな。我が国では特に、禁じられてはいない。結けつ婚こんは男女でするものとされているがな」

　ルシアンの言葉は、至って真面目まじめだった。留依が何を不安に思っているのか正しく理解して、この国で同性を愛することは別に異い端たんではないのだと教えてくれた。

「だからそう縮こまることはない。堂々としていればいい」

　安心させるように、柔やわらかな声こわ音ねで言われて、心の底からホッとした。　>>>♥

「ありがとうございます」

　この人はいつも、留依に必要な言葉をくれる。

　最初に出会った時からそうだった。マレビトとして特とく殊しゆな能力がなく、申し訳なく思っていた時、お前には料理の腕うでがあると励はげましてくれたのだ。火事の後、一人で泣いていた時も。それから今も。

　ルシアンの言葉に、何度救われただろう。

「俺、迷い込んだのがこの国でよかった。マレビトになって、最初は戸と惑まどったけど。ルシアン様と出会えてよかったです」

　我われ知らず、笑えみがこぼれる。好きになったのが、この人でよかった。

　堂々としていればいい、と彼は言う。その言葉で、このところ悶もん々もんとしていた気持ちに決着がついた。

　留依はルシアンが好きだ。想おもいを伝えるつもりはないけれど、後ろめたく感じることも、恥はじることもない。

　この素す晴ばらしい人と出会い、恋をしたのだ。胸を張っていようと思う。そんなふうに思えることが、嬉うれしかった。

　幸せな笑みを浮うかべる留依に、ルシアンは大きく目を見開き、それから戸惑ったように何度も瞬まばたきをしてから、視線をティーカップに落とした。

　なぜかまた、砂糖の入っていないティーカップをスプーンでかき混ぜる。

　カチャカチャというスプーンの音が、穏おだやかな沈ちん黙もくの中にしばらく響ひびいた。










　留依がごく個人的なことを打ち明けたせいか、それ以来、ルシアンとの距きよ離りが縮まった気がする。ルシアンが毎晩、留依の食堂に顔を出すのは習慣になり、二人で過ごす時間も次し第だいに長くなった。

　留依には嬉しいことだが、多た忙ぼうなルシアンは大だい丈じよう夫ぶだろうか。心配を口にすると、問題ないという答えが返ってきた。

「むしろ、一日の終わりにこうして楽しみな時間があると、仕事を早く終わらせようという気になって効率が上がる。これまで余よ暇かがあっても、過ごし方がわからなくて結局、仕事をしていた。こうやって過ごすものなのだな」

　至って真面目に言われて、ルシアンがいかにワーカホリックだったか悟さとった。

　子供の頃ころから遊ぶ時間もなく教育を施ほどこされ、大人になってからは、侯こう爵しやくとして膨ぼう大だいな執しつ務むをこなしてきた。

　ルシアンには趣しゆ味みや楽しみがなく、そもそも趣味を持つという発想もなかったようだ。

　今までの人生の唯ゆい一いつの楽しみは、子供の成長を陰かげながら見守ること。夜食を食べながらその話を聞いた時、留依はちょっと涙なみだが出そうになった。

「もう陰に隠かくれる必要もないんですから、間近で見守ってあげてください」

　子供たちは父親を怖こわがってはいない。ルシアンが気を遣つかって、目を見開いた後にしぱしぱさせていると聞いて、笑っていた。

　そのことは、留依が後でこっそりルシアンに教えた。子供たちの反応を聞いて、照れ臭くさそうにしていたルシアンである。

「そうだな。予定していた仕事もじきにすべて片付く。朝だけでなく、もっと子供たちと時間を過ごしたい」

　もともとセアルト滞たい在ざいの後半は、予定を入れていなかった。遠くからこっそり、子供たちの様子を眺ながめるつもりだったらしい。

　今はもう距離も縮まったから、子供たちと一緒に時間を過ごせる。

「ただ、子供と何をすればいいのかわからなくてな。すまないが、ルイ。お前も一緒にいてくれないだろうか」

　留依はもちろんと請うけ合った。今は子供たちの食事の世話だけで、店を一人で回していた時よりずっと時間がある。

　それからというもの、ルシアンに時間ができた時には、留依も親子の輪に加わって過ごすことになった。

　それまでみっちり入っていた子供たちの家庭教師も、夏休みということで授業がなくなった。

　そもそも過密に組まれていた授業というのも、子供たちだけでは時間を持て余すだろうというルシアンの配はい慮りよだった。

　授業が休みになり、かわりに父親と一いつ緒しよの時間が増えると聞いて、子供たちは大いに喜んだ。

「アリンとヴァジルは、ルシアン様と何をしたい？」

　留依は二人にアンケートを取った。

「父様とかくれんぼしたい。あと、一緒にお昼ひる寝ねしたい」

「ぼくは街にお出かけしたいな」

　二人のリクエストをルシアンとホレスに伝え、子供たちの願いは残らず実行されることになった。かくれんぼや街へのお出かけに、留依も加わった。さすがにお昼寝は辞退したが。

　ルシアン親子と過ごす時間は、留依にとっても楽しかった。だからこそだろう、毎日があっという間に過ぎていく。

　夏の滞在予定が残り半月となった頃、ルシアンはさらに一週間、滞在を延ばした。子供たちが寂さびしがったからだ。

　別れがほんの少し先延ばしになって、留依も嬉しかった。

　残りの三週間をどう過ごそうか、子供たちと共に幸せな計画を立てていた留依の耳に、水をさすような噂うわさが入ってきた。

「ルシアン様に縁えん談だん？」

　コリンナから聞いて、留依はびっくりした。仕事の合間に留依の食堂にやってきたコリンナは、神しん妙みような表情でうなずく。

「このお屋や敷しきに相手の方を招くんですって。ルイは旦だん那な様と仲良くしてるでしょ。何か聞いてない？」

「俺は何も。初めて聞いたよ」

　子供たちは、子供部屋でお昼寝中だ。

　食堂と子供部屋は距離が近いとはいえ、話を聞かれる心配はないのだが、どちらも自然と小声になる。

「それじゃあ、ガセネタかなあ。でも、王都ではちょくちょく、旦那様に縁談話が持ち込まれるらしいのよね」

　ルシアンもまだ若い。さらに国王の覚えめでたく、侯爵家の資産も潤じゆん沢たくにある。後妻を取ってはどうかと、縁談話が頻ひん繁ぱんに舞まい込むらしい。

「でも、このセアルトの屋敷でお見合いするなんて初めてのことだから、お相手はどんな方かしらって」

　使用人たちの間で、噂になっているそうだ。

「ルイ、それとなく聞いてみてよ」

「えーっ、俺？」

「今、このお屋敷で旦那様と一番仲良くしてるのは、ルイでしょ」

「そんなことは……」

　否定しようとしたが、確かに親子の朝食に同席したり、二人きりで夜食を食べたりしている。

「まあ、確かによくしていただいてるかな」

　留依が言うと、コリンナは「でしょ」と強くうなずいた。

「これでルイが女だったら、この屋敷にいる女の子たちから、突つき上げを食くらってるところだからね。みんな旦那様と仲良くなりたいんだから。できれば個人的に」

　何それ怖い、と留依は身を縮めた。留依がゲイで、密ひそかに片かた想おもいしているなんてバレたら、どうなるのだろう。

「後妻なんて高望みはしないけどさ。旦那様は若くて美形じゃない？　使用人にも優やさしいし。理想の貴公子って感じでしょ。一度くらいは……って、夢を見るわけよ」

　まあ、私はそんなこと考えないけど、と胸を張るコリンナは最近、彼氏ができた。ホレスの下で働く従僕の一人で、留依も先日、紹しよう介かいしてもらったところだ。

「ルイは女子じゃないけど、ルイをうらやんでる子はいるからね。使用人たちの前で、旦那様のことあれこれ話しちゃだめだよ。自じ慢まんに聞こえるから」

「言わないよ、そんなの」

　そもそも留依は、ホレスとコリンナ以外の屋敷の人たちと、あまり関かかわりがない。仕事場も個人の寝しん室しつも独立しているから、仲良くする機会がないのだ。

「でも、そっか。俺はやっぱり、使用人の分を越こえてるのかな」

　ドルフのことを思い出す。留依はその存在すら知らなかったけど、ドルフは留依を妬ねたんでいた。自分が知らないうちに反感を買っていることもあるのだ。

　この屋敷に来て、子供たちやルシアンのことばかり考えていたが、もっと他ほかにも気を配った方がいいのかもしれない。

　自分には想像力が足りない。いつも目に見える範はん囲いのことしか気づかなくて、悪意を持たれているかもしれないと考えられない。

　だから山崎に騙だまされたし、店も失ったのに。学習しない自分に気づき、ちょっと落ち込んでしまった。

「いや、でも、ルイが頼たのんで仲良くしてるわけじゃないでしょ。旦那様から言われたことで」

　留依が気落ちしたのがわかったのか、コリンナが慰なぐさめるように言った。

「それにルイは、ただの使用人じゃなくてマレビトじゃない。私もつい忘れがちだけど。マレビトって、貴族じゃないけど貴族と同じくらい名めい誉よがあるの。だからルイも、一いつ般ぱん庶しよ民みんてわけじゃないからね」

　マレビトというだけでありがたがられるのは、この世界に来た時から知っていた。ただそれも、特別で超ちよう常じよう的な力を期待されてのことで、表向き何も能力を持たない留依は、庶民と変わらない。

「王都じゃ、マレビトの子孫ってだけでふんぞり返ってる人もいるらしいじゃない。いろいろ言っちゃったけど、ルイももうちょっと強気でいいよ。私より年上なのに素す直なおすぎるっていうか、ふわふわしてるから、なんか心配」

「ふわふわとは、失礼な」

　そういうコリンナは留依より年下なのに、強くて頼もしい。リサを思い出すな、と留依は心の中でつぶやいた。

「とにかく、旦那様の縁談の件、本人から聞いておくように」

「えーっ」

　最後に念を押されてしまった。何が「とにかく」なんだか。

　とはいえ、留依も本音を言えば縁談の話が気になっていた。ルシアンの立場を考えると、いつ後妻を迎むかえても不思議ではない。

　留依がとやかく言う資格はないけれど、できればルシアン自身を見てくれて、子供たちを可愛かわいがってくれる人が来るといいな、と思った。

　好きな人が結けつ婚こんするなんて、本当は嫌いやだけど、でもルシアンと子供たちには幸せになってもらいたいし。

　料理の準備をしながら、そんなことをつらつら考えて、好きな人のことをこんなふうに思うのは初めてだなと気づいた。

　留依はこれまで人を好きになっても、その人の幸せや行く末まで考えることはなかった。そこまで相手と深く関かかわっていなかった、というのもある。

　ただ憧あこがれて、この人のことが好きだなあと、自分の中のときめきを確かく認にんするだけだった。

　そういう意味で、留依は本当に人を好きになったことはなかったのかもしれない。

　でも今は違ちがう。ルシアンは留依に優しくして、深く思いやってくれた。彼を尊敬しているし、留依にとって大切な存在だ。

　大切だから、留依の恋こい心ごころとは別に、ルシアンに幸せになってほしいと思う。

（俺、本当にルシアン様のことが好きなんだなあ）

　誰だれかを大事に思えることは、幸せなことだ。縁談のことは複雑だが、留依は自分の心の変化を新しん鮮せんに感じていた。

　そうしてその夜。いつものようにルシアンと二人で夜食を食べていた時、コリンナから言いつけられた質問を投げかけた。

　何を聞いても動じないぞ、と、それなりの覚かく悟ごを決めていたのだが、ルシアンから返ってきたのは否定の言葉だった。

「縁談ではない。少なくとも私は、見合いのたぐいに応じるつもりはない」

　きっぱりとした言葉に、肩かた透すかしを食らってしまう。

「あ、そうなんですね」

「しかしもう、使用人たちの噂になっているのか」

　ルシアンは言って、困ったようにため息をつく。まったくのガセネタ、というわけでもないようだ。

「ほうぼうから、縁談をもちかけられていたのは確かだ。以前もあったが、近ちか頃ごろは特に数が多くて困っていた」

　留依は詳くわしく尋たずねるつもりはなかったが、ルシアンの方から話してくれた。

「以前、毒を盛られたことがあったと言っただろう」

　覚えているか、と言われた。忘れるはずがない。子供たちが食事を嫌がるようになったきっかけだ。

「犯人は私の政敵だ。私は敵のつもりではなかったんだがな」

　当時王宮では、政治のある地位を巡めぐって、諸しよ侯こうたちが水面下の争いを繰くり広げていたそうだ。

「私はどの派は閥ばつにも属していないし、その地位に就つきたいわけでもなかった」

　親から受け継ついだ地位と領地を守り、国王に粛しゆく々しゆくと仕えていただけだという。

　ただ、そういう野心のなさが逆に国王の関心を引いたようだ。国王が政治の地位にルシアンを推おしたので、周りの有力な諸侯たちから目を付けられることになった。

　ルシアンは否いや応おうなしに勢力争いに巻き込まれ、あげく毒を盛られる事件が起こったのである。

　実行犯の供述で首しゆ謀ぼう者しやが捕つかまり、その派閥も解体となり、国王の意見が通ってルシアンが政治の重要な地位に就くことになった。

　結果として、国王の権けん威いも強まることになったし、ルシアンは王の重臣とみなされることになったのである。

「宮きゆう廷ていでの地位など欲しくなかったのに、ありがた迷めい惑わくだ」

　うんざりした口調でルシアンは言う。本当に迷惑だったのだろう。

「しかもそのおかげで、舞まい込む縁えん談だんも多くなった」

　宮中で勢いのある国王の重臣、しかも侯こう爵しやくで、財力もある。後妻とはいえ、結婚相手としては申し分ない。ぜひうちの娘むすめをという貴族が後を絶たないのだとか。

「私は、後妻を娶めとる気はない。今もこれからも」

　ルシアンが突とつ然ぜん、こちらを見み据すえてきっぱりと言ったので、留依は気け圧おされた。

　そんな留依の反応に気づいて、ルシアンはしぱしぱとしきりに瞬まばたきする。留依が怖こわいと言ったのを、まだ気にしているのだ。

「あ、今のは怖くないですよ」

　だから急いで言った。ルシアンは「そうか」とちょっとホッとした様子で言い、でもまだ瞬きしている。

「いや、つまり、私は再婚はしない、ということを言いたかったのだ」

「そ、そうなんですか」

　思わずホッとしてしまい、慌あわててその思いを振ふり払はらった。

「もう結婚はしない。亡なくなった妻とは政略結婚で、最後までうまく行かなかった。可か哀わい想そうなことをしたと思っている」

　子供を二人もうけたけれど、夫ふう婦ふの距きよ離りが縮まることはなかった。今も後こう悔かいしている様子に、留依は胸が痛んだ。

　情が深く、人一倍家族を思うルシアンだからこそ、妻が亡くなって時間が経たっても、その後悔が薄うすれることはないのだろう。

「貴族の婚こん姻いんはどうしても、家や政治が関係する。よく知りもしない女性を愛することはできないし、愛のない家庭は不幸だ。私はもう、女性を不幸にしたくないのだ。子供たちにもいい影えい響きようはないだろう」

　愛のない結婚はルシアンにとっても不幸だと思うが、彼が案じるのは相手の女性と、子供たちのことばかりだ。

「ルシアン様はそれで、いいんですか」

　だからつい、留依は言ってしまった。

「いい、とは？」

　青い瞳ひとみがこちらに真っすぐ向けられて、その視線の強さについ、うつむいてしまう。

「す、すみません。……あの、ルシアン様はいつも人のことばかり考えて、ご自分のことは二の次だから。もっとご自分の幸せを考えてもいいのになって思ったんです」

　ちらりと相手を窺うかがうと、ルシアンは思ってもみないことを言われたというように、目を見開いていた。

「俺なんかが言うことじゃないですけど。貴族の結婚が政略結婚ばかりなら、結婚しなくてもいいと思うんです。今すぐってわけでもなくて……ただ、一いつ緒しよにいて気持ちが安らげる相手とか、そういう人と幸せになってほしいなって、思ってて」

　本当は、ルシアンの恋人なんて見たくないけれど。でも、ルシアンの孤こ独どくが埋うまって安らげるなら、いい人が見つかってほしい。

「ルシアン様は優やさしくて、情の深い人だから。俺はそんなルシアン様に救われました。だから、ルシアン様にも幸せになってもらいたいんです」

　思い切って言ってみたが、ルシアンは黙だまったままだった。やはり、出過ぎたことを言ったのかもしれない。

　沈ちん黙もくがいたたまれず、縮こまっていると、ルシアンのつぶやきが聞こえた。

「私の幸せ、か」

　ルシアンは留依の言葉に呆あきれたり、迷惑がっているのではなく、深く考えているようだった。

「そうか。そうだな。私は結婚はしない。でも、恋人を作ることはできる」

　ごく当たり前のことだが、ルシアンは自分が恋人を持つということを、今の今まで考えもしなかったらしい。

「ルシアン様はまだお若いですし。それに若くなくても、恋はいつしてもいいと思います」

「ルイは恋人はいないと言っていたが、恋をしたことはあるのか」

　急に自分のことを質問されて、留依は「えっ、俺？」と、すっとんきょうな声を上げてしまった。ルシアンが真面目まじめな顔でうなずく。

「私はこの年になるまで、恋をしたことがなかった。だが、ルイは人を好きになったことがあると、以前に言っていたな」

「そ、それは、まあ」

　留依が答えると、青い瞳がじっと、食い入るようにこちらを見つめてくる。強い興味がある時の眼まな差ざしだ。

　恋がどんなものか、興味を持ったのだろうか。

「恋したことはあります。前にも言ったとおり、みんな異性愛者で、恋人になることはありませんでした。今思うと、恋というより憧あこがれに近かったのかも。学校の同級生とか、職場の先せん輩ぱいとかで、特別仲がいいわけでもなかったですし。いえ、仲がいい人もいたけど、金目当てだったりして」

　留依の場合、一番深く関かかわった相手がひどい男だったので、あまり参考にならない。

　だが金目当て、と聞いて、ルシアンは微かすかに眉まゆ根ねを寄せた。

「どういうことだ？」

「いえ、俺も馬ば鹿かだったんですけど」

　留依は山崎のことや、一緒にこの世界に転移してきた店のことを話して聞かせた。

　もう山崎のことは吹ふっ切れていたから、ただの失敗談として軽く語ったのだが、ルシアンの眉み間けんの皺しわはどんどん深くなっていった。

「卑ひ劣れつ漢め。私がその場にいたら、決けつ闘とうを申し込んでいるところだ」

　すべて聞き終わったルシアンは、忌いま忌ましげにこぶしを握にぎりこんだ。こんなにも表情が豊かな彼は珍めずらしい。

「俺も馬鹿だったんです。ちょっと考えれば、すぐわかりそうなものなのに」

「お前に落ち度はない。その男とは、親しくしていたのだろう。ルイの想おもいを知っていたかどうかはともかく、好意を抱いだいていたことはわかっていたはずだ。それを利用する男が悪い」

　憤いきどおった口調で言う。こんなにルシアンが怒おこるとは思わなかったので、留依は驚おどろいた。

　同時に、心の底にへばりついていた後悔の残ざん滓しが、すっかりこそげ落とされた気がする。

「……そうか。そうですよね。悪いのは向こうで、俺は悪くない」

　自分でも、言葉にしてみる。

　悪いのは山崎だと、留依だってわかっている。でもずっと、気づかない自分も悪かったと、自分の迂う闊かつさを悔くやんでいて、心のどこかで自分が悪いような気がしていた。

　でも人から、お前は悪くないと言ってもらって、ようやく気持ちがすっきりした。

「当然だ」

　ルシアンも大きくうなずく。

「私のことを情が深いと言ったが、お前の方がよほど情があって心根の優しい男だ。そういうお前に、子供たちも私も救われている」

「そんな」

　大層なことはしていない。ただ自分のやりたいように行動しただけだ。

　でも、ルシアンの言葉はじんわりと心にしみた。彼はお世辞など言わないだろう。本心から思ってくれているのだ。

　優しげな青い瞳が、留依を見つめた。

「私も、お前に幸せになってほしい。これ以上傷ついたり、悲しい顔をするのを見たくない。お前にはいつも笑っていてほしいと思う。お前の笑え顔がおは私の心も癒いやしてくれるからな」

　真っすぐな言葉に、嬉うれしくも照れてしまった。恥はずかしくてうつむきそうになり、慌てて顔を上げる。

「俺は今、すごく幸せですよ。好きな料理の仕事ができて、毎日何の不自由もありません。アリンとヴァジルは可愛かわいいし、優しい旦だん那な様とこうやってご飯も食べられるんですから」

　できればずっと、ルシアンと子供たちと一緒にいたい。いつかみんな王都に行ってしまうとわかっているけれど、長くこの時が続きますように、と祈いのってしまうくらい、今が楽しい。

「そうか。……なら私も、今が幸せだぞ。愛する子供たちとの距離も縮まって、お前とも出会えた。毎日こうして余よ暇かを楽しむことを知ったのだ。これを幸せと言わずしてなんと言おう」

　ルシアンが言う。それを聞いて、留依は思わず顔が綻ほころんだ。

　この毎日が留依にとって幸せであるように、ルシアンにとっても幸せなのだ。

　留依が微笑ほほえむと、ルシアンも唇くちびるの端はしをほんの少し引き上げて、目元を和なごませる。

　二人の間にはこの時確かに、優しく幸福な時間が流れていた。










　互たがいの幸福の話をしていたから、その夜はそれきり、ルシアンの縁えん談だんについて詳くわしく尋たずねる機会はなかった。

　でも、彼は縁談を受けるつもりはないし、縁談ではないと言っていた。それ以上の情報はいらないと思っていたのだが、翌日、折を見てコリンナに報告すると、深いため息をつかれてしまった。

「旦那様に結婚をする気がないことくらい、みんな知ってるわよ。それで縁談だって断りまくってるし。それでも、このお屋や敷しきに縁談相手が来るかもしれないっていうんだから、よっぽどじゃない？　噂うわさの出所に心当たりがないか、探さぐってほしかったの」

　そんなこと、昨日は言ってくれなかったのに。留依が不ふ貞て腐くされると、コリンナは出来の悪い弟に対するように、軽く肩かたをすくめた。

「ルイには、諜ちよう報ほう活動は無理ね」

「ちょーほー？」

「ちょーほーって何？　あっ、今日のおやつはパンケーキだっ」

　その時、アリンとヴァジルがお昼ひる寝ねから起きてきて、わらわらと食堂に入ってきたので、縁談の話は中断された。

「諜報っていうのは……うーん、難しい言葉はルイが説明してくれますよ」

「えーっ、ずるい」

「ほほ、私は仕事があるのでこれで」

　では失礼、なんて言って、コリンナはさっさと食堂を出ていってしまった。ずるい。

　それから子供たちは、おやつを食べる間中、諜報とは何かとしきりに尋ねるので、留依は必死に頭を動かして説明する羽目になった。

　縁談の噂の真相についてルシアンから聞かされたのは、その直後だ。

　おやつを食べ終えた後、留依と子供たちは午後の執しつ務むを片付けたルシアンと合流し、いつものようにみんなで遊ぶことになった。

　今日は屋敷の庭で鬼おにごっこをした。子供たちはもちろん、留依もルシアンも走り回る。

　動き回って疲つかれ、途と中ちゆうで休きゆう憩けいするのだが、子供たちはまたすぐ、庭をはしゃぎ回る。

　そんな元気いっぱいの二人を眺ながめつつ、大人たちが庭の木こ陰かげでぐったりするのも、もはや習慣になっていた。

「何かあったんですか」

　と、留依がルシアンに尋ねたのは、彼が子供たちと遊びながらも時おり、何か考え込むような表情を見せたからだった。

　表情といっても、大して変わらない。でも何となく、毎日のように一いつ緒しよにいるとわかってくるものだ。

「考えこんでらっしゃるようですが」

　昨晩、縁談の話をした時には変わった様子はなかったのに。留依が窺うかがうと、ルシアンは軽く目を見開き、それから表情筋をわずかに弛し緩かんさせた。

「ルイには隠かくし事はできないな」

　やはり何かあったのだ。留依が心配していると、ルシアンは「そう深刻なことではない」と鷹おう揚ように言った。

「来週、客を招くことになってしまった。押しかけられる、というのが正しいところだがな。未み婚こんの若い貴族の女性が二人」

　コリンナの言った通りだ。噂は本当だった。ただ、二人だとは聞いていなかったが。留依はルシアンに、コリンナから噂を聞いたことを告げた。

「ああ。以前から娘むすめを会わせたいと、二つの家からしつこく打だ診しんされていたんだ。ずっと断っていたのだが、やむを得ず招くことになった」

　二人の令れい嬢じようの親は、かなり強ごう引いんな手を使ったらしい。

　ルシアンはため息をつきつつ、事の顚てん末まつを説明してくれた。

　押しかけ令嬢たちの一方は、エース侯こう爵しやく家という、由ゆい緒しよある家の一人娘だ。

　このエース侯爵は、ルシアンの父に生前世話になったそうで、ルシアンが若くして爵位を継ついだ時には、親身になって何かと手助けをしてくれた。

　ルシアンにとって、恩義のある相手ということである。

　もう一人の令嬢はワイトという伯はく爵しやく家の娘で、ワイト伯爵は新興の貴族ながら政治に長たけ、宮きゆう廷ていでも発言力を増しているそうだ。

　エース侯爵家とワイト伯爵家、二つの家からは以前から、ぜひうちの娘を後妻にもらってくれと、熱ねつ烈れつなアプローチを受けていた。

　その都度、やんわり断るのだが、諦あきらめる気配がない。宮廷での地位が盤ばん石じやくなルシアンと縁えん戚せき関係になりたい、というのはもちろん、両家の娘たちがルシアンを気に入っていることもあるのだろう。

「宮中の園遊会で一度会っただけなのに、なぜか気に入られてな。うんと年上の子持ち男だというのに、何がいいのやら」

　ルシアンはぼやく。自分の魅み力りよくを本当にわかっていないらしい。

　とにかく令嬢二人からのアプローチは続いていて、この夏も、ぜひうちの領地に遊びに来てほしいとか、セアルトの近くを旅行するのでお邪じや魔ましていいですか、などと打診を受けていたそうだ。

　もちろん、ルシアンも当初は断っていた。ルシアンは領地に避ひ暑しよに行くわけではなく、領地での仕事があるのだ。息むす子こたちの姿もゆっくり見たい。

　断じて応じる気はなかったのだが、先日、ワイト伯爵から連れん絡らくがあって、状じよう況きようが変わってしまった。

　ワイト伯爵の娘はこの夏、セアルト近くの避暑地に滞たい在ざいしていた。ところが王都に帰る際、ルシアンの領地を通る最中に、アクシデントが発生した。

　令嬢に付き添そって旅程について采さい配はいを振ふっていた侍じ女じよが、突とつ然ぜんの体調不良で入院することになったというのだ。

　未婚の娘一人で王都まで帰すのも、よく知らない土地に一人で滞在させるのも心配である。それで王都のワイト家から迎むかえを寄よ越こす間、娘を預かってくれないかというのだ。

　アクシデントは本当なのか、はなはだ怪あやしいところではあるが、貴族の令嬢が自分の領地にいて困っているというのだ。助けないわけにはいかない。

　仕方なく滞在を許可したのだが、どこでその話を聞きつけたのか、今度はエース侯爵から連絡が来た。

　うちの娘と会うのは断ったのに、ワイト家の令嬢を屋敷に招くとはどういうことか、と言うのである。

　ルシアンは、ワイト伯爵令嬢に起こったアクシデントについて説明したものの、納なつ得とくしてくれない。だったらうちの娘とも会ってやってくれ、一人も二人も一緒だろう、と言われて、ルシアンも渋しぶ々しぶ承しよう諾だくした。

「どちらも、すごく強引ですね」

　そんなに強引に押したら逆効果だと思うが、押し売りしてでもルシアンと娘をくっつけたいのだろう。

「そんなわけで、屋敷に客が来る。ルイが直接応対をすることはないが、家の中がしばらく騒さわがしくなるだろう。子供たちを気にかけてやってくれるか」

「もちろんです。でも、お客様が来たら、親子で触ふれ合う時間も少なくなっちゃいますね」

「ああ」

　それが問題だ、というようにルシアンは重苦しい声を上げた。

「私もじきに王都に帰らねばならない。子供たちと触れ合える貴重な時間だというのに」

　そう、ルシアンがこの屋敷に滞在するのも、残りわずかなのだ。その貴重な時間を、招かれざる客をもてなすために費ついやさねばならないのだ。

　ルシアンが気の毒だった。










　二人の令嬢を招く話は、その日のうちに、ホレスから使用人たちへ正式に伝えられた。

　滅めつ多たにない来客に、使用人たちは色めきたった。しかもただの客ではない。

　ルシアンは望んでいないが、これはある種のお見合いなのだ。縁談相手で、もしかしたら未来の侯爵夫人になるかもしれない、そんな貴族のご令嬢をお迎えするわけである。

　客間を準備したり、それぞれの令嬢のお世話をする担当者を決めたり、みんな忙いそがしそうだった。特に屋敷の料理人たちは、ようやく腕うでを振るう機会を得て大張りきりだという。

　留依と子供たちだけが、いつも通りだった。

　ただ子供たちは、客がいる間、ルシアンと朝食を摂とったり遊んだりできないと聞いて、大いに不満そうだった。

「つまんないの。お客様なんか、来なきゃいいのに」

「そんなこと言ったらダメだよ」

　ヴァジルが拗すねて言い、お兄ちゃんのアリンがたしなめていた。留依は苦く笑しようしたが、ヴァジルの言うことはわかる。アリンだって本心では同じ意見だろう。

　令嬢たちは三日ほど滞在するそうで、彼女たちを見送ったらすぐ、ルシアンは王都への帰り支じ度たくをしなくてはならない。

　次にルシアンがセアルトに来るのは、半年後だ。留依も残念だった。

　そうこうしているうちに、令嬢たちが屋や敷しきにやってきた。

　ワイト伯爵令嬢の到とう着ちやくに合わせて、エース侯爵令嬢も急いで来たようだ。二人はほぼ同時に、屋敷に到着した。

　留依はその時、お昼ひる寝ねを終えた子供たちと遊んでいた。コリンナが来客の準備に駆かり出されたので、留依が子供たちの身の回りの世話もすることになったのである。

　もともとこの屋敷は、使用人の数もそう多くはない。なのに急きゆう遽きよ、客を迎えることになったので、どうしても人手が足りないのだ。

　ホレスとルシアンは申し訳ないと言っていたが、アリンとヴァジルは手がかからない。留依は屋敷の使用人の中で一人だけ暇ひまで肩かた身みが狭せまかったし、ちょうど良かった。

　そんなわけで、ここ数日はアリンとヴァジルに付きっきりだ。

「ルイさん。旦だん那な様が、お客様に挨あい拶さつをさせたいから、お子様たちを連れて来てほしいんですって」

　使用人の一人に呼ばれ、留依はアリンとヴァジルを連れて、令嬢たちのところへ向かうことになった。

　滅多にない来客に会うのに、子供たちは廊ろう下かを歩きながら目に見えて緊きん張ちようし始めた。留依も緊張している。ルシアン以外の貴族に会うのは初めてだ。何か失礼があったらどうしようと、不安になる。

「緊張するね。俺、怖こわくなってきちゃった」

　動きがギクシャクしている子供たちに、留依はあえて弱音を吐はいてみた。大人も緊張すると言えば、自分だけではないと安心するだろうか。

　そんなことを考えていたのだが、アリンとヴァジルは予想外の反応を見せた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ルイ。ぼくたちが付いてるからね」

「ぼく、ちゃんとご挨拶できるもん。ルイはぼくのまねすればいいよ」

　逆に励はげまされてしまった。頼たのもしい。留依は感動してしまった。

「ありがとう。ちょっと怖くなくなったよ」

　留依が言うと、子供たちはきりりとした表情でうなずいてみせた。

　二人の令嬢は、日当たりのよいサロンでルシアンのもてなしを受けていた。部屋に近づくと、若い女性の楽しげな声が聞こえてくる。

　入口の使用人に到着を告げ、子供たちと中に入る。

「お子様をお連れしました」

　留依が言うと、二人の女性が一いつ斉せいにこちらを振り返った。

　どちらも年ねん齢れいはコリンナと同じくらいで、美しく華はなやかだった。一方は赤毛の勝気そうな美女で、もう一方は黒くろ髪かみの清せい楚そ系美人だった。

「私の息子たちです。アリン、ヴァジル。お客様にご挨拶をしなさい」

　正面にいたルシアンが言うと、アリンとヴァジルは緊張しながらも、きちんとした挨拶をした。

「可愛かわいいっ！」

　きゃーっという黄色い声と共に叫さけんだのは、赤毛の美女だ。黒髪美人はそれに、うるさそうに顔をしかめる。

「私、子供が大好きなんです。こんな天使が二人もいるなんて、ルシアン様が羨うらやましいわ」

　はしゃいだ声で赤毛美女がルシアンにアピールし、黒髪美人は馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らした。それを聞きつけて、赤毛美女がくるりと黒髪美人を振り向き、恐おそろしい形相で睨にらみつける。

（こ、怖い）

　端はたで見ていた留依は、ハラハラした。案の定というか、ライバル同士のこの二人、仲良くはなさそうだし、仲良くする気もないらしい。

「アリン様、ヴァジル様、初めまして。私はワイト伯はく爵しやくの娘むすめ、ジェラルディーンと申します。仲良くしてくださいね」

　黒髪美人は赤毛美女を無視し、子供たちに向かってにっこりと微笑ほほえんだ。赤毛美女が負けじと、乗り出すように子供たちへ笑え顔がおを向ける。

「私はバーバラ・エース。後で一いつ緒しよに遊びましょうね」

　子供たちは積極的な二人に、戸と惑まどった様子でおずおずとうなずいた。

　赤毛の美女、バーバラというのが、ルシアンが義理立てしているエース侯こう爵しやくの娘らしい。見た目通り勝気そうだ。

　黒髪のジェラルディーンも、見た目は清楚系だがなかなか気が強いらしい。屋敷に到着した時から、互たがいに火花を散らしているのだろう。

　ルシアンは相変わらず無表情だが、すでにげっそりしているのが留依にはわかった。

「もしかして、後ろの黒髪の方は噂うわさのマレビトではないかしら」

　挨拶を済ませたら、子供たちとすぐ退室するつもりだったのだが、ジェラルディーンに声をかけられたので、そうもいかなくなった。

「は、はい。初めまして、三好留依と申します」

　留依が挨拶をし、ルシアンが「子供たちの専属料理人をしてもらっている」と補足した。

　女性二人が、値ね踏ぶみするように上から下まで留依を眺ながめる。

「マレビトって、初めてお会いしましたわ。男性なのに、綺き麗れいな方ね」

　ジェラルディーンはにこやかに言うが、目が笑っていない。バーバラは露ろ骨こつに留依を馬鹿にしていた。

「でも、マレビトなのに何の能力もないんでしょ。それで領民の税金を使って養ってるなんて、ねえ」

　確かに留依は、この世界に来た当時、マレビトとして当座の生活費を支給してもらった。それは税金からまかなわれていたのだろうが、カフェレストランを開いてからは、その収入で暮らしていたし、今はルシアンから給料をもらっている。

　多分に誤解と偏へん見けんの混じった発言だが、留依は何も言わずに我が慢まんした。自分は使用人だ。主人の客に反論するのは、良くないことだろう。

　ルシアンがかわりに何か言ってくれるかと思ったが、彼も何も言わなかった。

「もういい。下がりなさい」

　留依と子供たちに、そう告げただけだ。いつもより硬かたくて冷たい声こわ音ねだった。

　何か機き嫌げんを損そこねることをしただろうか。ルシアンを見たが、彼は令れい嬢じようたちを見ていたので、よくわからなかった。

　留依は一礼すると、子供たちを連れてサロンを出た。

「あの赤毛の人、いじわるだね」

　子供部屋に戻もどりながら、ヴァジルがぼそりと言った。バーバラの言葉すべてを理解したわけではないだろうが、留依が嫌いや味みを言われていることは気づいたのだろう。

「ルイが意地悪されてるのに、父様、何も言ってくれなかった」

　穏おだやかなアリンも珍めずらしく、むすっとして言う。怒いかりの矛ほこ先さきが父親に向いているので、留依は慌あわてた。

「ルシアン様もお立場があるから。あそこで怒おこるわけにはいかないんだよ」

　言ってはみたものの、子供たちは納なつ得とくしていない顔だ。留依もバーバラの言葉にはムッとしたし、二人の値踏みする視線は怖かった。

　でも自分は、子供たちの専属料理人で世話係だ。客人たちと関かかわることも滅めつ多たにないだろう。

　客のことは気にせず、今は父親と触ふれ合えなくて寂さびしがっている子供たちに、しっかり向き合おう。

　そう考えて、その時の留依は、二人の令嬢のことはそれほど深刻に捉とらえてはいなかった。










　その晩は、ルシアンと令嬢二人で、豪ごう華かな晩ばん餐さんを囲んだようだ。料理人が大いに腕うでを振ふるっていたと、コリンナから聞いた。

　留依は留依で、子供たちを楽しませようと、お子様ランチならぬお子様ディナーを作った。

　子供たちを寝かしつけた後、しばらく厨ちゆう房ぼうにいたが、ルシアンはいつもの夜食には現れなかった。

　半ば予想していたことだったので、仕方がないとその日は眠ねむりについた。

　翌日、ルシアンは令嬢たちをセアルト観光に連れて行き、一日相手をしていた。その翌日はさすがに家にいたが、やはり令嬢たちと過ごし、お茶を飲んだり庭を散策したりと、付きっきりだったらしい。

　一時、庭で遊んでいた留依と子供たちとかち合ったが、ルシアンは留依にも子供たちにも素っ気なかった。冷たいと言ってもいい。

「お客様の邪じや魔まになるから、部屋に戻っていなさい」

　庭から追い払はらわれ、子供たちはしょんぼりしながら子供部屋に戻った。

「父様、女の人と遊ぶ方がいいのかな」

「ぼくたちのこと嫌きらいになったのかな」

　泣きそうな顔で二人が言うので、留依は「そんなことないよ」と否定した。

　確かに、先ほどのルシアンの態度は冷たすぎた。今日だけでなく、昨日、ちらりと顔を合わせた時も、ろくにこちらを見ようともしなかったのだ。

　でもルシアンに限って、子供たちを嫌いになることなんてない。子供との距きよ離りを感じていた頃ころでさえ、陰かげながら息むす子こたちを眺めるのを楽しみにしていた、ルシアンである。

　美女二人に囲まれたからと言って、簡単に心変わりをするはずがない。そう考えたら、ルシアンの冷たい態度にもおのずと答えが出た。

「ルシアン様はたぶん、アリンとヴァジルを庇かばってるんじゃないかな」

　息子たちと、それに恐らくは留依のことも。

「初日にお客様にご挨あい拶さつしに行った時、一緒に遊ぼうって言われてたよね。でもアリンとヴァジルは嬉うれしくなさそうだっただろ？　二人がお客様の相手をしなくて済むように、遠ざけてるんだと思う」

　将を射んと欲ほつすれば先まず馬を射よ、と言うから、女性二人はまず子供たちを手なずけようとしたのだろう。バーバラは露骨に子供好きをアピールしていたし、ジェラルディーンもさりげなさを装よそおっていたが、子供たちに近づこうとしていた。

　たぶんルシアンはそれを見て、子供たちに冷たくしたのだ。自分が息子たちに関心を示さないと知れば、令嬢たちも子供たちに擦すり寄ることはない。子供たちを巻き込まないように、わざと冷たくしているのだろう。

「ルシアン様がアリンとヴァジルを嫌いになることなんて、絶対にないよ。ものすごい子こ煩ぼん悩のうなんだから」

「こぼんのーって？」

「アリンとヴァジルが大大大好き！　ってこと。子供たちを巻き込まないように、頑がん張ばってお客様をもてなしてるんだよ」

　だから観光案内なんて、不似合いなことをしているのだ。

　留依が自信満々で言うので、子供たちも納得し、安心したらしい。たちまち元気になった。

　その後はなるべくお客と会わないよう、子供部屋や留依の食堂で過ごすことにした。あと一日我慢すれば、お客は帰るのだ。

　吞のん気きに構えていたのだが、その夜、ルシアンの書しよ斎さいに呼び出されて、思わぬ依い頼らいをされた。

「デザート作り、ですか。俺が」

「ええ。ご令嬢方がぜひ、マレビトであるルイさんの料理を食べたいと仰おつしやいまして」

　同席していたホレスが、困った顔で言った。留依は応接椅い子すで出されたお茶を飲みながら、困こん惑わくしていた。

　明日、令嬢たちの滞たい在ざい最終日の晩餐に、留依の作った料理を出してほしいと言われたのだ。

　しかし、晩餐のメニューはすでに、料理人たちが決めている。全体のバランスを考えて構成を考えているはずだ。

　給きゆう仕じの都合があるから、留依も自分の厨房ではなく、共用の厨房で料理人に交じって作業をしなければならない。

　料理人たちは留依のことを仲間と思っていないし、お互いに作業がやりにくいだろう。

「それで、デザートを作ってもらうのは、どうかと思ってな」

　デザートについてももちろん、料理人はメニューに組み込んでいるだろうが、おまけということにすれば、一品増えても全体の料理のバランスを損なうことはない。

　留依は自分の厨房で可能な限り下ごしらえや準備をして、最後の仕上げだけ共用の厨房で行うようにすれば、料理人たちとの作業も最低限ですむ。

　ルシアンたちも、いろいろと考えてくれているのだ。

　留依の料理はそもそも庶しよ民みん向けだし、貴族の晩餐会のデザートなんて元の世界でも作ったことがない。しかも、あの意地悪そうな令嬢たちに出すなんて、考えただけで胃がキリキリする。

　でも、留依が嫌いやだと言ったら、ルシアンたちは困るだろう。

「どうだろう、やってくれないだろうか」

　心配そうにこちらを窺うかがうホレスとルシアンを見て、留依は「わかりました」と承しよう諾だくした。

「俺には大役ですが、やらせてください」

　ルシアンとホレスが、ホッとした顔をする。

「ありがとう。そしてすまない。できればお前を巻き込みたくなかったのだが」

「どうもお嬢様方は、ルイさんのことが気になるご様子でしてね」

　気になると言っても、好意的な意味ではないだろう。初対面で見た、彼女たちの値ね踏ぶみするような視線を思い出す。

　特にバーバラは、能力を持たないマレビトを厄やつ介かい者と思っているのか、庭で顔を合わせた時もあからさまに侮ぶ蔑べつの視線を向けてきた。

　あまり関わり合いたくないが、どうせ明日で帰るのだ。ほんの少しの我慢でルシアンの面めん目ぼくが保たれるなら、大したことではない。

「大だい丈じよう夫ぶです。それにルシアン様は、俺やお子さんたちを巻き込まないように、気を配ってくださっていたでしょう？　俺もちょっとは頑張らないと、使用人の面目が立ちません」

　ルシアンもホレスも申し訳なさそうにしているから、そんな必要はないのだと言いたくなる。

　だいたい留依は使用人なんだから、主人のルシアンはもっと強気に命令したっていいのだ。

　そうしないのはルシアンの優やさしさだろう。それに甘えていてはいけないし、頑張るルシアンの役にちょっとでも立てるなら嬉しい。

　留依が言うと、二人はなぜか軽く目を瞠みはった。それからホレスとルシアンのどちらからともなく顔を見合わせる。ホレスがクスッと楽しそうに笑った。

「私が申し上げた通りでしょう。ルイさんは旦だん那な様のことをちゃんと理解していますよ」

　ホレスが言い、ルシアンは「うん……」と曖あい昧まいに返事をして視線を揺ゆらす。何のことだろうと留依が目顔で問うと、ホレスがいたずらを暴ばく露ろするような顔で説明してくれた。

「旦那様はお客様が来てから、ルイさんやお子様たちに冷たい態度を取っていたでしょう。わけがあったのですが、それで旦那様は、三人に嫌われたのではないかと気を揉もんでおられたんです」

　ホレスが言い、ルシアンが「ぜんぶバラすな」とぶっきらぼうに肯こう定ていしたので、留依は思わず笑ってしまった。

「ご令れい嬢じようたちの興味を引かないように、ということですよね」

　ホレスがにっこり笑ってうなずく。

「あの二人、気も押しも強いからな。ルイには最初から突つっかかっていたし、子供たちにも無用な気を遣つかわせたくなかったんだ」

「ありがとうございます。アリン様とヴァジル様も、ちゃんと理解されてますよ」

　最初こそ、嫌われているかも、と泣きそうな顔をしていたが、留依の説明に納なつ得とくしてからは、「父様、お客様に付きっきりで大変だね」と父を案じている。

　留依がそのことを教えると、ルシアンは感じ入ったように目をつぶった。息子たちのことを思い出しているのだろう。ホレスと留依は目を合わせてこっそり笑った。

「それではルイさん、急なことですみませんが、よろしくお願いします。晩餐の細かい打ち合わせは明日、やりましょう」

　ホレスが話を締しめくくり、「私はこれで」と退席しようとする。留依も腰こしを浮うかせると、お茶がまだ残っていますよ、とやんわり制された。

　確かに出されたカップにはまだ、お茶が半分ほど残っている。残して戻もどるのは失礼かな、と思ったので、素す直なおに冷めたお茶を飲んだ。

「では、お先に失礼します。旦那様、例の件は早めにされたほうがようございますよ」

「……ああ」

「もう時間がございませんからね。王都に戻ってから手紙で伝えるのでは、相手にも真意が伝わりません」

「わかってる」

　去り際ぎわ、ホレスがこそりとルシアンに告げ、ルシアンは子供みたいな態度で素っ気なく答えていた。留依には、何の話なのかわからなかった。

　二人きりになった書斎で、しばらくルシアンと留依は黙だまってお茶を飲んでいた。久しぶりに二人で会うのに、気まずい空気が流れている。

　ルシアンがなぜか、そわそわしているからだ。何だろう、と内心で首をひねる。疲つかれているから、早く寝しん室しつに行きたいとか。早くお茶を飲んでお開きにしたいのかもしれない。

　あれこれ想像した末に留依はそんな結論を出し、急いでお茶を飲んだ。一気に飲み干してティーカップをソーサーに戻すと、目の前でルシアンが目を見開いていた。

　何か、まずいことをしただろうか。

「……あの？」

　どうかしたかと相手の瞳ひとみを覗のぞき込むと、ルシアンは「いや」と、口の中で言って視線を逸そらした。夜食の時のように、落ち着いてゆっくり話をする雰ふん囲い気きではなさそうだ。

　もう立ち去った方がいいのかな、と留依が考えていると、ルシアンが口を開いた。

「私はもうじき、王都に戻る」

「はい」

　留依はうなずく。寂さびしいです、と言いそうになって飲み込んだ。

　話が続くのかと思いきや、ルシアンはそれきり黙ってしまった。かと思うとまた、訥とつ々とつと言葉を紡つむぐ。

「王都はいいところだ」

「そう、なんですね」

「セアルトものどかでいいが、王都は大都市だ。何でもあって、便利な場所だ。中心部はいささかごみごみしているが、私の屋や敷しきがある場所は閑かん静せいな住宅街なのだ。屋敷もここより古くて広いが、落ち着ける」

　ルシアンはしきりに、王都の素す晴ばらしさを語った。何が言いたいのかわからないが、とりあえず相あい槌づちを打つ。早く王都に帰りたいのだろうか。

「美味おいしい店もたくさんある。いや、お前の料理に勝まさるものはないがな」

「ありがとうございます」

　料理人冥みよう利りに尽つきる、嬉うれしい言葉だ。留依が微笑ほほえむと、ルシアンの視線はそわそわと揺れた。

「王都はいいぞ」

　また、彼は言った。

「……はい」

　結局、何が言いたかったのか、最後までわからなかった。










　ルシアンの「王都推おし」は何だかわからなかったが、それより心配なのはお客様に出すデザートのことだった。

　留依はその夜、遅おそくまで案を練った。以前のレシピや覚え書きは焼けてしまったが、この屋敷に来てから、思い出せる限りのことを手帳に書きつけていた。子供たちに出した料理やおやつのことも記き載さいしてある。

　手帳をめくりつつ、いくつか案を書き出した。

　翌朝、子供たちに事情を話し、今日はあまり一いつ緒しよに遊べないと話した。子供たちの世話はコリンナがして、夕食は作り置きしておくが、一緒には食べられないだろう。

　子供たちだけで食事をするのは、留依がご飯を作るようになって初めてのことだ。ごめんね、と謝ると、子供たちは「大丈夫」と、頼たのもしく請うけ合ってくれた。

「ルイのおやつはぜんぶ美味しいから、お客様もきっとびっくりするよ」

「ぼくは、パンケーキを出した方がいいと思う。あの、ふわふわのやつ。あれが絶対、一番おいしいから」

　アリンが励はげましてくれて、スフレパンケーキが大のお気に入りなヴァジルは、真しん剣けんな顔でアドバイスをくれた。

　留依は朝から緊きん張ちようしていたのだが、子供たちのその言葉には大いに救われたものだ。

　朝食を終え、子供たちをコリンナに託たくすと、留依は屋敷の料理人に会いに厨ちゆう房ぼうへ出向いた。

　最初に挨あい拶さつをしに行って以来、足を運んでいなかった場所だ。

　留依のことはホレスから聞いていたらしい。料理長は今夜の晩ばん餐さんのメニューを説明してくれたが、相変わらず素っ気なかったし、他ほかの料理人たちが留依を見る目も冷ややかだった。

「下ごしらえは、あんたの台所でやるんだろ。一応、場所は空けておくが、作業は一人でやってくれよ、お嬢ちゃん。こっちはこっちで手いっぱいなんだから、泣きつかれても助けないからな」

　料理長が迷めい惑わくそうに言う。お嬢ちゃん、なんて馬ば鹿かにしている。

「わかってます。そちらの邪じや魔まはしません」

　こっちだって素人しろうとじゃない。子供の頃ころから実家の洋食屋を手伝っていたし、職歴だってそれなりにあるのだ。

　ムッとして返すと、料理長は「ほんとにわかってるのかねえ」と、大きな声で言った。

「晩餐の時、ここは戦場になる。女が作るような、のんびりした家庭料理とはわけが違ちがうんだよ。俺たちは玄人くろうとだからさ。のらくらしてたんじゃ、間尺に合わないの」

　周りの料理人たちがニヤニヤ笑っている。留依が子供向けに料理をしているから、馬鹿にしているのだ。

　女性にも家庭料理にも偏へん見けんがあるようで、だからあなたの作る料理はつまらない味なんですね、と言い返してやりたくなった。

　とはいえ、こんな時にこんなところで料理長とやり合うのは大人げない。ルシアンにだって迷惑がかかるだろう。ぐっとこらえ、「大だい丈じよう夫ぶです」とだけ答えた。

　厨房を出ると、廊ろう下かでバーバラにばったり出くわした。

　こんな時間に一人で出歩いているとは、珍めずらしい。令嬢方は連日、昼頃に起きて、身み支じ度たくを終えてからルシアンに会いに行くそうである。

　今日のバーバラは薄うすく化け粧しようをしていたが、髪かみは簡単に結ゆっているだけだ。いつものように、頭のてっぺんからつま先まで着き飾かざってはいなかった。

「穀ごく潰つぶし」

　そっと目礼して道を空けたのだが、バーバラはわざわざ立ち止まった。小さな声だが留依にしっかり聞こえる音量で、失礼なことをつぶやく。

「あなたがデザートを作るんですってね」

　ホレスの話では、令れい嬢じようたちがどうしてもと、留依の料理を所しよ望もうしたということだった。しかし、バーバラの口調はどうも違うようだ。

　もしかすると、留依の料理をと言ったのはジェラルディーンで、バーバラは対たい抗こう心か何かで話に乗っただけかもしれない。

「私、庶しよ民みんの料理って口に合わないのよね。でも残したらルシアン様に失礼だし。困るわあ」

　聞こえよがしに言うが、留依の返事は期待していないらしい。黙ったままの留依に、ふふんと鼻を鳴らして笑うと、そのまま歩いて行った。

　彼女が歩く先には、厨房しかない。ご令嬢が厨房に何の用だろう。訝いぶかしく思ったものの、わざわざ確かく認にんしようとは思わなかった。

　それからは忙いそがしかった。晩餐のメニューをもとに、デザートを決定する。盛り付けや作業手順を考え、下準備をしながら子供たちの昼ご飯も作った。食材は早朝、街の市場で揃そろえてある。

　昼食を終えて、料理人たちに決定したデザートを伝えに行く。朝よりも詳しよう細さいな摺すり合わせをした。

　留依が伝えたデザートは、二種類のゼリーだ。

　料理長は馬鹿にしたように笑って、耳をほじって見せた。

「ああ、はいはい。ゼリーね。簡単でいいね」

　ありふれてると思っているのだろう。「盛り付けにこだわります」と留依が言うと、厨房のみんなが笑った。

「こだわるのはいいけど、こっちの邪魔すんなよ。ちんたらやってたらお客さんは寝ねちまうぞ」

　わかってます、とだけ言って、自分の厨房に戻もどった。午前中に準備をしていたゼリー作りを進める。

　二種類のゼリーと言ったが、実際には苺いちごミルク味をした白に近い薄ピンクと、透とう明めい度のある深しん紅くのベリーゼリーの二層だった。冷やし固める際にグラスを斜ななめにし、さらに季節の果物も加え、見た目や色を複雑で楽しいものにする。

　見た目が「映はえる」フォトジェニックな斜めの二層ゼリーは、元の世界でちょっと流行はやっていた。こちらの世界でもあるかもしれないが、セアルトの街では見たことがなかったし、以前、街の図書館でこの国の料理や製せい菓かを調べた時も、ゼリーの盛り付けにそれほど斬ざん新しんなものはなかった。

　午前中に一層目を固めておいたので、昼に二層目を流し込み、子供たちのおやつの時間にはデザートが出来上がっていた。

　ゼリーのいい点は、作り置きができ、なおかつ一度にたくさん作れることだ。生クリームと綺き麗れいにカットしたフルーツで盛り付けて、子供たちに試食してもらう。

「わー、なにこれ！」

「面おも白しろい」

　ゼリーを見た途と端たん、子供たちは素す直なおに反応してくれた。料理長やバーバラの態度にイライラしてばかりだったので、いつも以上にほっこりしてしまう。

「ルイ、すごくおいしいよ。中にも果物が入ってる」

「うん。ものすごーく、おいしい。ぼく、ふわふわパンケーキの次くらいに好き」

「嬉しいな。ありがとう」

　子供たちの感想にホッとした。二人が気に入ってくれたのなら、まず大丈夫だ。

　もっと大人向けに、香かおりや酸さん味みを加えたものも考えていたが、こういうものは好みが出る。多くの人が美味おいしいと感じる中央値を狙ねらうことにした。

　残りのゼリーにも生クリームを載のせ、フルーツは時間が経たつと水っぽくなってしまうので、直前に盛り付けることにする。

　すべてこちらの厨房で済ませ、後は運ぶだけにしておいた。料理人たちのあの様子では、すんなり作業に集中させてもらえなそうだ。

　元の世界でも、料理人同士のいざこざはあった。嫌いやな上司や先せん輩ぱいもいて、パワハラめいたことをされた経験もある。

　大人なのに、たまに呆あきれるくらい子供っぽい人がいるというのは、きっとどこの世界でも同じなのだろう。

　留依はそれを見み越こして、いくつも防ぼう御ぎよ策を取っておくことにしたのだ。

　結果として、留依が幾いく重えにも張ったその防御策は、次々に功を奏することになる。










「ルイ、料理長がデザートはまだかって言ってるんだけど、用意できてる？」

　コリンナが慌あわてたように留依の厨房に駆かけ込んできたのは、あらかじめ伝えられていた予定より、うんと早い時間だった。

「最初に聞いてたのより、早すぎない？」

　呼びに来てくれたコリンナも困こん惑わくしている。しかし留依は、内心でやっぱり来たなと思った。

　教えてもらったメニューの品数がやけに多かったし、配はい膳ぜんにかかる時間もずいぶん長く取られていた。おかしいと思ったから、早めに準備をしておいたのだが、案の定だ。

「大丈夫。もうできてるよ」

「さすが」

　留依が言うと、コリンナはニヤッと笑った。冷蔵庫からゼリーを三つ出して布ふ巾きんをかぶせ、留依が直接厨房に運んだ。

「遅おそいんだよ。何やってんだ！　もうこっちのデザートは出しちまったぞ」

　留依が来るなり、料理長から怒ど声せいが飛んだ。留依が慌てる様が見たかったのだろう。他の料理人たちはニヤニヤしている。

「大丈夫です。もうできてますから」

　布巾を取って完成したゼリーを見せた時、料理長が心底驚おどろいたように目をむいたので、留依はスッキリした。

「……だったら早くしろってんだよ」

　忌いま忌ましげに吐はき捨て、料理長は近くにいた若い料理人を乱暴に呼びつけてゼリーを運ばせた。

　若い料理人がゼリーを持って厨ちゆう房ぼうを横切る。すると、近くで作業をしていた料理人の一人がいきなり足を出して若い料理人を転ばせた。

　ゼリーのグラスが割れ、ゼリーが床ゆかにぶちまけられる。

「何やってんだ、馬ば鹿か野や郎ろう！　あーあ。使い物にならねえじゃねえか。どうすんだよ」

　料理長がわざとらしく言った。どうせ料理長が目配せでもしたのだろう。腹が立つ。ここまでするとは思わなかった。

　でも、これも織り込み済みだ。現場でアクシデントが起こるのは珍しくない。デザートは多めに作っておくものである。

「大丈夫ですよ。予備がありますから」

　にっこり笑って留依が言うと、また料理長が目を丸くしていた。そんな彼を尻しり目めに、自分の厨房に戻る。ある程度の量を作っておいたが、こんなことを繰くり返していては埒らちがあかない。

　留依は新しいゼリーを盆ぼんに載せると、直接食堂へ向かった。

　入口に近い場所にホレスがいて、留依の姿を見るなり何かを察したようだ。目立たぬよう滑なめらかに、留依のいるところまで移動した。

「デザートを料理人の方が落としてしまったので、予備を直接お持ちしたんです」

　ごくごく手短に告げると、ホレスはおおよその事態を把は握あくしたようだ。小さくうなずくと、主人と客人たちに告げた。

「皆みな様さま、お待たせしました。最後のデザートでございます。ご挨あい拶さつも兼かねて料理人が直接、配膳させていただきます」

　きちんとお仕着せを着た給きゆう仕じではなく、留依が自ら運んできたので、ご挨拶という建前が必要だったらしい。

　ホレスに促うながされ、三人にデザートを運んだ。緊きん張ちようしたが、店にいた頃ころは給仕も留依の仕事だった。問題なく三人の前にゼリーを置く。

　華はなやかな見た目のデザートを前にして、三人が驚いたように目を見開いていた。

「ほう、ずいぶん変わっているな」

　ルシアンが感心したようにゼリーを眺ながめて言う。それで少し緊張がほぐれた。

「斜めにして冷やし固めたんです。薄うすピンクは苺いちごミルク、深紅はベリーのゼリーです。中に季節の果物が入っています」

「斬新ですわね。誰だれかさんはずいぶん、マレビトのこの方に意地悪していたみたいだけど、そう馬鹿にしたものじゃなくてよ」

　ジェラルディーンも褒ほめてくれたので、認めてもらったようで嬉うれしかった。しかし、あてこすられたバーバラが、「ちょっと」と、ジェラルディーンに食ってかかるのでヒヤリとする。

「意地悪なんてしてないわよ。言いがかりをつけないでくれる」

　それに対してジェラルディーンは、「あら」と笑いを含ふくんだ流し目を向けた。

「あなたのことだとは言ってませんよ。それこそ、言いがかりをつけないでいただきたいわ。まったく、事あるごとに侯こう爵しやく令れい嬢じようだと偉えらぶるわりに、そこらの町まち娘むすめと変わりませんわね」

「なんですって。誰がいつ、偉ぶったっていうのよ」

　ジェラルディーンもそこまで言わなくていいのに、というほど煽あおる。バーバラは直情型なのだろう。顔を真っ赤にして、今にもジェラルディーンに摑つかみかからんばかりだった。

「意見の相そう違いがあるようだが」

　その時、しごく冷静な声でルシアンが言った。

「ともかく、デザートを食べてからにしてはどうかな」

　二人の諍いさかいなど、どこ吹ふく風、といった様子だった。のんびりした口調に、固かた唾ずを吞のんで令嬢たちの様子を見守っていた使用人たちが、そっと笑いをこらえている。

　腰こしを浮うかせかけていたバーバラは、我われに返って椅い子すに座り直した。ルシアンがデザートスプーンを手にしたので、令嬢たちもそれに倣ならう。

　留依も胸を撫なで下ろした、その時だった。

　何気なくテーブルを見回した留依の視界が、不意にぶれた。見み間ま違ちがいかと、視線を戻す。

　右目がかすんでいた。

「えっ」

　それは久々の感覚だった。この屋や敷しきに来た時、ルシアンに試ためされて以来、右目が反応したことはなかった。　>>>♥

　思わず声を上げていた。ルシアンと二人の令嬢が、声に驚いて一いつ斉せいにこちらを見る。

「それ……」

　留依は自分が作ったゼリーを示した。ジェラルディーンの前にあるゼリーだった。ジェラルディーンは、上に載った生クリームを一ひと匙さじすくい、今にも口に運ぼうとしていた。

　その生クリームが、かすんで見える。

　毒だ。さっきジェラルディーンの前に置いた時には何ともなかったのに、今は彼女を害する物質が含まれている。留依は混乱した。

「待って、食べないでください」

　それでも慌てて彼女を制止する。ジェラルディーンと目が合った。留依は彼女の目を見て「食べないで」と言い、彼女も確かに留依を見ていたのに、なぜか彼女はスプーンを口に運ぶ手を止めなかった。

　ぱくりとそれを口に含む。まるで制止されることを恐おそれているように、留依の目には映った。

　呆ぼう然ぜんとする留依の前で、ジェラルディーンはごくりと生クリームを嚥えん下かする。

　留依は思わず、助けを求めるようにルシアンの方を向いた。

「俺の目が……生クリームが、毒です」

　気が動転していて、上手うまく言葉にできない。けれどルシアンは、それだけで何が起こったのか察したようだ。

　ルシアンが素す早ばやく立ち上がり、ジェラルディーンの方へ駆け寄る。だがその時にはもう、ジェラルディーンの様子は目に見えておかしくなっていた。

　口から泡あわを吹き、何かを詰つまらせたように苦しげに喉のどを搔かきむしっていた。バーバラが悲鳴を上げて席を立ち、怯おびえたように遠くへ退いた。

「今食べたものを吐かせろ。ホレス、医者を呼べ」

　ホレスでさえ、突とつ然ぜんの事態に驚いていたようだ。ルシアンに言われて目を瞬またたかせると、速すみやかに踵きびすを返した。

「誰か飲み水を。それから、誰もテーブルに触さわるな」

　全員がわけがわからず慄おののく中、ルシアンだけが冷静だった。いや、彼も内心では驚いていたのだろう。けれど誰よりも早く立ち直り、的確にジェラルディーンを介かい抱ほうして、周りに指示を飛ばしていた。

　留依はといえば、ただその光景をぼんやりと眺めていることしかできなかった。










　幸いにして、ジェラルディーンの容態は命にかかわるものではなかった。

　ルシアンが食べたものをすぐに吐かせたし、留依の右目のかすみも、そうひどいものではなかった。あまり強い毒性はなかったのだろう。

　医者が到とう着ちやくする頃には正常な呼吸になっていた。医者は命に別状はないと判断したが、ルシアンの指示により、ジェラルディーンは街で一番大きな病院に運ばれ検査を受けることになった。今日は一晩、入院するという。

　警察の捜そう査さ員が派は遣けんされ、状じよう況きようの調査に当たり、夜遅おそくなっていたにもかかわらず、屋敷は大おお騒さわぎだった。

　客を招いた晩ばん餐さん会のデザートに、毒物が混入されたかもしれないのだ。

　バーバラは自分のデザートにも毒が入っていた、と言い張って興奮していて、医者に鎮ちん静せい剤ざいを打たれる有様だった。

「犯人はルイだ」

　まだ警察が毒物だと断定しないうちから、料理長が断定した。ルシアンはその時、ジェラルディーンに付き添そって病院に行っていたが、帰ってくるなり主人にまくし立てたのだった。

「デザートを作ったのも、給仕したのもルイです。犯人は彼以外にあり得ない。こっちの厨房で盛り付けをすると言っていたのに、完成品を持ってきた。しかも給仕専門の使用人がいるっていうのに、勝手に自分で食堂へ行ったんですよ。どう考えたって怪あやしいでしょう」

　留依はその場にいて、料理長がルシアンに申し立てるのを聞いていた。

　こっちにも理由があるし、そもそも料理人たちが卑劣な妨ぼう害がいをしたからだが、確かに状況だけ見れば、犯人は留依以外にあり得ないのだ。

　料理長が騒ぐ前から、使用人たちのこちらを見る目が冷たくなっているのに、留依は気づいていた。

　無理もないと思う。だが留依は毒なんて入れないし、そうする理由もないのだ。

「旦だん那な様！　ルイ以外に、犯人は考えられますか？」

　料理長の訴うつたえに、その場の使用人たちがざわめく。

　屋敷の広い玄げん関かんホールに、使用人たちが大勢集まっていた。

　留依はできれば、子供たちの様子を見に行きたかった。時間的に、留依がデザートを出した辺りでベッドに入っていたはずだが、この騒ぎで起きているかもしれない。

　コリンナが、自分が行くと言って子供部屋に向かった。

「ルイはここにいた方がいいよ。料理長のあの調子じゃ、あることないこと言われそう」

　ちゃんと反論するのよ、と言い、コリンナは自分と仲のいい使用人に留依のことを頼たのんで去っていった。

「病院で検査を行った結果、ワイト伯はく爵しやく令嬢の異変は恐らく、毒物によるものではないかということだった」

　ルシアンは、ホールに集まった使用人たちを見回し、静かだがよく通る声で言った。やっぱり、という声があちこちから上がる。料理長他ほか、使用人たちの多くが留依に侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを向けた。

「何の毒物かは、警察が調査中だ。ただ、ルイのデザートに載のっていた生クリームだろうと思う」

　ルシアンが無表情のまま言葉を続ける。留依はひやりとした。今の今まで留依は、ルシアンは絶対に自分を疑ったりしないと信じ込んでいた。でも、違うのだろうか。

　留依は咄とつ嗟さに、ルシアンの隣となりに立つホレスに視線を向けたが、彼は違う方向を見ていたので目が合わなかった。

「ワイト伯爵令嬢の意識ははっきりしている。彼女は、犯人はエース侯爵令嬢か、あるいはそこのルイではないかと主張している。デザートを作ったのはルイだからな」

　まるで留依が犯人だと断ずるような口ぶりに、目の前が真っ暗になった気がした。ふらりと身体からだが傾かしいだ時、ルシアンがちらりとこちらを見た。

「大だい丈じよう夫ぶ？　しっかりしな」

　と、隣から声をかけて留依を支えてくれたのは、コリンナの友達だ。彼女はコリンナ同様、留依が犯人だとは思っていないようだ。彼女の言葉に勇気づけられ、留依は「大丈夫」と、しっかりうなずいた。

　留依が視線を戻もどすと、ルシアンは料理長を見ていた。

「料理長。ルイが犯人だとして、動機は何だと思う」

「へっ、動機？」

　不意にルシアンから質問を受け、料理長は目を白黒させた。

「そう、動機だ。ルイは昨日の晩になって突然、晩餐のデザートを作る任を受けた。それまで客に料理を出す予定などなかったんだが、その彼が自分の作ったデザートに毒を盛り、私や客人に出したとする。そうすることで、彼はどんな得をすると思う？」

　ルシアンの言葉は、はっきりとしていて聞き取りやすかった。使用人たちが互たがいに顔を見合わせる。

「料理長、君はどう思うかね。ルイが犯人だとして、どんな得をするか」

「いや、それは……別に得はしないと思いますが」

　料理長が戸と惑まどいながら言うと、ルシアンはその通り、というようにうなずいた。

「ルイには動機がない。まあ、エース侯こう爵しやく令れい嬢じように買収され、毒を盛るよう依い頼らいされた、という線も考えられるが」

　ルシアンはそこで言葉を切った。容疑から外れたとホッとしていた留依は、そんなあ、と心の中でぼやく。

　しかし、そこでなぜか料理長が強く反応した。

「ば、買収？　侯爵令嬢が、そんな」

　留依のことを話していたはずなのに、料理長があたふたしている。ルシアンがじろりと料理長を睨にらむ。

「なんだ、心当たりでもあるのか」

「あ、いえ」

　料理長の態度は怪しかったが、ルシアンはこの場ではそれ以上の追つい及きゆうはしなかった。再び周りにいる使用人たちに向けて語りかける。

「買収は一つの可能性だが、それにしても、自分で作ったデザートに毒を盛るなんてあまりに稚ち拙せつすぎるし、割に合わない仕事だ。彼は借金もなく、金に困っていないしな。買収の可能性は低い」

　主人の言葉に、周りの使用人たちも「確かに」などとうなずく。料理長はしきりに額の汗あせをぬぐっていた。

　ルシアンはじゅうぶんに間を空け、人々の意識が自分に集中するのを確かく認にんしてから、きっぱりと言った。

「ルイは犯人ではない。彼があの状況で、毒を盛ることはあり得ない」

　その言葉に、留依は心の底から安あん堵どした。やっぱり、ルシアンは信じていてくれたのだ。

「実は彼は、ワイト伯爵令嬢がデザートを食べる直前、デザートを食べないようにと令嬢を制したのだ。それから、生クリームに毒が入っていると私に訴えてきた。伯爵令嬢はルイの制止を聞かずに食べてしまったが」

　ルシアンは言ったが、それを聞いた人々は、なぜ留依は、生クリームに毒が入っていたとわかったのか、疑問に思っただろう。

　ルシアンはまたたっぷりと間を取り、使用人たちの中に疑ぎ問もん符ふが浮うかんだのを確認してから、種明かしをした。

「毒が入っていたことを、なぜルイが知ったのか。それこそ、ルイが犯人ではないという証しよう拠こだ」

「どういうことでしょう」

　おずおずと、料理長が尋たずねる。

「他人に利用されるのを恐おそれて今まで秘ひ匿とくしていたが、ルイはマレビトとして、超ちよう常じよう的な能力が備わっている。毒を見破る力だ。私と、このホレスだけがこの事実を知っていた。毒を見破れるというのに、その本人が私とホレスの前で毒を盛るかね？　もし盛ったなら、絶対に食堂に自ら給きゆう仕じをしには来なかっただろう。毒が入っているのに黙だまっていたら、それは自分が犯人だと言っているようなものだ。……よって、たとえ人の手によって毒が盛られたとしても、彼だけは犯人ではない」

　しん、と玄関ホールが静まり返っていた。誰だれも言葉を発さない。

　そんな中、ルシアンは「以上だ」と、静かにその場を締しめくくった。










「大変なことに巻き込んでしまって、すまなかった」

　ルシアンが、申し訳なさそうに言う。ランプ一つ灯ともっただけの薄うす暗ぐらい部屋で、彼はなんだか寂さびしそうに見えた。

　留依はゆるくかぶりを振ふる。ルシアンのせいではないのに。

　玄関ホールでの一件の後、ホレスが場を取り仕切って使用人たちは持ち場に戻った。

　はっきりしたことがわかり次し第だい、ホレスがみんなに説明してくれるという。

　食堂はまだ、警察の検分があるそうなので、そのままだ。留依は自分の厨ちゆう房ぼうに戻ったが、何をする気も起きなかった。

　子供部屋に様子を見に行くと、コリンナが子供たちを寝ねかしつけた後だった。アリンとヴァジルは騒ぎを聞いて起きていたが、コリンナは令嬢が具合が悪くなって病院に行ったと説明したという。

　コリンナの采さい配はいに留依もホッとした。毒を盛られたかもしれないなんて、二人には言わない方がいい。

「今回のことがはっきりするまで、居い心ごこ地ち悪いかもしれないけど。ルイは何も悪くないんだから、気に病やむことはないんだからね」

　玄関ホールでのことを話すと、コリンナは励はげましてくれた。彼女に礼を言って別れ、自分の部屋に戻った。

　ルシアンが訪ねてきたのは、それからすぐ後のことである。

　開口一番、戸口で謝られたので、ひとまず中に入ってもらった。それでもまだ、申し訳なさそうに、巻き込んでしまったと謝る。

　部屋にはテーブルと椅い子すが一脚きやくしかないので、ルシアンに座ってもらい、留依はベッドに腰こしを下ろした。

「ルシアン様が俺の無実を証明してくださって、助かりました。ありがとうございます」

　留依はまず、礼を言った。ルシアンは居心地が悪そうに視線を逸そらす。

「礼など不要だ。お前は被ひ害がい者しやなのだから。私がデザートを出せなどと言ったから、お前を犯罪に巻き込んでしまった」

「そんな」

「ホレスから聞いた。料理人たちからも、意地悪をされていただろう。私がお前は無実だと告げなければ、お前は使用人たちから吊つるし上げを食くらうところだった。辛つらい思いをさせた。本当にすまない」

　ルシアンが頭を下げるので、留依は慌あわてた。この人は、何を悲しんでいるのかと思ったら、留依を守れなかったことを悔くやんでいるのだ。そんなふうに、何もかも背負い込まなくてもいいのに。

「辛い思いなんてしてませんよ。料理長の嫌いやがらせだって想定内です」

　留依は、料理長の嫌がらせを織り込んで、デザートの準備をしていたとルシアンに説明した。

「なるほど、それでルイが自分で給仕をしに現れたわけだ。何もかも思おも惑わくが外れて、料理長は臍ほぞを噬かんでいただろうな」

　ルシアンは愉ゆ快かいそうにうなずいた。

「犯人は、誰なんでしょう」

　二人の間にある空気が和なごんだのを見て、気になっていたことを尋ねてみた。

「まだわからない。だが、私は伯はく爵しやく令嬢だと思っている」

　予想外の名前が出て、留依は驚おどろいた。てっきりバーバラが犯人だと思っていたからだ。

　バーバラは今日、なぜか厨房の方へ向かっていたし、先ほどルシアンが、バーバラに買収された可能性を示し唆さした時、料理長が不自然に動どう揺ようしていた。事がはっきりする前から、ルシアンに「ルイが犯人」とまくし立てたのも、考えてみれば怪あやしい。

「伯爵令嬢が？　それは自作自演ということでしょうか」

「そうなるな。侯爵令嬢は伯爵令嬢が泡あわを吹ふいたあの時、本気で驚いていたし、いくら隣となりの席とはいえ、人の皿に毒を盛るのは目立ちすぎる。ルイが配はい膳ぜんした後は、使用人の誰もテーブルには近づいていない。私からは距きよ離りがあるし、そうなると本人しか考えられないだろう」

「どうしてそんな……」

　それこそ、彼女が自作自演をしたとして、何の得があるというのか。

「それも調査中だ。が、ライバルを蹴け落おとす絶好の機会だし、私の開いた晩ばん餐さん会で被害を受けたとあれば、私にも責任がある。後こう遺い症しようなど残りでもしたら、まず責任を取って後妻に迎むかえなければならないだろうな」

　いくらルシアンと結けつ婚こんしたいからといって、そこまでするのだろうか。留依はびっくりした。

　しかし、ルシアンがあてずっぽうを言っているようにも見えない。何か確証があるのかもしれない。

「はっきりしたことがわかり次第、伝える」

　捜そう査さの最中だから、それ以上は言えないのだろう。今は待つしかない。留依はとにかく、自分の無実を信じてもらえただけでじゅうぶんだ。

　話はそれで終わりかと思ったが、ルシアンはまだ何か言いたげだった。昨晩、書しよ斎さいで話した時のように、何やら落ち着かない素そ振ぶりをしている。

「そちらに座ってもいいか。距離を感じて、落ち着かないのだが」

　やがてルシアンが口にしたのは、そんなことだった。そちら、というのは留依の隣ということだ。驚いたけれど、「どうぞ」と隣を叩たたくと、ルシアンは席を立ち、ベッドに座る留依のすぐ隣に腰を下ろした。

　肩かたが触ふれ合うほど近い距離だ。もう少し離はなれて座ってもベッドには余よ裕ゆうがあるのだが、別に嫌なわけではない。留依もそのままにしておいた。

「こんなことがあって、できれば滞たい在ざいを延ばしたいのだが、王都で会議がある」

「はい」

　すでに当初の滞在予定を延ばしている。これ以上は延ばせないということだ。あと一週間も経たたないうちに、ルシアンは王都に戻もどらねばならない。

「ルイ、お前も王都に来ないか」

　しばらく沈ちん黙もくが続いた後、思い切ったようにルシアンが言った。あまりに唐とう突とつに感じて驚いたが、そういえば昨日の晩も、ルシアンはしきりに王都の良さをアピールしていた。もしかして、このことを言いたかったのだろうか。

「でも、お子さんたちは」

「もちろん、アリンとヴァジルも一いつ緒しよにだ。いや、今すぐというわけではない。……その、なんだ。……どうもうまく言えない」

　ルシアンは困ったようにうつむく。さっき、玄げん関かんホールで留依の無実を証明した時には、あんなに冷静で堂々としていたのに。

「俺を王都で雇やとってくださる、ということでしょうか」

「うん。いや、雇う、というのとも違ちがうな。いや、もちろん料理人として雇こ用ようする。王都の料理長はここよりもっと話のわかる男だし、環かん境きようは悪くないと思う。アリンとヴァジルは、お前の作った料理しか食べたがらないだろうし、王都で親子一緒に暮らすなら、お前の存在は不可欠だ」

「ありがとうございます」

　アリンとヴァジルも、留依のご飯をきちんと食べるようになって、ずいぶん元気になった。もう瘦やせてはおらず、子供らしくふっくらしている。

　親子関係も改善されたのだから、王都で親子揃そろって暮らす頃ころ合あいかもしれない。それに、留依も連れて行ってくれるというのだ。

　こちらにとって、願ってもないことだった。留依は子供たちとも、ルシアンとも離れがたく思っていたのだから。

　留依は大いに喜んだが、ルシアンの言いたいことは、それだけではないようだった。留依が喜色を浮うかべてもまだ、何やら気を揉もんでいる。

「令れい嬢じようたちが押しかけてこなければ、アリンとヴァジルと相談して、お前を王都に勧かん誘ゆうしようと思っていた。私が勇気を出せずにためらって、ぐずぐずしていたせいだな。不ふ甲が斐いない」

　最後の方は愚ぐ痴ちというか、独り言のようだった。

　珍めずらしいことだ。ルシアンは態度こそわかりづらいが、言葉はいつも明朗なのに。

「あの、もし話しづらいことでしたら、日を改めますか」

　今日はいろいろあった。ルシアンもさすがに疲つかれているのではないか。そう思って声をかけたのだが、ルシアンは逆にその言葉に鼓こ舞ぶされたかのように、それまでうつむけていた顔を勢いよく上げた。

「いや。もう時間がない。じきに私はここを離れなければならないし、できれば面と向かって伝えたい。今夜はいろいろあって疲れていると思うが、私の話を聞いてくれないだろうか」

　何だか理り屈くつっぽいというか、前置きが長くて要領を得ないのだが、ともかく留依はうなずいた。そこまで言われたら気になってしまう。

　この時になっても、留依はルシアンの言わんとしていることがさっぱり理解できなかった。

　すぐ間近で、ルシアンがうっすら額に汗あせをかいているのを見て、いったい何を言い出すのかと緊きん張ちようしたものである。

「私は男やもめで、子供が二人もいる。お前より年上だし、趣しゆ味みらしい趣味もない。休みの日にすることがなくて仕事をしてしまうような、仕事だけが生き甲斐のつまらない男だ」

　いきなり自分語りが始まった。しかもずいぶん、卑ひ下げしている。もっといっぱいいいところがあるのに、ともどかしいが、口を挟はさめる雰ふん囲い気きでもなく、留依は黙だまって聞いていた。

「子供が二人もいるのに、この年まで恋こいというものをしたことがなかった。恋をしてどうすればいいのかもわからない。戸と惑まどっている」

「……好きな人が、いるんですか」

　よくわからない自分語りの間に驚きの事実が交じっていた。留依の言葉に、ルシアンがこくりとうなずく。

　知らなかった。一緒にいて少しも気づかなかった。いや、留依にいちいち話すことでもないのだけど、でもショックだった。鳩尾みぞおちの辺りが圧あつ迫ぱくされたように、ぎゅっと痛んだ。

　誰だれだろう、と考えて、ジェラルディーンとバーバラの顔が浮かぶ。その気はないと言いつつ、一緒にいて情が移ったとか。

　頭の中をいろいろな考えが渦うず巻まいたが、留依は結局何も聞けず、ただルシアンの次の言葉を待つしかなかった。

「自分の気持ちに気づいて、最初は戸惑った。友情かもしれないとも考えた。だが、友人と口づけしたいとか、友人を抱だきたいとは思わないだろう。ただ敬愛しているだけではない、相手に劣れつ情じようを含ふくんでいることに気づいたんだ」

　急に話が生々しくなった。留依は驚きつつも、ルシアンもまだ三十代前半なのだし、性欲だってあるよな、と心の中で無理やりに納なつ得とくさせる。それでも、モヤモヤと嫉しつ妬としてしまうのは止められなかった。

「友人だと思っていた男がそんなことを考えていたら、気持ち悪いだろうか」

　いきなり意見を求められたので、留依は「えっ」と必要以上に動揺してしまった。隣を見ると、縋すがるような眼まな差ざしとぶつかって、胸を突つかれる。

（そんなに好きなんだ……）

　ある意味、息むす子こたちに対する気持ちと同じくらい、強く真しん剣けんな想おもいを感じる。ずん、と気持ちが落ち込んだが、真剣に答えを求める相手に、噓うそはつけない。

「いきなり劣情を剝むき出しにされたら、戸惑うでしょうけど。でも、もしルシアン様から、真剣に好きだと言われたら、その人は悪い気はしないと思います。今俺に言ったみたいに、きちんと伝えてもらったら。友情だと思っていたけど、恋れん情じようだったということでしょう」

「そのとおりだ」

　いささか食い気味に、ルシアンが答える。さっきから、距離がどんどん狭せばまっている。ルシアンが近づいてくるのだ。留依は戸惑いつつ、それを本人に直接言えばいいのに、と思った。

「私のような男に言い寄られても、嫌いやがられはしないだろうか」

「ルシアン様なら、誰だって嬉うれしいですよ」

　自分だったら、はしゃいで飛び回る。相手が誰だって、ルシアンなら断られることはないだろう。心配することなんてないのに。少しやさぐれた気持ちになって、そう思った。

「では、はっきり伝えても構わないだろうか」

「早い方がいいと思います」

　やけくそになって、留依は返した。そうか、とルシアンはうなずく。相変わらず顔が近い。吐と息いきがかかりそうだ。

　ルシアンがじっとこちらを見つめてくる。逸そらしたいのに、あまりに真剣に見つめるから、逸らせなかった。

「ルイ」

　呼ばれて、手を握にぎられた。うっすらと汗ばんだ大きな手に包み込まれ、何が起こっているのか、一いつ瞬しゆんわからなかった。

「ルイ。私はお前が好きだ。友情ではなく、恋情という意味で。私はお前に恋している」

「俺……？」

　すぐには信じられなかった。ルシアンの恋愛の対象に自分がなるとは、今の今まで思っていなかったのだ。

「でも俺、男で……」

「ああ。恋愛の対象は、昔から同性だと言っていただろう。それを聞いて、私も気づかされたんだ。お前へのこの気持ちが友愛だけではなく、恋情と劣情も混ざっていると」

　留依がカミングアウトをしたことで、ルシアンも自分の気持ちに気づいたというのだ。

　驚おどろきと信じられない気持ちは続いていたが、じわじわと実感が湧わいてきた。

　ルシアンが好きになった相手は、ジェラルディーンでもバーバラでもなく、留依だった。

「子供たちとお前といる時間が、私にとってこの上もない幸福なんだ。アリンとヴァジルだけではない、ルイと四人でこの先も暮らしたい」

　それは留依にとっての幸福、留依の願望と同じだった。ルシアンと留依は、まったく同じ思いを互たがいに抱いだいていたのだ。

「すぐには無理かもしれない。最初は友達でもいい。一緒にいてもらえないか。今すぐ答えを出さなくていい。考えておいてほしい」

　ルシアンはまだ、留依の気持ちを知らない。だから彼の申し出は、ごく控ひかえめなものだった。

　留依はかぶりを振ふった。

「考えるまでもありません」

　早とちりしたルシアンが、悲しそうな目をするので、ちょっと笑ってしまった。離はなれかけた手を、今度は留依が握り直す。ビクッとルシアンの身体からだが揺ゆれた。

「考えなくても、もう答えは出てるんです。どうせ叶かなわないと思って言うつもりはありませんでした。俺も、ルシアン様が好きです。尊敬しているし、恋しています。子供たちと同じくらい大切で、ずっと一緒にいたい」

　今度はルシアンが驚く番だった。

「私を……本当に？」

　信じがたい、というように尋たずねる。考えてみれば、お互いに好意を示していたのに、どちらも鈍どん感かんだった。

　無理もないのかもしれない。恋愛に関しては、留依もルシアンも経験がほとんどないのだ。

「本当です。俺も、ルシアン様が俺のことを好きだなんて、夢みたいで信じられないけど」

「私の気持ちも本当だ。だがそう、夢みたいだな」

　そう言ったルシアンの表情が、ふわりと綻ほころんだ。いつもの口角が上がるだけの微び妙みような笑え顔がおではない、それは掛かけ値なしに本当の笑顔だった。

　初めて見る満面の笑みに、胸がいっぱいになる。

「愛してる。子供と私と一いつ緒しよに、王都に行ってくれるか」

「はい。一緒にいさせてください」

　どこにだってついて行く。留依が答えると、ルシアンはまた優やさしい笑みを浮かべた。

　彼の顔が近づいてくる。初めての口づけを、留依は幸せな気持ちで受け止めた。










　それからいろいろなことがあり、目まぐるしく忙いそがしい日々が続いたのだが、辛つらいとか嫌だとか思った記き憶おくがない。

　たぶん、ルシアンと両想いになった幸福のせいだろう。

　ともあれ、ルシアンが王都に帰るまでの日数はほんのわずかで、それまでは本当に慌あわただしかった。

　警察の捜そう査さの結果、留依が作ったデザートの生クリームから毒物が検出された。

　検出されたのは、ジェラルディーンの器うつわのみで、ルシアンとバーバラの器には入っていなかった。生クリームのごく表面にかかっていたことから、作った後に振りかけたのだろうと推測される。　>>>♥

　毒は即そつ効こう性があり、嘔おう吐とや痙けい攣れんを引き起こすが、致ち死し性の低いものだったらしい。場合によっては神経がマヒしたり、後こう遺い症しようが残るというが、一日で退院したジェラルディーンにその兆候は見られなかった。

　誰が混入したのか本格的な捜査が行われる前に、ジェラルディーンが自作自演だったことを自白した。

　おおよそ、ルシアンの推測した通りだった。自ら毒を飲めば、バーバラと留依に疑いの目が向けられる。ライバルを蹴け落おとせるし、後遺症の残ったふりでもすれば、ルシアンは責任を感じて自分と結けつ婚こんしてくれるだろうと期待したのだ。

　どうして留依まで巻き込んだのかと言えば、ルシアンが留依を気に入っていることを、事前に把は握あくしていたからだ。

　使用人の中に、ワイト伯はく爵しやく家ゆかりの者がいて、その使用人がスパイとなってジェラルディーンに逐ちく一いち、情報を送っていたらしい。

　なぜジェラルディーンは、そこまでしてルシアンとの縁えん談だんを進めようとしたのか。不可解だったが、彼女の家庭の事情を聞いて納得した。

　ワイト伯爵は見み栄えっ張りで金かね遣づかいが荒あらく、羽は振ぶりよく見えたが伯爵家の内情は火の車だったこと。伯爵は、資産家で堅けん実じつ、おまけに野心のないルシアンを、身内に取り込みたいと考えていた。

　ジェラルディーンは、そんな伯爵の後妻の娘むすめだ。上には腹はら違ちがいの兄姉がいたが、後妻が亡なくなってからというもの、ジェラルディーンは家の中で非常に肩かた身みの狭せまい思いをしていたらしい。

　父も末娘のジェラルディーンに無関心で、彼女はそんな父の関心を引きたいがために、今回の自作自演を思いついたという。

　ルシアンの妻になれば、父や兄姉たちも自分を認めてくれるだろう。そんなふうに考えたのだとか。浅はかな計画だが、それだけ追い詰つめられていたのかもしれない。

　ルシアンは、今回の件を大事にしなかった。ワイト伯爵には、不問に付す代わりに、二度と縁談を持ち掛けないこと、ジェラルディーンを冷れい遇ぐうせず、彼女の将来については彼女の望みをできる限り聞き入れるよう、約束させた。

　落ち着いたら、王都の知人に相談し、ジェラルディーンにとって良い嫁とつぎ先を見つけてもらう予定だとか。

　押しかけられたあげくに多大な迷めい惑わくをこうむったというのに、ルシアンはお人よしだ。

　バーバラの父、エース侯こう爵しやくにも同様の約束をさせた。

　実は彼女も彼女で、あの晩ばん餐さんに悪だくみをしていたのである。

　といっても、バーバラの計画はもっと馬ば鹿か馬鹿しいもので、生意気なジェラルディーンと、ついでにいけ好かないマレビトに恥はじをかかせてやろうという意図だった。

　バーバラはたまたま、料理長が留依をよく思っていないことを知った。初日の晩餐の時、料理長が客人に挨あい拶さつをした際、マレビトの料理をあてこすっていたからである。

　さらにジェラルディーンが、ぜひ留依の料理を食べたいと言い出し、留依が最終日の晩餐に一品加えると聞いて、悪だくみを思いついたのだった。

　彼女は料理長に金をやり、留依の作った料理に虫を入れさせることにした。自分やルシアンが食べては困るので、そこは料理長から給きゆう仕じ係に、上手うまく伝えてもらう。

　デザートに虫が入っていたら、ジェラルディーンは悲鳴を上げるだろう。それを作った留依も責任を問われる。料理長は喜んで協力したそうだ。

　ただ、共用の厨ちゆう房ぼうで作業をするはずの留依は、完成品を持って現れた。さらに料理人たちがそれを台無しにすると、予備を持って直接食堂へ配はい膳ぜんに向かったのである。

　計画は失敗に終わり、料理長以下、計画を知っていて黙だまっていた料理人たちも解かい雇こされた。

　そういう諸もろ々もろのことが片付く間に、ルシアンが王都に帰ることになった。

　あんな事件があったので、滞たい在ざいをさらに数日延ばしたが、それが限界だった。

　それでも、留依は以前のように悲しくはなかった。もうしばらくすれば、ルシアンと暮らせるのだ。

　想おもいが通じ合ってすぐ、二人でアリンとヴァジルに王都で暮らす計画を相談した。

　とはいえ、これは相談するまでもないことだった。アリンとヴァジルも、父のことが大好きで、離れがたいと思っていたのだ。

　留依も一緒に王都で暮らし、これからも留依の作ったご飯が食べられると聞いて、考えるまでもなく王都へ戻もどると即そく答とうした。

　ホレスとも話し合い、一か月後にはアリンとヴァジルと留依、それにホレスも王都へ移ることになった。

　子供たちはコリンナに懐なついていたので、コリンナも一緒に来ないかと交こう渉しようしたのだが、彼女の家族はセアルトにいるし、何より屋や敷しきに恋こい人びとがいる。残念だが、彼女はセアルトに留とどまることになった。

　ルシアンが王都に戻る当日、屋敷のみんなで主人を見送った。

　アリンとヴァジルは、前日の夜からもう寂さびしがっていて、ルシアンと朝食を摂とる時もしょんぼりしてしまい、食欲もなかった。

　留依とルシアンの二人がかりで、離れるのは一時だけ、じきにみんなで過ごせるのだからと慰なぐさめた。

「やだ。父様、帰っちゃやだ」

　ルシアンを見送る最後のお別れの時になっても、ヴァジルはルシアンに抱だきついて離れなかった。

　こんなことは、初めてなのだろう。ルシアンも「そろそろ行かないと」と言いつつ、無理に息むす子こを引き離はなせずにいた。

　でも、ここから馬車で駅に行き、列車に乗らなくてはならない。列車の時間が迫せまっていた。

「ヴァジル。アリンもおいで」

　ルシアンはヴァジルを抱きしめ、アリンにも声をかける。父に抱きつく弟をちょっと羨うらやましそうに見つつ、口を引き結んでいたアリンは、弾はじかれたようにルシアンに駆かけ寄った。

「父様、行っちゃやだ」

　アリンは我が慢まんしていたのだろう、ポロポロ涙なみだをこぼした。兄のそんな様子に、ヴァジルも泣き出してしまう。

「父様ぁ」

　ルシアンは二人を優しく抱きしめ、兄弟の金色のつむじにキスをした。

「もう少しの辛しん抱ぼうだ。大人の言うことを聞いて。毎日たくさん食べるように。何かあったら手紙を書きなさい」

「う、え……」

　子供たちはうなずきながらも、長いこと父にしがみついていた。留依を含ふくむ周りの使用人たちは、みんなほろりとしながら親子の別れを見守る。

　やがてどうにか抱ほう擁ようを解いたルシアンは、ホレスに「後を頼たのむ」と託たくした。

　それから最後に、留依へ向き直る。柔やわらかく笑えみを含んだ青い瞳ひとみが、留依を見つめた。

　留依もまた、ルシアンを正面から見つめる。視線が絡からみ合い、何も言葉を発しなくてもお互たがいのことがわかるような気がした。

「子供たちを頼む。王都で待っている」

　ルシアンの別れの言葉は、短かった。でも、留依にはそれでじゅうぶんだった。

　あの日、ルシアンに告白されてから今日まで、二人きりで過ごした時間はそう多くはない。

　毎日、お互いの用事が終わって夜中に少し会うのが精いっぱいだった。

　留依の厨房で夜食を食べながら、その日あったことを話したり、ルシアンの書しよ斎さいに呼ばれ、お茶を飲みながら、王都に移った後の計画を練ったりした。

　恋人らしいスキンシップは、逢おう瀬せの最後に交かわされる口づけだけ。それ以上の肉体関係はまだない。

　でも留依は焦あせっていない。なにしろ二人の恋はまだ、始まったばかりなのだ。

　すべては王都へ引っ越こしてから。ルシアンと両想いだという幸せをゆっくり受け止め味わって、愛を育はぐくんでいけばいい。

　そんなふうに心の余よ裕ゆうを持つことができるのも、ルシアンが毎夜、愛を囁ささやいてくれたおかげだろう。

　逢瀬の時間は短かったが、彼はいつも真しん剣けんに、留依のことをどれだけ愛しているか、言葉にして伝えてくれた。いささか生き真面目まじめすぎるくらいだった。

　留依もだから、同じくらい真しん摯しにルシアンへ想いを伝えた。

「はい。待っていてください。すぐにみんなで向かいますから。……そうだ、アリン様、ヴァジル様」

　留依が思い出して子供たちを促うながすと、二人もハッとした。コリンナを振ふり返り、彼女の手から可愛かわいくラッピングした包みを受け取る。それを、ルシアンに渡わたした。

「父様、これ」

「ぼくたちが作ったの。ぼくとヴァジルと、ルイで」

　それはクッキーだった。以前、留依が提案し、子供たちと一いつ緒しよに作ってルシアンに渡した、あの型抜ぬきクッキーだ。昨日、ルシアンにプレゼントするために三人で作った。

「列車の中で食べて。父様、ルイのご飯がないと、すぐ食べるのサボるんだから」

　アリンがまるで、母親みたいな口調で言うから、ルシアンがふふっと笑って表情をほころばせた。

　彼はこの頃ごろ、よく笑う。それもちょっと筋肉を動かしただけの不自然な笑顔ではなくて、ごく自然な笑みだ。

　留依は恋人のそんな笑顔を見るたび、幸せな気持ちになる。

「ありがとう、アリン、ヴァジル。……それにルイも」

　ルシアンは再び息子たちを抱きしめた。それからごく自然な仕草で、近くにいた留依も抱き寄せる。

　留依とルシアンの関係はまだ、ホレスとコリンナしか知らない。

　すべてはこれからだ。ルシアンとの関係が、使用人たちに知られるのではないかとどぎまぎしたが、ルシアンとの別べつ離りの愁うれいが気き恥はずかしさに勝まさった。

「お気をつけて」

「ああ。それではまた」

　ルシアンは微笑ほほえみ、馬車に乗った。ひぐひぐと、子供たちがベソをかいている。

　留依も一いち抹まつの寂しさを感じながら、笑顔で恋人を見送った。

　留依たちが王都に移ったのは、それから三か月後のことだ。

　引っ越しの荷造りをし、コリンナや、よくしてくれた屋敷の使用人たち、それからリサやヒュー、留依の店に来てくれたお客さんたちにも別れを告げた。

　みんなと離れるのは、思いのほか寂しかった。セアルトは、この世界に転移した留依の、始まりの場所だ。

　でも、これが永遠の別れではない。また冬になればルシアンに帯同して、子供たちと一緒にこの土地を訪おとずれるだろう。今は束つかの間の別れだ。

　手紙を書くね、とコリンナが言った。留依もそのつもりだ。

　王都へ向かう留依たち一行は、セアルトの人々に別れを告げて馬車に乗った。馬車は鉄道の駅へ向かい、留依たちは列車に乗り換かえ、半日かけて王都へ着いた。

　王都は事前にルシアンから聞いていたとおり、セアルトの街並みとはだいぶ違ちがっていた。

　セアルトもかなり大きな街だと思っていたけど、あちらは風ふう光こう明めい媚びな地方都市で、王都は正しよう真しん正しよう銘めいの大都会だ。

　諸しよ侯こうの領地では馬車が推すい奨しようされているが、王都だけはあちこちに列車が通り、道には自動車が走っている。

　留依にはちょっとレトロに感じるけれど、その風景は決してよそよそしいものではなく、むしろ懐かしくさえ感じた。

　想像していたよりもずっと居い心ごこ地ちがよさそうで、留依は王都が気に入った。

　王都のヘイゼル侯こう爵しやく邸ていは、セアルトの屋敷よりずっと大きく重じゆう厚こうで厳いかめしく、到とう着ちやくした時は気き後おくれしてしまった。

　けれどそれも、迎むかえに出たルシアンの姿を見た途と端たん、吹ふき飛んだ。

「お帰り」

　微かすかな笑みを湛たたえて、ルシアンは留依たちに言った。そう、これからはこの屋敷が、留依の家になる。

「父様！」

「父様、ただいま！」

　馬車を降りた途端、子供たちがきゃあきゃあと父に飛びつく。ルシアンはそんな二人をしっかりと抱きしめた。

「では、我われ々われも参りましょうか、ルイ様」

　留依の隣となりでホレスが言う。「ルイ様」なんて呼ばれるのが慣れなくてモジモジしてしまう。

「さあ、ルイ様」

　留依が恥ずかしがっているのを知っていて、ホレスがなおも呼ぶ。

　これからは、この呼ばれ方にも慣れなくてはならない。

　留依はセアルトの屋敷を退職し、使用人ではなくなった。王都では、ヘイゼル侯爵の庇ひ護ごを受けるマレビトとして、屋敷で暮らすことになる。

　留依とルシアンは恋人同士になった。主人と使用人が大っぴらに交際するのでは、他ほかの使用人の手前もある。

　それで、王都の屋や敷しきでは留依を雇やとうのではなく、マレビトの庇護という口実を付けたのだ。

　もう使用人ではないから、ホレスたちからは「ルイ様」と呼ばれることにも慣れなければならない。代わりに、子供たちのことはもう階級を気にすることなく「アリン、ヴァジル」と呼び捨てできるようになった。

　留依の特とく殊しゆ能力は、広く公おおやけにはしていない。知られればやはり、利用されかねないのと、犯罪に巻き込まれる恐おそれがあるため、侯爵の権限で秘ひ匿とくしておくことになった。

　だから留依は、表向きは今も、何の力も持たない、料理が得意なだけの異世界人だ。

　ルシアンはそのうち、世間に少しずつ留依との関係を広めていくつもりらしい。留依は別に、秘密の関係でもいいのだけど、ルシアンは「そういうわけにはいかない」ときっぱり言った。

　けれどとりあえず、今はまだ、留依はただの食しよつ客かくである。

　留依の部屋は、ルシアンの私室のすぐ近くに用意されていた。広々として日当たりの良い部屋で、料理の研究ができるようにミニキッチンも増設されている。

　屋敷の料理人たちにも紹しよう介かいされた。留依はここで当分、子供たちの料理を作ることになっていた。最初は緊きん張ちようしたけれど、セアルトの屋敷の料理人たちとは違い、料理長をはじめ、みんな気さくな人たちだった。研究心も旺おう盛せいで、留依の持つ異世界の料理の知識に興きよう味み津しん々しんである。

　この人たちとならば、問題なくやっていけそうだと留依は安心した。

　新しい環かん境きように不安がないわけではないが、留依にはルシアンがいる。何かあれば、ホレスも力を貸してくれるだろう。

「ルイ」

　子供たちをしがみつかせたまま、ルシアンがこちらに手を伸のばす。留依は微笑んで足を踏ふみ出し、その手を取った。
















　王都に着いた最初の夜は、旅の疲つかれもあって夕食の後にすぐ眠ねむってしまった。

　二日目は、子供たちが寝ねる間ま際ぎわになってぐずり、一緒に寝たいというので添そい寝をした。

　三日目、この日から宮きゆう廷ていの重要な会議が始まったとかで、ルシアンはそれから毎晩、帰りが遅おそくなった。

　ルシアンとようやく二人きりの時間を持つことができたのは、実に王都に来て半月が経たってからのことだ。

「ずっと放ほうっておいて悪かった」

　子供たちが眠った後、少し話をしないかとルシアンの私室に呼ばれた。

　ルシアンの部屋に入るのは、これが初めてだ。さすが侯爵の私室だけあって、広くて立派だ。

　丸テーブルの他、ゆったりとくつろげるようにソファとローテーブルがあり、ルシアンと留依はソファに並んで座った。

　奥のドアは、寝しん室しつへと続いているらしい。留依はそちらを意識してしまい、一人で顔を赤くしてしまった。

「ここでの生活で、何か不自由なことや困ったことはないか」

　ルシアンは戸と棚だなにあった酒の瓶びんとグラスを運んできて、留依と自分に注いだ。こんなふうに二人で酒を飲むのは、初めてのことだ。

　本当に、恋こい人びとになってからは二人きりの時間がなかった。

「いいえ、何も。厨ちゆう房ぼうの人たちもみんな気さくないい人ですし。料理人たちに俺の知識を伝える代わりに、俺もこの国の伝統料理を勉強させてもらってるんですよ」

　ここの料理人たちは、どうすれば子供たちが留依の料理以外を食べてくれるか、真しん剣けんに考えている。

　この半月の間にも、子供たちを厨房に入れて料理をしているところを見学させたり、留依のレシピを真ま似ねしたりして、工く夫ふうしてくれている。

　もうじき、この屋敷の料理人が作ったものなら、なんでも美味おいしく食べられるようになるだろう。徐じよ々じよに慣らしていけば、外食なんかもできるようになるに違いない。

「息むす子こたちのことも、任せきりになってしまっているな」

　子供の成長に目を細めつつ、ルシアンは留依に子供の相手をさせていることを、心苦しく思っているようだ。

「ルシアン様はお仕事がお忙いそがしいでしょう。俺は好きな料理をのんびり作らせてもらってるだけですし、アリンとヴァジルと過ごすのは楽しいです。それに……俺はもう、ただの世話係のつもりはないです。こっ……恋人の息子たちだから、自分の子っていうのはおこがましいですけど、いちおう身内のつもりです」

　言ってしまった。本当におこがましいことを口にしたと、言った後で顔から火が出るほど恥はずかしくなる。

　うつむいていると、隣からそっと手を取られた。顔を上げると、ルシアンが嬉うれしそうに微笑んでいた。

「ああ、そうだな。ルイの言うとおりだ。私たちはもう家族だ。おかしな遠えん慮りよは無用だった」

　家族という言葉に、じんときた。元の世界でも独りぼっちだったのに、今はルシアンと子供たちが家族になったのだ。

「……嬉しいです」

　思わず涙なみだぐむ留依に、ルシアンはわずかに目を細めた。そっと頰ほおを撫なでられ、ルシアンの美び貌ぼうが近づいてくる。

　優やさしく唇くちびるを吸われた。すぐに離はなれ、また口づけられる。

　久しぶりにゆっくり味わう唇に、留依はうっとりした。留依も唇を開いてキスに応こたえる。

　二人はしばらく、言葉もなく抱だき合いキスを続けた。やがて、ルシアンが身体からだを離し、気まずそうに言う。

「すまない。……ゆっくり、きちんと段階を踏んで行こうと思っているんだが……」

　それきり口ごもるから、何を謝っているんだろうと彼の視線を追った。下を向くといつの間にか、ルシアンの下腹部がはっきりと張り詰つめている。

「……っ」

　意味がわかり、かあっと顔が熱くなった。

　恋人になってから、身体の関係ももちろん、期待していた。でもルシアンはもともとノンケだし、女性と結けつ婚こんしていた。自分を愛してくれる彼の気持ちを疑ってはいなかったが、男の自分に反応してくれるかどうか、少し不安だったのだ。

　胸がドキドキして、留依の身体も熱くなったが、ルシアンは「悪かった」とさらに身を遠ざけた。

「忘れてくれ。急すぎた」

　そのまま立ち上がろうとするから、留依は慌あわててルシアンの手を取って引き止めた。

「急なんかじゃないです」

　ルシアンが振ふり返る。自分から言うのは恥ずかしかったが、ちゃんと言葉にしないと、ルシアンは留依が怖こわがっていると誤解するだろう。

「時間はじゅうぶんかけました。もう俺、キス以上のことも、したいです」

　息を吞のむ音が聞こえた。沈ちん黙もくが続き、引かれただろうかと不安になる。顔を上げようとした瞬しゆん間かん、留依は強く抱きしめられていた。

「……本当に？　無理をしていないか」

　耳元で囁ささやく声に、何度もうなずく。

「本当です。無理なんか……このままでいる方が不安です」

　抱きしめる腕うでの力が、さらに強くなった。低くくぐもった声が、吐と息いきと共に留依の耳に吹ふきこまれる。

「今から寝室へ行きたい。いいか」

　留依もぎゅっとルシアンを抱きしめた。

「はい」

　嬉しくて、夢みたいだと思う。

　ソファから立ち上がると、ルシアンはいきなり留依を抱き上げた。不意のことで驚おどろいてしまい、思わずルシアンにしがみつく。ルシアンはそのまま、寝室へ移動した。

「俺、自分で歩けますから」

　言ったのだが、ルシアンは小さく微笑ほほえんで「いいから」と足を早めるばかりだ。

　でも、結果としては抱きかかえられてよかったのだと思う。隣となりの寝室に入り、大きなベッドを目にした瞬間、胸の鼓こ動どうが速くなり、緊張に身体が震ふるえてきた。

「ゆっくりする。嫌いやだったら、途と中ちゆうでもいいから言いなさい」

　そんな留依の緊張に気づいたのだろう。ルシアンはベッドに留依を降ろすと、頰や額にあやすようなキスをほどこしながら、優しく言った。

　その一言で、留依のガチガチに固まっていた身体はほぐれていく。

　この人となら、何も心配することはない。何もかも初めてで、おぼつかなくても笑ったりしないし、留依が不安になることもしない。

　留依が感じたら、同じように興奮してくれる。まだちょっと恥ずかしいけれど、怖がることはないのだ。

　そう思うと勇気が出て、ほんの少し大だい胆たんになれた。

　自分からルシアンにキスをして、彼の逞たくましい胸むな板いたを服の上からなぞる。ルシアンが大きく息をして、目を細めた。

「ルイ……」

　ため息のように呼ばれて、深いキスをされた。自らもベッドに乗ったルシアンは、留依に覆おおいかぶさり、キスをしながら服を脱ぬがしていく。

　留依が上半身裸はだかになると、ルシアンは自分も服を脱いだ。下着を脱ぐと、中から太く長いペニスが跳はね上がる。

　興奮しきった性器に、留依は思わず目を奪うばわれてしまった。ルシアンの亀き頭とうは赤黒く、エラが張っている。下生えは意外に濃こくて、へその下までうっすらと繫つながっていた。

　一方で留依の下半身も、すでに硬かたくなっている。ルシアンはキスをしながら留依のズボンと下着をはぎ取った。

「綺き麗れいだ。お前の身体はどこも滑なめらかで美しい」

　慈いつくしむような言葉と共に、胸の突とつ起きを吸われ、腰こし骨ぼねや太ももを大きな手でまさぐられる。

「……っ、ふ……」

　くすぐったさに身じろぎし、留依の性器が震えた。ルシアンはそれをじっと見つめる。

「下はあまり、生えていないんだな」

　ぼそりとつぶやかれ、顔から火が出そうになった。

「あ……あんまり、見ないで」

　恥ずかしくて足を閉じると、ルシアンは留依のそこを凝ぎよう視ししたまま、ごくりと喉のどを鳴らした。

　それから自分をなだめるように、大きく深呼吸する。

「すまない。もう、止まらないかもしれない」

　ルシアンは言い、ぎゅっと留依を抱きしめた後、身体を離した。ベッド脇わきに据すえられたテーブルの引き出しから、液体の入ったガラス瓶を取り出す。

「いろいろ、調べたんだ。その……男同士のことを」

　恥ずかしそうな口調を聞いて、留依にも瓶の中身が何となくわかった。留依が期待していたように、ルシアンも関係を進めることを考えていたのだ。

　瓶の蓋ふたを開けて、ルシアンは中身を手にこぼした。ふんわりと甘い花の香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。それから留依の足を開かせ、そっと奥へと指を進めた。

「……んっ」

　誰だれにも触ふれられたことのないその場所に、ルシアンの指がもぐりこむ。恥ずかしかったが、留依は為なすがままになっていた。

　いちおうの知識はあるけれど、具体的にどうすればいいのかわからなかったのだ。

「あ、あ……」

　襞ひだをやんわりと押し広げ、花の香りのする潤じゆん滑かつ剤ざいが塗ぬりこめられていく。ひとりでに声が出るのが恥ずかしかった。

　ルシアンは途中で何度も、痛くないか大だい丈じよう夫ぶかと留依に確かく認にんした。指を入れられる違い和わ感かんはあるけれど、少しも痛みはなかった。

「……んっ」

　ルシアンの指がふと、角度を変えた。浅い部分を刺し激げきされた時、その部分から強い快感がせり上がってきた。

「痛いか？」

「いえ……あ、あっ、そこ……っ」

　聞かれて、首を横に振る。ルシアンが同じ場所を何度も突つくので、留依はたまらず甘い声を上げてしまった。

　緊きん張ちようのせいで、指を入れられてからは萎なえていた性器が、また勃たち上がりかけている。

　そのことに気づいたのか、ルシアンはヌクヌクと執しつ拗ように同じ部分を突き上げた。

「ル、ルシアン様……あ、だめ……っ、も、出ちゃうから……っ」

　突かれるたびに射精感が強くなる。このまま達してしまいそうで、留依は必死にルシアンを止めた。

　絶頂を迎むかえる寸前で、ルシアンは手しゆ淫いんを止める。

「入れてもいいか？」

　留依が何度もうなずくと、指を引き抜ぬいて留依をうつぶせにしようとした。

「後ろからする方が、負担がかからないらしい」

　そう言われたが、顔が見えないのは少し不安だった。おずおずと申し出てみる。

「あの、前からじゃだめですか。ルシアン様の顔を見ながら、したいです」

　ルシアンは軽く息を詰め、急せいたようにうなずいた。

「ああ、そうだな。私も……」

　その先は聞こえなかった。ルシアンは黙だまって留依を抱だきしめる。何か堪こらえるようにじっとした後、抱ほう擁ようを解いて正面から留依の腰を抱かかえた。

　ゆっくりと、ルシアンの性器が押し入ってくる。

「あ、あ……」

　肉襞を亀頭が押し上げた時、ほんの少し怖かったが、丁てい寧ねいにほぐされたそこはルシアンの逞しい男根を難なく飲み込んでいった。ルシアンの下生えが肌はだをくすぐる。

「ルイ……ああ」

　根元まで埋うめ込んで、ルシアンは掠かすれた呻うめきを漏もらした。感じ入るように大きく息をつき、しばらく目を細めてじっとしていた。

　それからそっと、留依に口づけする。汗あせに濡ぬれた留依の額を、さらりと撫なでた。

「痛くないか？」

　ルシアンは、留依を壊こわれもののように大事に扱あつかってくれる。それが嬉うれしくて幸せだった。

「平気です。中にルシアン様を感じて……すごく、嬉しい」

「ルイ……」

　ルシアンが大きく目を瞠みはった。留依の中に埋め込まれた男根が、さらに大きく硬くなった気がする。

「ルイ……ルイ、愛してる」

　やがてルシアンは、たまらないというように何度も愛の言葉を繰くり返し、留依を抱きしめた。唇くちびるに、額に、そこかしこに口づけを落としながら、緩ゆるやかな抽ちゆう挿そうを始める。

「ん、ふ……っ」

　もうじゅうぶんに昂たかぶっていた留依の身体からだは、その刺激だけで射精してしまいそうだった。

「あ、あ」

「ルイ……そんなに締しめないでくれ。すぐに達してしまいそうだ」

　ルシアンは律動の合間に苦しそうに言った。けれど留依も、意識してそうしているわけではないのだ。腰を穿うがたれ射精感が込み上げると、我われ知らず中が収縮し、いっそうルシアンの熱を感じてしまう。

「ルシ、アン様……や、も……」

　留依がたまらずルシアンの身体にしがみつくと、律動は一気に速くなった。

「ひ……あっ……」

　熱を帯びた眼まな差ざしが留依を見つめ、先ほどの優やさしい動きとは打って変わって、激しく肉を打ちつけた。

　ルシアンの先せん端たんは留依のもっとも感じる部分を幾いく度ども穿ち、さらに追い上げる。全身に、ひと際きわ強い快感が駆かけ抜けた。

「あ……っ」

　後ろを穿たれながら、気づけば留依は勢いよく精を噴ふき上げていた。

　四し肢しが強こわ張ばり、意識せず後ろが締まる。ルシアンが苦しげに息を詰つめた。

「……っ」

　何度か激しく腰を打ち付けた後、ルシアンの身体がびくりと痙けい攣れんした。留依の中にある性器が震ふるえ、ルシアンも達したのがわかる。

　逞しい身体が覆いかぶさってきて、留依を抱きしめた。しばらくはどちらも無言のまま、荒あらい呼吸を整え、絶頂の余よ韻いんに浸ひたっていた。

「ルイ」

　少しして顔を上げたルシアンが、愛いとおしげに留依を呼んだ。

「愛してる」　>>>♥

　柔やわらかな微笑ほほえみと共に囁ささやかれた言葉に、留依は先ほどの絶頂とはまた違ちがった喜びを感じた。

「俺も、愛してます。ルシアン様」

　真っすぐに答えると、ルシアンは目を細めて留依にキスをする。留依もそれに応こたえ、何度も口づけを交かわしているうちに、二人の身体に再び情欲の火が灯ともった。

　その夜、二人は何度も飽あきることなく求め合った。最後はくたくたになってしまったけれど、それでも眠ねむるのが惜おしくて、シャワーを浴びた後にまた抱き合い、じゃれるようにキスをしたり、互たがいの身体のあちこちに触れたりしていた。

「お前が願ってくれたことが、もう叶かなった」

　ベッドの中、向かい合わせに抱き合って留依の背中をさすっていたルシアンが、まどろみの中でぽつりとつぶやいた。

　留依はルシアンの腕うでを撫なでながら、どういうことだろうと相手を見上げる。柔らかな微笑みが間近にあった。

「私に幸せになってほしいと言っていただろう。誰か、伴はん侶りよを見つけて。その通りになった。愛する人と結ばれて、愛しい息むす子こたちもいる。こんなに幸福を感じたことはない」

　その言葉に、留依も溢あふれるような幸福を感じた。思わずぎゅっと、ルシアンに抱きつく。

「ルシアン様が願ってくれたことも、叶いましたよ」

　自分も同じだ。愛しい人と可愛かわいい子供たちと家族になった。こんな幸せはない。

「俺もすごく、すごく幸せです」

　今が一番幸せだ。でもきっと、これからもっと幸せになる。そんな確信がある。

　ルシアンも同じ思いだろう。二人は見つめ合い、微笑んでキスを交わした。


終










あとがき









　こんにちは、はじめまして。小こ中なか大だい豆ずと申します。

　数年前から異世界転移や異世界転生ものにハマっております。今回はそんな、マイブームな題材を書かせていただきました。

　食べるのも大好きなので、受は料理人に。オムライスにロールキャベツ、型抜ぬきクッキーにパンケーキなどなど、好きなものを詰つめ込んだのですが、もっといろいろご飯シーンを書きたかったです。美味おいしいものって、そこにあるだけで幸せになれますね。

　今作は攻も受も恋こいに拙つたなく不器用で、初うい々ういしいカップルになりました。

　小さい子供たちもいるので、今後も家族一いつ緒しよにゆっくりのんびり楽しく絆きずなを深めつつ、恋こい人びととしての関係も深めていくと思います。

　イラストは、鈴すず倉くら温はる先生にご担当いただきました。

　鈴倉先生からいただくキャラクターラフは、いつも色んなものが描かき込まれていて、毎回楽しみにしているのですが、今回も可愛かわいくて面おも白しろくて。

　作者の特権だと思いつつ、自分と編集さんだけで独どく占せんするのはもったいない！　と、いつも悶もだえております。

　鈴倉先生、今回も素す敵てきなイラストをありがとうございました！

　そして担当様も、今年もお世話とご苦労をおかけします。毎回、今度は迷めい惑わくをかけないぞと思っているのです。本当です。




　最後になりましたが、今作をご購こう読どくくださった皆みな様さま、ありがとうございました。

　美味しいご飯とほのぼの異世界、いかがでしたでしょうか。

　あとがきを書いている時分も、まだまだ世の中大変なのですが、そうした世せ俗ぞくのしがらみを一時でも忘れて、少しでも楽しんでいただけたら幸いです。




　それではまた、どこかでお会いできますように。





小中大豆
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異い世せ界かいしあわせ恋こい食しよく堂どう








小こ中なか大だい豆ず
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